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【電子書籍版をお読みになる前にご確認ください】





　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。また、ご覧になる機種により、表示の差が認められる場合があります。

　本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、インターネット上に掲載する事、有償無償に関わらずデータを第三者に譲渡する事を禁じます。なお、個人利用の目的であっても、コピーガードを解除しての複製は、法律で禁じられています。

　あらかじめご了承ください。
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　高校に入学して早一ヶ月、ぼんやりと授業を受けながら俺、鷹たか宮みや仁じんは考える。

　最近になってよく聞くスクールカーストとは、一体いつの時期で決まるのだろうか、と。

　高校の入学式時点の振る舞いか、それとも終わった後のホームルームでの自己紹介か。または授業が始まる最初の一ヶ月か。

　一概には言えないが、現在のクラスでトップに立つ者達、すなわち〝リア充〟と呼ばれる者達を見れば、その全てにおいて決まると言えなくもない。

　まず入学式で他とは一線を画す整った容姿を見せつけて注目を集め、クラス内の自己紹介で抜群のコミュニケーション能力を使って好印象を植え付け、更に授業の中で周りに自らの優秀さを認識させる。

　こう言うと狙っているのかと思うが、彼らは別に狙ってやっているわけではないだろう。そもそも、それを自然と行うことがリア充をリア充たらしめている証拠だ。

　そんな性格、人柄だからこそ、みんなに好かれるのだろうとも。

　と、そんなどうでもいいことを考えていると、教室の扉が勢いよく開けられた。すると同時に、一気に騒がしくなる教室内。

　視線を向けて確認すれば、どうやらこのクラスの中心人物達、〝リア充〟の登場らしい。

「――おっはよー！　みんな！」

「よーっすって、白しら花はなはいつも元気いいな」

「あ、龍りゆう前ぜん！　と白花カップルじゃないっすか。ついに一緒に登校ですかー！」

　元気よく挨拶する可愛かわいらしい声に続き、落ち着いたイケメンボイスが続く。そして間髪入れずに茶化すような声が返される。

　二人の生徒が教室に入れば、たちまち彼らの周りには人が集まってくる。

　俺にとっては見慣れた光景だ。その様子を、遠く離れた席から見つめる。

　一人は女子生徒。

　まず目を惹ひくのが、金色に染めたサラサラのストレートロングの髪だ。前髪は白い花を模したデザインのヘアピンで留められ、可愛らしい顔立ちがはっきりと見える。

　くりっとした大きな瞳にすっと通った鼻筋、そして柔らかそうな唇。

　制服は緩く着崩し、スカートも周りより短く着こなしている。更に制服を押し上げるほどの胸部は、高校生とは思えない発育の良さである。

　しかし俺としては、短いスカートから覗のぞく健康的な太ももが何より眩まぶしいと感じる。

　可愛い系の容姿に、天てん真しん爛らん漫まんな性格。これで人気が出ないわけがない。

　クラスのアイドル、白花朝あさ姫ひである。

「もー猿さる谷やしつこい！　あたし達、そんな関係じゃないってば。龍前にも迷惑じゃん」

「いや、俺は迷惑とか……思っちゃいないけど……」

「入学して一ヶ月でカップル誕生かー」

　再び茶化すような声はどうでもいいとして、頭を掻かきながら白花を横目で見つめるイケメンの名は龍前奏かな多たという。

　高身長で足はすらっと長い美男子くんで、人気者である。

　ちなみにサッカー部所属という完璧なステータス。まさにモテるために生まれたような奴やつである。

　まあ、教室の隅っこに生息している俺とは、そもそも生活している環境が違う人達だ。関わり合いになる事なんてなく、俺はただ遠くからその姿を眺めるだけの人間でしかない。

「――あの二人、相変わらずすごい人気だな」

　観察を続けていたら、急に耳元で聞こえた声に思わずビクッとしてしまう。隣を向けば、すぐに俺の傍そばに立つ人物を確認できた。

　くすんだ金髪に三白眼、耳にはピアスと、この進学高にあるまじきまるで不良のような見た目の少年、藤とう堂どう英ひで虎とらだ。

　彼こそ、唐揚げが大好きすぎて頭を刈り上げてしまった、頭の残念な俺のただ一人の友達である。

「なんだ、藤堂か。びっくりした」

「全くの無表情で言われてもよ。いつも思うが、ほんとに驚いてんのか？」

「まあな。ただ顔に出ないだけだ。俺はたとえ車にはねられた妊婦が道路の真ん中にいても無表情で対処できるから」

「いや、それはそれで怖いわ。もしかしたら車ではねた犯人より怖いわ」

「……ツッコミが長いな。次からはもう少しコンパクトにまとめようか」

「余計なお世話だ」

　気安いやり取りから分かる通り、藤堂とは幼少期からの付き合いだ。不本意だが幼おさな馴な染じみである。

　幼馴染とは、将来結婚を約束していたり、毎日朝は家まで来て優しく起こしてくれて、一緒に朝食を食べて一緒に登校するような可愛い女子限定に使う単語だと思っていたが、この頃初めてそうじゃない事に気付いた。

　幼い頃からの付き合いがある者が幼馴染なのだ。常識だよね。

「はぁ、お前は顔も悪くねえし、もう少しその捻ねじれた性格がマシなら友達できるのにな。なんで自分から空気になってんのか……」

「それでいいだろ。空気ってものはなくてはならないものだ。という事はこの教室全ての者を生かしているのが俺。つまり、俺が裏で教室を支配しているといっても過言ではない。陰の実力者とは俺の事」

「意味分かんねえよ」

　こんなアホみたいなやり取りができるのは、藤堂とだけである。

　ちなみに幼い頃は藤堂の事を英虎と普通に名前で呼んでいたが、高校から周りに合わせて名字で呼ぶことにした。

　理由は恥ずかしいから。

「おい、今日も藤堂、絡んでるぞ。えっと、なんだっけ、あいつ、そう、たかみやだ……」

「あまり見ない方がいいぞ。今度はこっちが標的にされる」

　周りから何だか視線が向けられるが、きっと藤堂を見ているのだろう。

　見た目はバカ丸出しのヤンキーみたいだが、よく見ると意外と顔立ちは整っている。

　だから俺に構わず周囲のクラスメイトと親交を深めれば、藤堂なら彼女持ちのリア充になれるはずだ。俺とは違って。

「で、そういや藤堂はわざわざ何しに来たの？」

　空気を切り替えるように俺が問うと、藤堂は顔を寄せて小さく呟つぶやいた。やけに真剣な顔で。

「喋しやべる奴がいないから来ただけだが」

「……真顔で悲しい事言うな。ツッコミにくいだろ」

「いや、そもそもツッコミ求めてねえから」

　藤堂は一度咳せき払ばらいして、男女問わず皆の中心にいる白花の方を向いた。

「それにしても人気だよな。まさに俺達とは真逆の存在だ」

「女子はともかく、男子は下心満載だろうな。きっと天真爛漫な性格がいいんだろ。男はみんな優しくて可愛い子が好き。これが鉄則」

　机に頬杖をつきながら言い終わると、俺の右隣の席に座る図書委員の子が居心地悪そうに身じろぎした。すいませんでした、少し声が大きくなったかな。もう少し声を潜めよう。

「確かに性格はあるだろうぜ。だが男はもっと単純だ。やっぱりあれだよな、何と言っても……」

「胸」

　俺が答えると同時に、再び隣に座る図書委員の子が今度はガタッと不自然に椅子を揺らした。

　俺は隣の子の様子が気になりつつも、藤堂が意外そうに目を向けてくるのに気付いて、

「……なんだ？」

「いや、お前も男なんだなって」

「俺はお前の思考に沿って答えただけだから。どっちかというと俺は太も――」

「けほけほ！　うぐ」

　言葉の途中、図書委員の子がむせ始めた。そういえば彼女、さっきから読んでいる本のページが進んでいない気がするが、多分気のせいだろう。

　それから程なくして、予鈴が鳴ってこのクラス、一年二組の担任が入ってくる。

　朝のホームルームが始まる。先生の姿を見た藤堂は、ヤンキーな外見に反して意外と素直に席に戻っていく。

「おーっす。今日も元気だなー、お前らー」

　間延びした声と共に教室へ入ってきたのは、ぼさぼさ頭に眼鏡に白衣、我らが担任中なか津つ先生である。愛称はナカツーだとどっかの女子が言っていたような言ってないような。

　というかこの男、白衣を着てるのに現国の先生という意味が分からない仕様である。どうなってんだ、この高校。

　ちなみに俺が通う高校の名は令れい賀が丘おか高等学校。県内有数の、なんて肩書はないが一応進学校である。

　閑話休題どうでもいいか。

　中津先生は脇に紙の筒を挟んでいて、何やら面倒な予感がプンプン漂ってきている。

　彼は持ってきた紙を一度広げたかと思うと、生徒に見えないよう教卓に伏せて置き、それと同時にクラスの中でお調子者枠の生徒……名前なんだっけ？

　とにかく、とある生徒が立ち上がって声を張り上げた。

「せんせー！　その紙って何ですか？」

「落ち着け、猿谷。今、説明するから」

　先生がそう言うと、猿谷はどこかわくわくした顔で頷うなずいて着席した。というか彼の名は猿谷だったか？　初めて聞いたな。

　俺の戸惑いを他所よそに、周囲でひそひそと小声でやり取りが交わされる。きっとみんなもアイツって猿谷っていう名字だっけ？　と思っているに違いない。

　しかし、そんな空気をものともせず、いつも通りの気け怠だるそうな眼まな差ざしで中津先生は背後にある黒板にチョークででかでかと、

『席替え』

　と文字を書いた。

　その瞬間、教室から驚きと共に歓声が沸き起こる。いや、よく耳を澄ませると他クラスからも歓声が聞こえてきた。どうやら入学して一ヶ月経たったので、一年の全てのクラスで席替えが行われるようである。

　賑にぎやかな教室を見渡し、中津先生は面倒そうにパンパンと手を叩たたいた。

　そして彼は静かになった教室を見渡し、

「えー、入学して一ヶ月。少しずつだが周りにいる子や部活仲間なんかと仲良くなってきたと思う。だが、教室には四十名いるんだ。特定の友達とばかり過ごしてもしょうがないだろう？　別に全員と仲良くなる必要はないが、社会に出れば特に仲良くもない人や嫌な人とも関わらないといけなくなる」

　中津先生は最後の方はため息交じりに窓の外の景色を見つめ、遠い眼めをする。そんな姿に、教室の真ん中辺りに座る猿谷が思い出したように、

「そういやこの前、先生、教頭に重そうな段ボール箱持たされてたような……」

「だからか。実感籠りすぎだし」

「確かに教頭先生は真面目だから、中津先生とは相性が悪いかも」

　猿谷達席替え賛成派はわいわい盛り上がっている。

　きっとどんな席順でも日々を楽しめる自信があるのだろう。

「……で、でも席替えは、まだ早いような……」

「……うん」

　しかし、もちろん反対派もいる。折角学校生活に慣れてやっと落ち着いたのに、といった意見。

　そんな複雑な教室を中津先生は再び見渡し、宥なだめるように口を開いた。

「まあ嫌悪してる奴でも、話してみたら馬が合った、そんな話だってある。ただ時間がない。一限目もすぐ始まる事だし、席順は独断と偏見で俺の方で決めといた」

「えー、くじ引きとかで自分達で決めたかったんですけど……」

「そんなものは用意するのがめんど――こほん、時間がない。早速席替えしてもらうからな」

　不用意な発言に次々とクラスメイトの何人かが不満の声を出すが、中津先生はそれらを黙殺した。

　そして彼は黒板に持ってきた大きな紙を貼り、磁石で留めていく。

　紙には席順が書かれてあり、一列七人で座り、五列目と六列目のみ六人で座る編成。

　それを見て喜び合うクラスメイト達もいれば、悲鳴や不満の声を上げる生徒もいる。

　自分はどちらの反応に分かれるかとぼんやり考えながら探す。

　そして上から順に辿たどって行き、鷹宮という名字が書かれていたのは窓際の一番後ろの席だと分かった時、内心ガッツポーズしたいくらいに喜んだ。

　ラブコメの定番席、つまり俺が主人公。という勘違いはもちろんしない。目立たない場所であれば、俺はただ誰の邪魔もせず静かに日々を生きるだけ。

　教師に注目されず、クラスメイトからも目立たない場所という意味で俺はあの席が好きなのだ。

　そんな俺の耳に、クラスの中心的存在の会話が届いた。

「白花は校庭側の後ろの席か！」

「……俺はまさかの廊下側一番前……」

「ははッ！　龍前落ち込むなー！　寂しいのは分かるが、クラスは一緒なんだからよ」

「そうそう、龍前。出入口近いとトイレとか行きやすいしさ」

「そういう事じゃ……ないんだがな」

「えー、そうなの？」

　普段なら聞き流す会話を、俺はこの時ばかりは無視できない。

　白花の名字が書かれていたのは、鷹宮という文字の隣。

　つまり俺の隣の席は、クラスのアイドルである白花朝姫になったわけだ。だが、特別な期待など抱かない。

　隣になったからって、関係が変わる事などない。

「……どうせ関わらないだろ」

　小さく呟いた言葉は、周囲の喧けん騒そうでかき消され誰の耳にも届かなかった。
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　席替え。

　友達がいない奴、又は少ない奴は総じて嫌いなイベントなんじゃないだろうか。

　まあ歴戦のぼっちならどんな場所、席になっても自分には関係ないとばかりに拒絶バリア全開にして周りとの関係を遮断するのだろうが。

　かくいう俺も中学の時はクラスに藤堂がいなかったので、まごう事なく歴戦のぼっちだった。

　しかし、そんな歴戦のぼっちの張る拒絶オーラを、ぶった切れるただ一つの方法がある。

「あ、鷹宮くんが隣なんだ。よろしくね！」

「……はい」

　美少女に話しかけられる。

　それだけで脆もろくも俺が張ったバリアは意味をなさなくなり、更に名前を覚えてもらえているという事実に嬉うれしさと感動を持って、涙すら出てきそうになるほどだ。

　だから美少女はぼっちの名前を覚えようね、みんなそれだけで嬉しくなっちゃうから。

　……あれ、そういう話だっけ（錯乱）。

　こんな状態だからか、朝のホームルーム中に中津先生が何やら言っていたがあまり頭に入っていない。

　ホームルームの終了を告げるチャイムと共に、先生が教室を出て行く。そうすると再びクラスは騒がしさに包まれる。

　俺はこの時ばかりは藤堂の姿を探すが、彼はなんと俺とは真逆の廊下側一番前の龍前の後ろという不遇の席だった。

「おーい！」

　藤堂はどうやら龍前の周辺に集まる女子達に道を遮られ、通行の邪魔になっているようだ。俺と視線が合って困ったような顔をしている。

　ともあれ龍前の近くには人だかり、藤堂の近くには誰もいないという対照的な図が離れて見ていると面白い。

「鷹宮くんってば！」

　俺は自分の近くをぐるっと見渡し、俺と同じ名字を持つ者がいないかどうか確認してから、隣で声を上げる白花と視線を合わせた。

　近くで見ると、改めて顔はそこらのアイドルやモデルより余裕で整っていると分かる。

　だが可愛い外見に反して、呆ほうけたように口を半開きにしているため、年相応のあどけなさを感じとれた。
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「なんでしょうか」

「いや、なんで今見渡したの？」

「近くの席に鷹宮がいないかどうか確認しました」

「当たり前じゃん、クラスで鷹宮くんは一人だけだよ」

　そうなのか。基本的に俺はクラスメイトの名前を相当目立つ奴しか記憶していない。もしかして白花は全員の名前を覚えているのだろうか。

「でも俺に話しかけたわけじゃないのに返答したら勘違い野郎になるじゃないですか。俺はもう二度とあんな思いはしたくなかったので」

「経験者だったんだ……」

　苦笑する白花に、何とも言えない面持ちで俺は視線を逸そらした。しかし、会話はそこで終わらない。

　彼女は持ち前の明るさを発揮してぐいぐい来る。

「というかなんで敬語？　あたし達同級生だよ！」

「……実は飛び級で」

「え、うそッ!?」

　ガタッと席を立つ白花にクラスの何人かが視線を向けるが、

「嘘うそですけど」

　真顔で返すと、白花は目を丸くした後に僅かに頬を朱に染め、居心地悪そうに席にゆっくりと座った。その気まずそうな反応に、

「なんか、すいませんでした」

「……こいつ馬鹿なんじゃねって思ってる？」

「……すいませんでした」

「思ってるよね、思ったよね!?」

　もういいとばかりにプイッと顔を背けて、白花は席を立ち上がった。そうして女子の群れに加わって、ひそひそと会話を広げているようだった。

　あの中で俺の悪口が交わされているとしたら三回くらい死ぬ自信があるが、まあ彼女の性格からして大丈夫だろう。

　白花朝姫は男女問わず好かれる。実際にこうして話をしてみると十分納得を得られた。

　あの性格を作っている、つまり演技しているならそれはもう将来は女優で決まりだが、話してみた感じそんな事は一切感じられなかった。

　まあ俺の観察眼がバグってた可能性もあるが、入学一ヶ月でスクールカーストトップに君臨するアイドルの凄すごさをまざまざと見せつけられた感じである。

　しかし、親しく接してくるのも今だけだ。例えるなら、引っ越ししたばかりで隣の部屋に挨拶している段階なのだろう。

　少し時間が経てば、きっと俺に絡むことはなくなるはずだ。




＊　　＊　　＊




　一限目の授業は数学。

　数字を見るだけで眠くなってくる俺にとって、この時間は本当に眠気との勝負。昼食を食べ終わった後の五限目よりはマシだが、それでも溢あふれ出る眠気は抑えることができない。

　ウトウトと舟をこいでいる俺の右肩に、ちょんちょんと刺激が届いた。

　横をぼんやりと見れば、綺き麗れいな八重歯を覗かせて白花がニヤッと笑っていた。

「ダメだぞー、寝てちゃ。次、当てられるの鷹宮くんだったでしょ」

　そういえば数学の堀ほり越こし先生（バーコード）は出席番号順で当てにくる先生なので、一ヶ月で既にた行に到達していた事を思い出した。

「ノートも取ってないでしょ。このままじゃ、あたしを馬鹿にした鷹宮くんがみんなから馬鹿にされるぞー」

「別にいいです。俺はクラスでもキングオブぼっち。失うモノなどなにもないので」

「いや、かっこいい事言ってるようだけど悲しすぎるから」

　残念なモノを見るような眼差しで見られ、俺は頬を掻いて誤魔化した。

「良かったら見せてあげよっか？」

　再び視線を向ければ、今度はニヤニヤといやらしい笑みを浮かべる白花の姿が。

　どうやらさっきの仕返しのつもりなのだろう。

　そんな時、

「――えーでは、この問題は鷹宮くんにお願いしましょうか」

　教壇に立つ堀越先生が眼鏡をくいっと押し上げ、教室内を見渡した。席替えしたため俺がどこに座っているか分からないのだろう。

　俺は手を挙げて、

「あ、後ろでしたか。では、答えをどうぞ」

　立ち上がって黒板を見れば、書かれてあるのはなんてことのない方程式の問題。隣でふふんと得意げな様子でノートを差し出そうとする白花を無視して、

「……Ｘ＝３」

「正解です、着席していいですよ」

　ぴたりと止まった白花。椅子に座ってちらりと横を見れば、白花は何やら不満げに唇を尖とがらせている様子。

「くっ、できるんかい」

「眠いだけで、できないとは一言も言ってませんから」

「……な、何でだろう。敬語が妙に腹立たしくなってきたっ」

　再びつーんとそっぽを向く白花の子供っぽさに、俺は妹の存在を思い出した。すると、横目で俺を見ていた白花が眼を見開き、薄うつすらと頬を赤く染めた。

「……ふ、ふーん……」

「……どうかしました？」

「いや、笑うんだなーって」

「……俺は人形じゃないです」

「知ってるわ、そんな事！」

　それっきり白花は会話を打ち切った。少しだけ白花の様子が気になったものの、自分から尋ねる程ではない。

　会話が終わると、俺は再び眠気との戦いに戻る。

　その後、二限、三限、四限と無事に眠気との戦いを何とか乗り切り、ついに昼休みになった。カバンから弁当を取り出して机に置き、身体からだをグッと伸ばしながら欠伸あくびを噛かみ殺す。

　授業では度々、白花に邪魔されてあまり眠れなかった。だが、授業で眠るのは俺が悪いのでそれに関しては何も言えない。ただ意趣返しなのか、定規の尖った所で起こすのはやめてほしいものだ。

　俺が定規で刺された跡をさすっていると、

「鷹宮んとこで食わせてくれ」

「藤堂か。なるほど、あっちは龍前がいるからか」

　目付きの悪い金髪の不良がオレンジ色の布に包まれた弁当箱を持ってくる。周囲からは既に驚きよう愕がくの眼差しはない。

　不良然とした姿に似合わず、藤堂がこの一ヶ月間、毎日弁当を持ってきているからだ。

　俺の前の席の男子は、やってきた藤堂に怯おびえて席を立った。しかし、藤堂はラッキーとでも言わんばかりに空いた席にどっかりと腰を落ち着けた。

　そして彼は俺と対面になるように椅子の向きを変え、俺の机に弁当を置いた。

「いやー、外見だけで萎い縮しゆくされるなんざ最初はうっとうしいと思ってたが、最近は便利な使い方もできるもんだな。何も言わずに座りたい場所が確保できたぞ」

「……お前も大概ポジティブだな」

　二人揃そろって弁当箱を開ける。しかし、藤堂は何やら気になったようで左を見ながら眉をひそめて、

「龍前の近くは近くでやかましいが、こっちも大概だったか」

　その視線先では、女子の中心である白花の席の周りに多くの女子が集まり、弁当や購買で買ったパンを広げていた。当然、大人数が集まると総じて話し声も大きくなるので、隣に座る俺にとってはやかましく感じる。

　本来なら学校には食堂があるのだが、春休みから改修工事をしていて現在は利用できない。

　来月からは使用可能になるという噂うわさで、現在は多くの学生が弁当や購買で食事を用意していた。

　ちなみに教室で食べる者が多いのは、中庭や屋上などは二年や三年の先輩方が使っているかららしい。それが学校の伝統的な風習なのかもしれない。

　弁当の中身を確認するとそこには色とりどりの多彩なおかずが用意されていた。俺や藤堂にとってはそれがいつも通りなので、二人共大して気にせずに箸はしを持ってごはんの蓋を取り、さあ食べようという時に、

「ほー、何とも美味おいしそうな弁当ですな。お母さんの手づくり？」

　購買で買ったパンを片手に、白花が覗き込んできた。彼女の近くにいた女子達が彼女の行動に呆気あつけにとられる中、俺たちは顔を見合わせて、

「……いえ、一応自分で作ったんですけど」

「え、すごっ！　男子でこのクオリティなんだ……」

　まじまじと俺の弁当を見つめた後、今度は藤堂の弁当に視線を向けて。白花は引きつった顔で微笑ほほえみ、

「えっと、まさか藤堂くんもだったり……ってそんなわけ――」

「そのまさかだ。意外かもしれんが、手作りだぞ」

　藤堂が気負いなく肯定したその瞬間、白花の背後で聞き耳を立てていた女子達がきゃあと盛り上がった。

「えー嘘でしょ。藤堂くん、その見た目で料理好きとか！」

「ウケるんですけど！」

　白花の友達なのか、二人のギャルっぽい見た目の女子が笑い声を上げ、そのまた後ろの童顔で小柄な美少女と身長が高いタレ目をした黒髪美人な女子も意外そうに目を丸くしていた。

「藤堂、お前のせいで俺のインパクトが下がった」

「そりゃ悪かったな」

　女子達の喧騒を他所に、俺と藤堂は弁当を口に運ぼうとするが、

「ちょいちょい！　二人して何を食べようとしているか！」

　白花が手を差し込んで食事を止めると、それが合図のように女子達が興味深そうに俺――ではなく藤堂を見つめる。

「ちょっと興味あるわー、特に藤堂くんの弁当とか」

「うん、あーしもそっち。怖いイメージしかなかったけど、なんかちょっとありかも」

　今までは彼女らと席が離れていたため、注目されなかったし、何より白花に目を付けられていなかったので誰にも邪魔されず弁当を食べていたのだが。

　藤堂の方を見れば、既にギャルっぽい女子に弁当をつつかれていた。

　あれはもう手遅れだ。俺の方は誰も注目していないはず。再び箸を進めようとすると、

「はい、ストップ。注目度が薄い鷹宮くんもちょーだい！」

「……」

「ほら、メロンパン、半分あげるから」

「……」

「由ゆ愛めちゃんと静しず流るも食べたいよねー？」

「え、いや、あたしは別にいらんけど。というかちゃん付けやめろ」

「えっと、わ、わたしも……」

　あっけらかんと断ったポニーテールの童顔の美少女に、少し遠慮気味に断るゆるふわパーマのタレ目美人。

　しかし、白花は関係ないと言わんばかりに俺に手を伸ばしてくる。

「でもあたしは欲しいのです！　ほらほら、箸ぷりーず」

　いつまでも俺が答えないと、聞き分けのない子供を言い含めるような眼で箸を取り上げられた。

「愛想がないぞー。全く、そんなんだから友達少ないんだよ」

「……クリティカルヒットした」

　その呟きは、無情にも白花に無視された。

　スクールカースト上位組の女子達との弁当交換イベント。

　それは教室内にいる男子や女子の眼に入り、無駄に注目を集めてしまう。

　再び俺の近くの席になった図書委員さんが右斜め前に座っているのだが、彼女もちらちらとこちらを気にしているのが見える。

　龍前達男子も何やら遠くから窺うかがうような視線を向けてきて、思わずこの状況にめんどくささを感じてしまう。

「うわ、美味しんだけど！　このだし巻き卵！」

「出汁だしの味かなー、これ。あーし甘いのよりこっちの方が好きかも」

　茶髪ロングのギャルっぽい女子と栗色の髪をボブカットにした二人の女子は、藤堂の弁当に満足げに声を上げていた。

　それもそのはず、藤堂はこう見えて女子力が高い。誰得だよという感じだが、昔から藤堂は実の姉に虐げられて――こほん、やらされていたせいで家事全般は得意なのだ。

　藤堂家に邪魔した時も彼の両親は仕事で忙しいためか、料理の担当は彼なので幾度も手料理をごちそうになった。だから、料理のレベルが高い事は知っていた。

「ふふん、次は唐揚げ貰もらうねー」

「……」

「ほら、杏あんず達は藤堂くんの貰ってるから、由愛ちゃんと静流は鷹宮くんで我慢しようねー！」

「いや、だからあたしは別にいらんと言ってるのに」

「……聞いてないよ、朝姫ちゃん……」

　ぶっきらぼうに断りを入れる童顔美少女、というかもはやロリっ子美少女に、苦笑して続けたゆるふわタレ目美人。そんな二人を無視して俺の弁当を味わう可愛さ１００点、図ずう々ずうしさも１００点の白花さん。

　美味うまそうに頬を緩め、目を細める姿を見られただけで許してやろうという気持ちになる。可愛いは正義という言葉が何だか分かった気がした。

「うまうまだぞー、二人も食べよ食べよ」

　しかし、ほくほく顔で人の弁当を食べ続ける白花の姿に、貰ったメロンパンを口に含みながら俺は呆あきれたような視線を向けざるを得ない。

　ここで、そんな白花の様子から流石さすがに興味を持ったのか、隣にいるロリっ子が俺に視線を向けて、

「……いいのか？」

「あ、大丈夫っす」

　基本的に目立ちたくはないが、すでに手遅れであることは事実。だったら、少しでも美少女達と絡むことが最善なはず。

　それに白花は良くて他はダメというのも体裁が悪い。

　ロリっ子美少女はぶっきらぼうに謝ってから、俺のハンバーグを自分の弁当に取り、そこで二つに切り分けてその一つをぱくりと口に運んだ。

　自分が作った弁当が他人にどう評価されるか見物していると、童顔美少女は瞬間、目を見開き、

「……う、美味い」

　動揺する彼女と俺の視線がかち合うと、

「……っ」

　思わず恥ずかしそうに視線を下げた。その姿を見ていたタレ目美人は、ロリっ子美少女の弁当から箸で残ったハンバーグを口に運び、

「お、おいしい……」

　口元を押さえて目尻を柔らかくする彼女から、どこかにじみ出る優しげな雰囲気。

　彼女はグループの僧侶枠というわけだ。

　すると、今度は二人共俺に向かって自分の弁当を差し出してきた。ロリっ子美少女の方は片手で、タレ目美人は両手で弁当を持って、

「……やるよ。えっと、味は保証しないけど」

「……ふふ、ならわたしのもあげます。ひじきは自信作なんですよー」

　思わず生唾を飲み込む。……つまりそういうことか。

　俺はカバンに手を入れ、財布を取り出す。そして中から一枚の野口さんを手に、

「これで足りますか？」

「え、いやいやなんでお金!?」

「……こ、これただのお返しなんです、けど……」

　美少女達の戸惑いに割って入るように、白花がクスクス笑いながら口を開いた。

「鷹宮くーん、美少女の弁当にお金払いたくなる気持ちは分かるけどー、これはお礼の気持ちだから」

「……なるほど。俺は選択肢を間違ったのか」

「うわ、選択肢とかギャルゲーっぽい！　オタクだ、オタクー！」

「……ギャルゲー知ってるんですね……」

　思わず俺の口から漏れた小さな呟きは、結局誰の耳にも入らなかったようだ。

　俺と白花のやり取りに焦じれたのか、仕切り直すようにロリっ子美少女がずいっと椅子を近付けてくる。
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「とりあえずほら。肉じゃがやる。自信作……だって母さんが言ってた」

「えっと、取りにくいなら、わたしが分けてあげますねー」

「じゃあじゃあ、あたしのメロンパンももっとやろうかい？」

　白花が差し出すパンを無視して、俺は弁当におかずを分けてくれる垂れ目美人をぼんやりと見つめる。

　そしてこの後の展開を脳内に思い描く。

　とりあえず美味いと言っておけば、この場はしのげるだろうという結論に達した。
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　しかし弁当を食べ終わっても、昼休みが終わるわけじゃない。

　クラスメイトとの弁当交換というリア充的なイベントを、俺は何とか凌しのぎ昼食を終えた。そして弁当を片付けて一段落つくと、白花が何気なく、といった口調で呟いた。

「そういやーさ。鷹宮くんと藤堂くんて仲良しなんだよね？」

　その質問に興味を引かれたのか、スマホをいじっていた茶髪のギャル風少女、綾あや瀬せ杏と栗色の髪をボブカットにしている少女、栗くり原はら莉り子こが同意の声を漏らした。

　ちなみに二人の名前は先ほどまで分からなかったが、彼女達が交わす会話から聞き取りに成功した。

「それな。見てて思ったけど、ふつーに友達っぽい？」

「分かるわー、みんな鷹宮くんて不良に絡まれてる可哀かわい想そうな生徒だと思ってたけどさー」

　それは寝耳に水だった。藤堂は幼少期から隣にいるのが当たり前だからか、高校生になった今俺達二人が周りにどう見えているか分からなかった。

「……一応藤堂とは幼馴染だな」

「え、うそー！　なんか面白いね！　根暗な陰キャと厳いかつい不良で正反対じゃん」

　いや、白花さん。そういう事は思ってても口に出しちゃダメですよ。

「……マジか、じゃあお前が友達できないの俺のせいだった？」

　対面の椅子に座る藤堂は、意外そうに眉を上げて俺を見つめた。そんな彼をフォローしようと俺が声をかける前に、

「いや、それは鷹宮くんのコミュ力の問題だから」

「……」

　白花が慰めの言葉をかけるが、藤堂の代わりに今度は俺が傷ついた。まあ確かにこの一ヶ月、一度も藤堂以外のクラスメイトに自分から話しかける事などなかったのだが。

　そんな思考を他所に、ロリっ子美少女、新あら川かわ由愛とタレ目美人、川かわ瀬せ静流が口を開いた。

「確かに。こうして接してみるとユニークな所とか分かるけど。パッと見、鷹宮って陰キャっぽいよね。笑ったとこみたことないし」

「ちょ、ちょっと由愛ちゃん……確かにそうだけど、はっきり言いすぎだよぉ」

　いや、むしろその言葉でとどめ刺されましたけど。というか君ら、絶対俺の事嫌いだよね？

「……まあその通りだからいいんですけどね」

「あー、もしかして拗すねちゃった？」

　顔を寄せてくる白花からシャンプーのすっきりとした香りがふわっと鼻に入ってきて、思わず顔を背けた。

「でも、あたしさっき鷹宮くんの笑顔見たんだよねー」

「ふーん、鷹宮って笑うんだ」

「……そういや、鷹宮が笑うのは妹と接する時が多いな」

　思わず余計な事を言う藤堂を睨にらむと、今度は藤堂が相手をしていた綾瀬や栗原まで会話に入ってくるようになる。

　そして白花がこのシスコンめーとふざけて肩を叩いてきた時、俺は誰かの視線を感じてそっと目を向ける。

「……」

　龍前のグループにいる一人の男子生徒が、こちらをじっと睨みつけていた。俺と視線が合うと、すぐに逸らされる。

　だが、確実に俺を睨んでいた。

　正直、昼休みになってから彼女らと話していた間、何度かこちらを見ている事に気付いてはいた。

　しかし、心配しないでほしい。俺は自分の分をわきまえている。

　彼女らと俺がどうこうなるはずないが、彼女らを好きな男子にとっては他の奴と接しているのを見るだけで嫌なのだろう。

　余計な面倒事は嫌いだ。

「悪い」

　一言言って席を立つ。

　それから昼休みが終わるまで、俺は席に戻る事はせずトイレで過ごした。
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　五限目は英語だ。

　春の穏やかな空気と食後にやってくる眠気が皆を襲い、英語の音読練習が先生の発音練習に変わっていた。

　そして最後の六限目は体育。眠気を吹っ飛ばすには丁度良いが、できるだけ動きたくない俺にとっては面倒でしかない。

　女子は専用の更衣室が用意されているため、着替えを持って教室を出て行く。

　そんな中、藤堂が荷物を片手に近付いてきた。

　声を潜めて、ある一人の生徒に視線を向ける。

「おい、昼の事。気付いてるか？」

「……まあ」

　その質問と視線の向きだけで、俺はある程度察する事ができた。

「アイツの名は、三み沢さわ陽よう大だい」

　龍前と親しげに会話をする、鋭い目付きの少年を見つめる。

　龍前は柔らかな顔立ちの王子様タイプのイケメンだが、三沢くんはクール系で少し顔付きが藤堂よりと言えばいいか、とにかく鋭い眼付きが特徴のイケメンだ。

「……」

「どうせ知らなかったんだろ。ラブコメでいう恋のライバルになるかもしれない奴の名前だ。覚えておけよ？」

「……黙ってろ。何がラブコメだ。そういうのはね、一部のリア充のみが実現できる夢物語だから。浴衣でデートとか、俺にとっては雲を掴つかむような話だ」

　ともかく藤堂の冗談は一旦おいておくとして。

　三沢くんとやらは女子の上位カーストの内の誰かが好きなのだろう。他の男子が、それもクラスで目立たない者が彼女らと親しげにしていれば負の感情も溜たまっていく。

　しかしそれも、俺が接触を控えればいいだけの話だ。

　そんな考えに至った時、藤堂が顔をしかめて口を開いた。

「……それにしても三沢か。嫌な名字だな」

「何かあるのか？」

「……お前、覚えてないのか？」

　そんな事を言われても覚えていない。隣で眉根を寄せて考え込む藤堂には、何やら三沢という名字の者と因縁があるらしい。

　俺と藤堂は中学は別々だったので、彼の中学時代にどういう出来事があったのかよく分からない。それでも家が近いので頻繁に会っていたが。

　ただ覚えているのは、中学の時に彼が大勢と喧けん嘩かして大おお怪け我がを負ったというのは記憶にある。しかしその件とは関係ないだろう。

　俺は軽く考え、体育着へ着替えて藤堂と一緒に体育館に向かった。
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　本日最後の授業、体育。

　高校指定の紺色の体育着に着替え、藤堂と共に体育館に向かう。

　今日の体育はバスケだ。

　廊下に出て体育館に向かう傍ら、二組クラス男子の中心、龍前は猿谷と共に仲良く談笑しながら体育館に向かっている。

　俺と藤堂も、クラスの男子の最後尾について廊下を進む。

　前を歩く龍前に、今度は別の生徒が近付いた。あの生徒は藤堂が言っていた三沢という名の生徒だった。

　三沢は龍前に肩を組みに行き、そのままひそひそ何やら会話していた。

「……」

「龍前はどう思ってるんだろうな」

　突然の藤堂の呟きの意味がよく分からず、俺は眉をひそめて問い返した。

「なにが」

「白花は誰に対しても明るいが、それでも特定の誰かにわざわざ絡んだりはしない。お前、気に入られたな」

「……嫉妬なんてしないだろ龍前は。俺は路傍の石ころだぞ」

　しかしそれがフラグだったのか、俺の言葉に反して前を歩く龍前が、背後を振り返って俺と視線を合わせた。

　彼の隣にいる三沢くんが、こそこそと耳元で囁ささやいている。

「……大変だな、お前も」

　他人ひと事ごとのように呟く藤堂の言葉に、俺はただ顔をしかめた。
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　渡り廊下を通って体育館に着いた。本当なら身体を動かしたくないので体育の授業を休みたいが、試合が始まれば立っているだけでいいのだ。

　どうせパスなんか来ないし、俺も積極的に動かない。

　予鈴が鳴り、ついに授業が始まる。体育の授業は俺達二組だけでなく、一組と合同で行われる。龍前達も、他クラスのイケメンと何やらふざけ合っている様子。

　そんな折、体育の先生が来て、授業は開始された。

　まずはいつも通りランニングから。女子とはランニングまで一緒に走る。

　そこからは体育館を半分ずつ分けて、それぞれ体操に続く。

　それが終わればボールを持ってパス練習だ。俺は藤堂と組んで適当にボールをパスする。

　藤堂はボールを捕球した後、世間話するように口を開いた。

「今日お前、家に来るか？」

「いや、いい。紗さ由ゆを一人にできないから」

「ま、そうだよな。一応、言ってみただけだ。姉貴がお前いつ来るかって聞いてきてうるせーから」

「……虐いじめられる未来しか浮かばないんだが」

「ありゃ姉貴なりの照れ隠しというか、何と言うか……」

　藤堂の最後の方の言葉は何やら小さくて聞こえなかった。ちなみに紗由とは俺の妹だ。今年高校受験の彼女の傍には、兄としてできるだけいてあげたいと思う。

「よし。じゃあ早速試合だ。チーム決めは任せる。好きに組んでいいが、ちゃんとバランスはとれよ」

　笛の音と共に、体育教師の声が耳に届く。それから龍前が二組、温和なイケメンが一組の男子を仕切ってチーム分けを始めた。

　俺は流れに任せるように、言われた通りのチームに入る。

　二クラス合わせて男子三十六名で、六人一組で六チーム。ほぼ数分で戦力を均等に分けたチームを決めた事に、龍前の優秀さが表れている。

「えーっと、確か鷹野、だったか？」

　声をかけてきたのはクラスの中心、龍前奏多だった。

　名前を間違えているが、どうせほとんど関わらないので訂正しなくてもいいだろう。しかし、もし悪意を持ってそう言ったなら面倒な事になりかねない。

　クラスの中心的存在とは、それだけ教室では大きな権力を持つのだから。

「よろしく」

「……あ、ああ、同じチーム同士、よろしくな」

　窺うような眼で龍前は俺を見据えた後、それから他のチームメイトにも挨拶を交わしに行った。

「三沢は敵かー。アイツがいれば楽勝だったのになー。確かバスケ部だったろー？」

「でもこっちには龍前がいるんだ。どうにでもなるよ」

　龍前以外のチームメイトの会話を聞き、三沢くんがバスケ部だという事実が判明した。

　その後、体育教師が再び笛を吹いたのを合図に、チームごとのリーダーが集まってじゃんけんを始めた。どのチームから試合をするのか決めているのだろう。

「よし、じゃんけんで勝ったチームからな。一試合目は龍前チーム対三沢チームだ。始めるぞー」

「三沢、手加減してくれよ」

「いやいや、龍前に必要なのか？」

　親しげに会話をし始めた二人を尻目に、俺は体育館の端に背を預ける。

　バスケの試合は五人いればできる。しかしチームは六人だから、一人余るはず。

　俺は誰にも告げず得点板の方へ向かうが、

「た、鷹宮くん、いいよ。そこは僕がやるから」

　駆け寄ってきたのは眼鏡をかけた男子生徒。眼元を覆うくらいの黒髪で、見るからにオタクっぽい少年だ。

　だが、こういうヤツに限って眼鏡を外して髪を上げれば、超絶イケメンだとかいう設定があるかもしれない。

　ここはラブコメ主人公くんに譲るべきか。

「……分かった」

「う、うん。じゃ、頑張って……」

　何故なぜか言いづらそうに視線を俯うつむけた彼の様子に疑問を感じつつ、俺はコートに向かう。

　すると、男子と同様に隣のコートでも女子の試合が始まろうとしていた。

　それを見た龍前がクラスの中心である白花に声をかけていた。

「あ、白花んとこも始まるの？」

「おー、龍前！　見せてやるよ、バレー部の実力を！」

「いや、バスケ関係ねーけどな」

　親しげに会話を始める二人は、入る隙などなく見るからにリア充同士の会話という印象を受ける。その様子を遠くからぼんやりと見ていると、

「おーい、鷹宮くんも！」

「……」

「頑張ってね。ま、活躍できるとは思わないけどー」

　茶化すように口元を手で押さえて、ぷぷぷと笑う仕草をする白花。その姿に内心イラッとして顔をしかめたら、気分を良くしたのか更に煽あおってきた。

　今度は仲間まで呼んで。

「ほら、由愛ちゃんも。誰にも応援されない鷹宮くんをせめてちょっとだけ仲良くなったあたし達くらいは応援してあげよ？」

「……えっと、まあそう、だな？」

　手招きで引き寄せられた新川は、どういう状況か分からずキョトン顔のまま首を傾かしげた。白花はそんな親友の困惑を全く気にせず、新川の小さな手を操作して俺に向けて手を振らせた。

「いや、あたしは何をさせられてるんだ……？」

　仏頂面の新川に、白花はクスリと笑って、

「気にしない気にしない！　幼女の応援は鷹宮くんにとってはご褒美だから！」

「誰が幼女だ誰が！」

　俺が口を挟む隙もなく、二人でイチャイチャし始めた。

　その光景を視界に入れながらため息を吐つく。

　美少女二人と絡んだ影響か、無駄に注目を集めている。周りの男子達からの視線が一斉に注がれるのが痛い。

　何だか物理的にも刺されるような視線の数に、これ以上ないくらいの嫌がらせだなと思う。

　白花と新川にはただ会釈するだけに留とどめると、龍前がポカンとした顔でこちらを見ていた。

　そんな今までとは少し違う絡みがありつつも、時間は滞りなく進んでいく。

　先生の笛の音と共に、バスケの試合が始まる。

　しかし、かといって特にすることはない。いつも通り俺はどうせ立っているだけで、あとは適当にコートを走り回っていればいい。

　しかし、今回の授業は予想に反して、俺の元にパスが回ってきた。

「ドリブルで進め！」

　龍前に言われるがまま始めるが、三沢くんがプレスしに来てあっという間に俺からボールを奪い、そのままドリブルに持ち込んでシュートを決める。

「ふぅ、ま、こんなもんか」

「ひゅー、三沢くんかっこいい！」

「やめろ、お前ら」

　三沢くんは笑みを浮かべて、そのままの表情で俺と視線を合わせた。

「あー、どんまい、鷹野！　次また頑張ろうな」

　龍前に肩を叩かれるが、次と言われてもまた同じ結果になるのが目に見えているのだが。

　とはいえ、次もパスが来ると分かれば対策はできる。

　つまり来たパスをすぐに誰かに回せば、あまり目立たずに済むのだ。

　そういう考えの下、再び何故か龍前から回ってきたボールをすぐに龍前以外の同じチームメイトに渡したのだが、

「――甘いな」

　ポツリと呟いた言葉が耳じ朶だに響いた。

　視界の右横、突如現れた三沢くんが見事な先読みで俺が投げたボールをカットした。流石はバスケ部といった動きで素直に感心してしまう。

　そして彼はそのままドリブルで持ちあがり、ゴールを決める。

　その繰り返し。

「龍前、おい。このままじゃ負けるぞ」

「なんかおかしくね、龍前」

　他のチームメイトも怪け訝げんそうに見つめる中、龍前は切り替えたように声を上げている。

　しかし結局、俺はその後もひたすらチームの足を引っ張り続けた。試合のない女子連中は人気者の龍前の試合を必然的に見るようで、その中でもミスを連発する俺に失笑を向けている。

「あの人、鷹宮、だっけ。ミス連発してるんだけど」

「見ててかわいそー。でも、反対に三沢くん超かっこいいね。流石バスケ部って感じ」

「でも龍前くんもやっぱりかっこいいわ。ほんと何でもできるよねー」

　しかし、何事にも終わりは来る。嫌な時間も大好きな時間も変わりなく過ぎていくのだ。

　ホイッスルが鳴り、試合の終了を告げる。

　俺はそのまま目立たないように藤堂の元へ足を運ぶ。彼は誰とも群れず、体育館の端に背を預けて試合を見ているようだった。

「災難だったな」

　何故か笑みを浮かべていて、面白そうな藤堂の態度に俺は恨みを込めつつ内心の考えを明かす。

「……全ては席替えからだ。あれがなければこんな事にはなってなかった」

「かもな。ははっ、見るからに敵視されてたもんなぁ」

　ククと腹を抱えて笑う藤堂を横目に、俺は体育館の壁に背を預けてズルズルと座り込む。

「まあ、お前ならもっとやりようはあっただろうがな。今回は望まれるままに振舞ったわけだが」

「失敬な。俺は精一杯やったよ」

「そうだな、道化ピエロとして精一杯頑張ったな。お前がいいならそれでいいさ。その解決法でもな。だが、俺ならもっと面白くなる手法をとるね」

「説教乙」

「はぁ、ま、俺の言う事なんか聞くはずないか」

「そうだぞ、お前の言う事なんか誰も聞かねーよ。誰も、な」

「……こいつ、マジで殴りたい」

　額に青筋を浮かべた藤堂を見て、仕返しができたと内心笑みを浮かべた。
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　面倒だった体育の授業が終わると、残すところは帰りのホームルームのみだ。

　続々とクラスメイト達が教室に入っていく中、俺も倣うように藤堂と教室へ帰ってきた。彼と別れ、窓際で一番後ろの席という最高の場所に腰を落ち着かせる。

　そして窓からぼーっと校庭の方を見つめながら、俺は今日あった事を思い返した。

　席替えをしただけで、今日まで一言も会話していなかった女子のカースト上位組や男子のカースト上位組と接する機会に恵まれた。

　ただし、それは今日の出来事を思うと素直に喜べない。

　クラスの中心、白花朝姫が俺のような陰キャと絡んでくるのは最初だけだと思っていた。そして今でもその考えは変わっていない。

　しかしもしも、彼女が俺と関わり続けるつもりならクラスの男子達からはヘイトを一身に集める事だろう。

「おつかれー、鷹宮くん」

　現在進行形で俺にとって悩みの種が、あちらから出向いてきた。

　目線だけ動かして右横を見ると、運動した後だからか頬を上気させた白花が、首筋に手をパタパタ動かし風を送り込んでいた。

「……なに」

「ふふ、なーんか上手うまくいかなかったみたいだね？　女子が噂してたなー」

「ま、自分でも無様だったと思うな」

「お、敬語やめてくれたー、うれしーなー」

　フフッと目元を細めて可か憐れんに笑う白花は、シャツのボタンを二つ開けていて綺麗な鎖骨が否が応でも目に入る。

　見えそうで見えない彼女の大きな胸の谷間を探そうとする自らの性を抑えて、俺は視線を彼女から外した。

「そっかー、あたし自分のプレーに集中してて見てなかったな」

「……そいつは残念だな。さぞ笑えただろうに」

　俺にとっては何てことのない言葉だった。

　しかし、それっきり会話が止まった。怪訝に思った俺が胡う乱ろんげに隣を見れば。

　そこにあったのは驚くほど真剣な白花の表情。

　いつもコロコロ変わる天真爛漫さが失われていた。

「あたし、そんなことで笑わないよ」

「……」

「一生懸命やってる人の事、あたしは絶対笑わないから」

　白花はそう言って澄んだ瞳を俺に向ける。俺は思わずその真っすぐな眼差しから目を逸らし、気が付けば咄とつ嗟さに口を開いていた。

「……一生懸命やってなかったら？」

　捻ひねくれた問いに、白花は一瞬きょとんとした後で目元をぴくぴくと痙けい攣れんさせた。

「うわー、鷹宮くんて空気読めない人だなー」

「そうか？」

「ＫＹだよＫＹ！　あたし、今、ちょー良い事言ってたのになー」

　元気よく指をびしっと突き付けてくる彼女に、俺は肩をすくめてみせた。

「全く。せっかく傷心の鷹宮くんをクラスのグループＲＩＮＥに招待してあげよっかなーってさっき由愛ちゃんや静流と話してたのにー」

「え、クラスの、ＲＩＮＥ？　そんなんあったの？」

　ＲＩＮＥというのはスマホにあるメッセージアプリだ。

　昨今の若者はほとんどの者が利用しているとか。かくいう俺も妹の紗由に無理矢理始めさせられた。

　しかし、クラスの〝グループ〟というものが存在しているとはこの一ヶ月、全く知らなかった。

「流石陰キャぼっちの鷹宮くんだね。多分、入ってないの君と藤堂くんだけかも」

「なんか異名みたいだな。陰キャぼっちの鷹宮。一周回ってかっこよく思えてきた」

　というかぼっちじゃないし。藤堂がいるし。

「その思考はどうかと思うけどさー。とにかく、知りたければあたしに教えを乞うのだよ」

　ニヤニヤと笑って胸を張る彼女には、やはりそんな明るい表情が酷ひどく似合っていた。

　だから、今回はそんな白花に付き合おうと思う。

「お願いします、入れてください白花様」

「うーん、普通すぎてつまらん。もっとアイドルっぽく」

「教えてにゃん」

「無表情で言われると怖いわ！　今度はあたしをリスペクトして」

「……白花様、どうか崇高なる貴方あなたの灰色の頭脳をもって、無む知ち蒙もう昧まいなわたくしにその宝物庫たる知識の油田をどうか、どうか!!」

「……うーむ、素直になんかキモイ！」

　しかし、言葉とは裏腹に白花はクラスＲＩＮＥに俺を招待してくれた。その際、彼女とも友達追加したが、白花は俺の友達数が三人なのを見て噴き出すように笑った。

　陰キャなんてこんなもんだろ。
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　日直の号令と共に、帰りのホームルームは開始を告げた。

　その後、静まった教室を気怠げに見渡し、教壇に立った担任の中津先生が口を開いた。

　ホームルームなど、特に特筆すべきことは言われない。ただ明日の予定などを大まかに話すだけなので、基本的には流し聞きだろう。

　大半の生徒と同じく、俺も窓の外の景色を見ながらぼんやりと聞き流している。

　先生の話は終わってないが、俺はスマホを取り出して妹の紗由に連絡をする。




　鷹宮仁：帰りに買い物してくるが、夜食べたいモノあるか？




　すると、時間を置かずに既読の表示がつく。




　鷹宮紗由：一緒に買い物行くからいつものスーパーに集合ね。

　鷹宮仁：いやいや、別に帰ってていいんだけど。

　鷹宮紗由：紗由が行きたいって言ってるの。にぃは黙って従う。

　鷹宮仁：……仰せのままに。

　鷹宮紗由：うむ。




　それからドヤ顔している猫のキャラクタースタンプが送られてきた。

　いつも通りと言えばいつも通りなやり取りだが、こうもあっさり妹の思う通りになるのは兄としていかがなものかと考えてしまう。

「――連絡事項は以上だ。気を付けて帰れよー」

　ホームルームを終えると、すぐに俺は席を立ち上がった。

　隣を見ると、白花は部活なのかロッカーから大きなスポーツバッグを取りに行った。その光景を他所に、俺はいつも通り藤堂と一緒に下校することにした。
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　教室を出て階段を降り、そこからしばらく歩いて昇降口に着く。

　藤堂と共に下駄箱に立ち寄って靴を履き替え、外へ出ると部活を始めた野球部の賑やかな声や陸上部の笛の音など、外の活気が耳に自然と届いてくる。

　それを聞き流しつつ、藤堂と並んで校門を通り通学路を徒歩で帰る。

　途中、同じ帰宅部の生徒だろうか、自転車通学の者達が俺達を追い越していくのを見ながらぼーっとしていると。

「何か、気になる事でもあったか？」

　隣を歩く藤堂に前を見ながら問われた。

「白花のことか？　まさか惚ほれたとか？」

「アホか。そんなんじゃない」

　確かに白花は可愛いし、親しみやすい性格だ。

　あの天真爛漫な性格から、男子は「あれ、俺の事好きなんじゃね」という勘違いをして彼女に告白して玉砕する被害者が多いのではないだろうか。

　話しかけられるだけで舞い上がってしまうほどの美少女だが、俺は自分の分をわきまえている。今日は色々な事があって少し疲れただけだ。席替え一つでこうも日常が変わるとは思わなかった。

「お前、このまま白花と仲良くなると男子からのヘイトがヤバイ事になりそうだな」

「……笑って言うな」

　他人事のようにニヤついている藤堂にイラッとしながら、俺は冷めた言葉をかける。

「……今はご近所付き合いしてるだけだ。明日になったら話す事もないだろ」

「ま、確かに俺が白花だったらお前とそういう関係にはなりたくないな」

「俺だって中身がお前だったら話すだけで吐き気を催すわ」

「それは酷くね？」

　至極どうでもいい会話を続けていると、目的地付近まで着いた。

　学校から家まで徒歩で十分程度。

　そして家から学校の丁度間にあるのが、スーパーマーケット『はとや』である。

　店の前にはいつも焼き鳥屋がいて、そこでちらほらと学生が買い食いしているようだった。

　俺達が店の近くまで行くと、入り口付近を見つめた藤堂がぼそっと呟いた。

「あ、ブラコン妹発見」

「……紗由には直接言うなよ？」

　言うと、藤堂は分かってますよと言わんばかりに片眉を上げてみせた。地味にイラッとするからやめてほしい。

　そのまま入り口でスマホをいじっている我が妹の前に行く。

　妹の紗由は見た目は黒髪清せい楚その美少女である。ただ、俺と同じで表情が中々変わらないという欠点を持つが、それを差し引いても可憐と言わざるを得ない。

　中学三年ながら胸は大きく膨らんでいて、腰はきゅっと細く尻はほどよく引き締まっている。

　髪型は肩口までで切り揃え、前髪はぱっつん。

　兄の贔屓ひいき目めなしに可愛いと思う。

　そんな彼女はスマホから顔を上げて俺達に気付くと、

「あ、にぃ、と不良だ」

「不良じゃねえ。というか個人で識別しろ」

　藤堂のツッコミを軽くスルーして、紗由は俺にどこかジトッとした眼を向けてきた。

「なんで不良を連れてきたの？」

「こいつもここで買い物するんだと」

「……じゃあ離れて買い物するから。他所の家は他所で勝手にして」

「ま、分かってたけどよ。相変わらず紗由ちゃんは俺に冷たいな」

「名前で呼ばないで。警察呼ぶよ？」

「……あれ、泣きそう」

　目元を手で覆う藤堂を無視して、紗由は俺の手を引き自動ドアを潜くぐって店の中へ入る。そして買い物かごを俺に手渡し、そのまま手を繋つないでどんどん奥へ進んでいく。

「妹よ。ほんとに置いてきちゃったけど」

「もうどうでもいい。それより、今晩は豚の角煮がいいな」

「あれ、結構時間がかかるんだが」

「食べればやる気でる。紗由をやる気にしてみせてよ」

　結局、俺はまた紗由の言う通りにするのだろう。受験を盾にして、おねだりする彼女に俺は逆らえた例ためしがない。

　自分でも甘いと自覚しているが、彼女の喜ぶ顔を見ると俺も嬉しくなるから不思議だ。

　それから俺達は何故か腕を組み（紗由から組んできた）、会話をしつつ買い物をしていく。今日の夜と明日明後日あさつての食材まで買い物かごに放り込んでいく。
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「調味料はあるし、お肉もある。じゃあ後はお菓子だね」

「ほどほどにしてくれよ」

　お菓子コーナーに行った紗由は、スナック菓子やチョコなど自分の好きなお菓子を片っ端から買い物かごに入れるので、俺はそれを適量まで減らす作業に移る。

　紗由は後ろを振り返って、俺がお菓子を棚に戻していくのを確認すると唇を突き出してむくれる。

「ちょっとにぃ。それは――」

　俺は何も言わず紗由の頭を撫なでてやると、目元を細めて気持ちよさそうにしてくれる。

　こうするといつも大抵の事は諦めてくれるのだ。

「むむむ、何だかいつも丸め込まれているような」

「気のせい気のせい。ちょろいなんて思ってないぞ」

「……くっ、意地悪にぃめ」

　きっと睨んでくる紗由の頭に手を添えると、我が妹は再び頬をほころばせた。その表情を見て、やはりちょろいと俺もほくそ笑んだ。

　無事に買い物を終えた俺と紗由は、何事もなく店を出た。

　受験生であるにもかかわらず、ゲーセン行こうと駄々を捏こねる紗由を無視して真っすぐ自宅へ帰る。

　家の場所は『はとや』近くの住宅街にあるマンションの一室である。五階建てのマンションの内、俺達が暮らす部屋は二階にある左から三番目の２０３号室だ。

　広さは３ＬＤＫで、父と妹、俺の三人暮らし。

　階段を使って登り、部屋の鍵を開けると一気に疲れがやってきた。

　家に帰ってきて安心したからか、疲れが溜まって背を曲げた俺を見て、紗由が俺の背を優しくさすった。

「どったの、にぃ」

「……今日はいつもより少し色々な事があって疲れた」

「ふーん、でも夕食は作ってね。それまでは休んでていいよ」

「豚の角煮は色々時間がかかるんだが……」

　ぼやきつつ部屋に上がり、買ってきた物を冷蔵庫に仕舞う。

　その後、俺は部屋のリビングにあるソファに身を沈ませた。顔を手で覆って、少しの間だけ目を瞑つむる。

「にぃ、ほんとにお疲れ？」

　紗由がソファに座る俺の肩に頭を乗せて、力なく寄りかかってくる。兄に対して、躊ちゆう躇ちよなくぴったりと身体を寄せる妹の将来を若干心配しつつ、悪い気はしない俺も相当末期だなと自嘲した。

「勉強しなくていいのか？」

　紗由は中学三年生だ。俺と同じ高校に進学するため、毎日勉強すると息巻いているのだが。

「……偶たまには休息も必要」

「あれ、昨日もそんな事言ってなかった？」

「……明日から本気出す」

「あれ、それは昨日どころか一昨日おとといも言ってたよね？」

　軽口を交わし合い、結局紗由はテレビのリモコンに手を伸ばした。ま、紗由は俺より要領もいいし、地頭もいい。

　きっと大丈夫だろう。落ちても死ぬわけじゃないし。

「おい、紗由。兄の前で恋愛映画をつけるな。これ、ゴリゴリにキスとかするやつじゃん」

「そう。ダメ？」

「上目遣いやめなさい。可愛いな、おい」

「……ふふん」

　褒められてドヤ顔する紗由に若干の呆れを抱いた時だった。俺のスマホが電子音を立てて鳴った。

「む、ＲＩＮＥの音だ。友達がいないにぃならどうせ不良からでしょ」

「紗由もそんな友達いるわけじゃないだろ」

「友達一人いれば学校で生活できるって言ったのにぃじゃん。紗由は律儀に教えを守っているのです」

「いやいや、そんなのは――」

　会話しつつ、スマホを見ると画面に映っていたのは白花朝姫の文字。俺の肩に頭を乗せて見つめる紗由は、俺のスマホを自分の方に引き寄せた。

　そして普段は無表情がデフォルトの紗由は、眉間に皺しわを寄せて、

「……誰？　女？　どういう事？」

「お前は俺の彼女か」

　父は仕事で忙しく、母は病気で俺達が小学生の頃に亡くなった。だからか、紗由は寂しい気持ちを俺で紛らわせるようになった。

　そして俺も、彼女が寂しくないようになるべく早く帰宅するようにしていた。

　紗由の俺に対する感情は、美しく言えば家族愛で、現在は様々な事情が重なって執着、依存になっているのだろう。

　何を言いたいかと言うと、すごく面倒な事になったというわけだ。

「安心しろ。白花は女子じゃない。男子だ」

　平然と嘘をついてみる。俺は人から表情があまり変わらないと言われるので、こういう時は便利だと思う。

「……ほんと？」

「あさひって男子にもいる名前だろ？」

「姫って漢字男子に入れますかね？」

「最近流行はやってるんじゃね？」

「怪しい」

　簡潔に言い放ち、紗由はスリのプロらしき鮮やかな手口で俺のスマホをすっと取り上げた。俺は慌ててそれを取り返そうとするが、

「それが本当なら焦る必要ないでしょ。どれどれ」

　スマホを覗き、メッセージを見る紗由。




　白花朝姫：そういえばよろしくって言ってなかったよね？




　直後、熊のアニメキャラが手を挙げているスタンプが送られてきた。




「今日交換したの……？」

「ま、まあそうだけど。おい、返信は――」

　高速で手を動かす紗由に若干焦りを感じた時、既に事は終わっていた。

「あ、手が滑った」




　鷹宮仁：女ですか？




「ちょ、え、何やってんの」

　これは流石にダメだろう。妹の頭をコツンとしてから、俺はとりあえず紗由からスマホを取り上げようと手を伸ばすが、彼女は猫のように背中を丸めてガードする。




　白花朝姫：うーんと、それはあたしの事を男だと思った、という事かね？




　直後に探偵のアニメキャラが悩んでいるスタンプが送られてきた。というか、白花は意外にアニメ好きなのだろうか。

　メッセージを呼んだ紗由は顔を上げて、ジトッとした眼で見てくる。

「にぃの嘘つき。やっぱ女じゃん」

「いや、今はどうでもいいわ。いいから早く返してくれ」

　このまま紗由に任せていたら、とんでもなく恐ろしいことが起きそうで不安なのだ。しかし、紗由は俺の心配など知らん顔で、呑のん気きに画面を見つめて、

「待って。この際、この女がにぃのことをどう思っているかテストします」

「どういう意味だよ……」

「悪いようにはしないから」

「悪いようにしたら夕食は野菜炒めだから」

「……肝に銘じます」

　ごくりと唾を飲み込んだ紗由は、神妙な顔でそう言った。




　鷹宮仁：すいません、不ぶ躾しつけに。仁の妹の紗由と言います。

　白花朝姫：え、妹ちゃん!?　え、鷹宮くんはどうしたの？

　鷹宮仁：兄は今、紗由にご奉仕する時間なのです。ちなみに今日の夕食は豚の角煮です。

　白花朝姫：うわ、いいな～。鷹宮くん料理は上手だし、きっととても美味しいんだろうね。




　会話を見ながら、確かにここまでのやり取りはそう悪くないと思う。というか白花は、突然クラスメイトの妹が出しゃばっても動じないのは流石だと思う。

　しかし、メッセージを見て紗由はパチパチと瞬まばたきして固まった。

「ん？　料理は上手？　何でそんな事知ってるの？」

「ま、まあおかずを少しあげただけでな」

「ちょっと待った」

　紗由はしばらく眉間を揉もみ、

「弁当食べさせたの？」

「今日、席が隣になったから、少し気になっただけだって」

「ふーん」

「藤堂もだから。藤堂も弁当あげたから」

　白花にはあげていないが、この際嘘も方便だ。ジト目で見つめる紗由にタジタジになりつつ、俺は弁明する。

　というか何故浮気がバレた男みたいになっているのか。俺には分からない。

「……それにしても。ちょっと好感度高いね。ここらで少し落としとくか」

「おい、聞こえてるぞ妹よ」

「冗談、マイケル・冗談」

「くっだらね」

「というか、にぃは豚の角煮作ってて」

「いや、お前を放ったら後で怖い事になるから無理」

「大丈夫。悪いようにはしないって言ったじゃん」

「紗由、いつも言ってるだろ。俺は自分以外を基本的に信用してないんだ」

　問答しつつ、隙を見計らって今度は俺が怪盗ばりの盗み技術を駆使して紗由からスマホを取り返した。それからしっかりとロックをかけてスマホをテーブルに置き、俺はキッチンの方へ行く。

「大人しく映画でも見てなさい」

「ぶー」

　頬を膨らませる紗由を無視して、俺は調理に取り掛かる事にした。しかし、まずは自分の部屋に行き、制服を脱いでからだ。

　動きやすいラフな格好に着替えて再びキッチンへ。

　紗由の様子を覗くと、彼女も部屋着に変わっていた。

　ただ、制服はソファに雑に置かれていて、思わず顔色が曇る。

「……紗由、皺になるから制服ハンガーにかけて来い」

「にぃがやって。紗由はにぃのスマホのパスワード入力で手が離せない」

「……はぁ」

　ため息が出る。何だか年々だらしなさが高まっている気がしてならない。

「……あの様子じゃ大丈夫か」

　難しい顔で俺のスマホと格闘中の紗由から視線を切る。

　当てずっぽうでロックが解除されるワケがないという確信の下、大丈夫だろうと軽く考えて俺はまな板と向き合った。

　作るのはご要望通り豚の角煮だ。散々迷惑をかけられても、紗由なら大抵の事を許してしまうのはやはり俺がシスコンだからだろうか。

　しばらく調理に専念していると、ソファに座る紗由が何故か俺のスマホを掲げて、

「ごめんにぃ」

「ん、なんだ？」

　料理に専念しているため、生返事を返すと、

「告白してみたら返事来なくなった」

「ああ、そんなこと……告白？」

　紗由はとてとてとキッチンまで駆け寄ってきて、スマホの画面を無邪気に俺に見せた。




　鷹宮仁：好きです。付き合うとかはいいんで、キープさせてください。




　告白というより、後に続く最低な発言にビビった。しばらく固まって頭を整理する。

「……久しぶりにマジ切れするわ」

「キレるって言ってキレる人、見た事ない――」

「じゃあ俺が最初の人だ」

　その後、紗由を頭ぐりぐりの刑に処してやった。




＊　　＊　　＊




　数分後。

　目の前には、頭を押さえて蹲うずくまる妹の姿があった。

「うぅ、まだちょっと痛い……」

「懲りたか？」

「ぐすん、ぐすん。すまん、にぃ」

「コイツ、全く懲りてないな……」

　泣き真似まねをしておちょくってくる妹の姿に、再びため息が漏れる。

　結局、俺が白花に説明しＲＩＮＥでの告白は有う耶や無む耶やになったが、下手したら俺のこれからの学校生活に影響していたのだ。心臓に悪いので、こういう事はこれっきりにしてもらいたい。

　まあ今回は元々スマホを妹が操作していたので、すんなりと彼女の悪戯いたずらだと信じてもらえたのは不幸中の幸いか。

　それに文言が文言だ。アレを同級生にネタ以外で送る人などいないだろう。

　……アレ、大丈夫だよね？　明日になったら鷹宮が白花に告白して玉砕したとか、変な噂になってないよね？

「ねぇ、にぃ……？」

　不安な気持ちが胸中に芽生えるが、多分大丈夫なはずだ。

　たとえ噂になっていても、フラれたら男子からの嫉妬の眼差しが憐れん憫びんの眼差しに変わるだけだし。

「にぃってば……！」

　それに今日接してみて、白花が無暗に悪意ある情報を広めるような人間には見えなかったわけで。

　ともかく、切り替えて再び料理に集中するとしよう。と、そこで紗由に袖を引っ張られ、怪訝に思い彼女を見つめる。

「にぃ、ごめん。怒った……？」

　しょんぼりと肩を落とす紗由の姿に、戸惑い何度か瞬きする。

「え、どうした？」

「無視、一番傷つく……」

　その言葉と俯いた紗由の表情から悟った。考え事をしていたから気付かなかっただけなのだが、本人は無視されたと思ってしまったか。

「別に怒ってない。無視というか、考え事していたから気付かなかっただけだ」

「……ほんとに？」

「ほんとにほんと」

「……なら良かった」

　ふにゃっと笑う紗由に俺も頬を緩めつつ、釘くぎを刺す意味を込めて、

「けど、次はない方向で頼むぞ」

「うん、りょーかい」

　こくんと頷いた紗由は、俺に向けて頭を差し出してきた。

「どうした妹よ。それは頭突きの準備態勢か？」

「分かってるくせに……撫でて」

　頬を膨らませ、不満げにする紗由の頭に要望通りに手を置く。サラサラの髪の毛を優しく撫でると、紗由は気持ちよさそうに喉を鳴らした。

「んぅ……」

「……もういいかい？」

「まーだだよ……」

「……かくれんぼ？」

　気が済むまで撫でてやると、満足した紗由は上目遣いを完璧に使いこなし、絶妙な角度で俺を見上げてきた。

「……ねえ、一つ聞いていい？」

「え、まだ何かあるの？　というか、キッチンにいるのに全く料理進んでないんだけど」

　まな板の上に置かれた豚肉が何をされるでもなく、ただ置かれてあるだけの状態で時間だけが経っている状況なのだが。

「作りながらでもいいから聞いてよ」

「なるほど、その手があったか」

「……」

　無言の圧力を繰り出す紗由から視線を背け、手を石せつ鹸けんでしっかりと洗う。それから時間を見て、六時半頃には作り終えると大まかな計画を立てる。

　それからてきぱきと動く俺の様子を手伝うでもなく、横でしげしげと見つめるだけの紗由。はっきり言って邪魔だったが、もちろん何も言わない。

「……白花さんってどんな人？」

「この状況で料理に関係ない事聞くんだ……」

「だって気になるじゃん。にぃの陰キャ特有の話しかけるなオーラを無視できる人なんてそうそういないから」

「いや、それはな……」

　確かに俺は極力目立ちたくないし、誰かと親密な関係になるのも望まない。

　しかし俺だって、別に最初から人と接するのを避けていたわけじゃないのだ。

　あの時はまだ母が生きていた頃。

　小学校高学年だった俺は毎日、母の容態を見に入院先の病院にお見舞いに行っていた。

　当時、子供ながらに母にもう少しで会えなくなる事を何となく察した俺は、母を少しでも元気づけたくて、勉強に運動にとあらゆる事を頑張っていた。

　その甲か斐いもあって、クラス委員に選ばれたりもした。

　いわば、小学生の頃が俺の絶頂期であったのだろう。

　しかし母が亡くなって。

　今思えば幼かったなと苦笑する他ないが、その頃は妙なプライドで、母親がいない可哀想な子供だと思われたくないと悲しみを押し殺して、変わらずに放課後友達と遊んだり勉強したりしながら自分を取り繕っていた。

　要は、母が亡くなっても生活のリズムを崩さなかったワケだ。

　そこまでを懐古していたら、

「――ねえ、どんな人？」

　肩を揺らされ、俯いていた顔を上げると、視界には上目遣いで俺を見る母親似の可愛らしい顔があった。

「……」

　頬を緩めながら再び妹の頭に手を置く。

　紗由は母が亡くなって途方もなく大きなショックだったのに、父は仕事で兄である俺も帰りが遅い。

　いつも家に一人だった紗由は、ある日俺が家に帰るとどこにもいなくて。

　帰宅して、その事実を目の当たりにした俺は、警察に連絡するなどの冷静な思考は欠片かけらもなかった。

　すぐに家を飛び出して探し回った結果。

　母に連れられて行ったことのある公園のドカンの中に、体育座りをして一人で泣いていたのだ。

　見つけた時の、胸を締め付けるような叫びは今でも忘れられない。

　――にぃは傍にいてよっ……紗由、寂しいよ！

「純粋な興味だから。教えてよ。可愛い？　紗由より可愛い人？」

「……あー、元気の良い人」

　友達か、妹か。

　俺はその二択をその時に選んだ。

　俺は間違いなく妹を優先する。これまでも、そしてこれからも。

　世界で一番大切な人を失って。

　その悲しみはきっと誰にも理解できないけど。

　唯一その辛つらい思いを共有できて、分かり合える存在。

「天真爛漫？」

「……まあ良い言葉に直すとそんな感じだな」

「むー、そんなん相当な美人じゃないとイラッとくるだけだよ？」

「紗由の言う通り、相当な美人なんだよな、これが」

「え、う、嘘……」

　隣で表情を失った紗由がしばらく固まっている姿に苦笑が漏れる。

　過去を懐かしむのは終わりだ。

　幼かった紗由は来年、俺と同じ高校生になる。少しくらいは兄離れしても良いのだろうが、その気配は未いまだ見えない。

「……もういいだろ。料理に集中させてくれ」

　今も呆けたままの紗由にお願いする。妹は何より大切だが、夕飯も大事だ。

「じょ、冗談。にぃが美人な女性と会話するとか、あり得ない……卒倒するでしょ」

「……一度俺のイメージを教えてくれる？」

　白花が紛れもない美少女だと分かったら、このブラコンな妹の事だ。また面倒な事になるかもしれない。

　やれやれ、妹に好かれすぎるというのも困りものである。

「なにドヤ顔してるの？　キモいよ、にぃ」

　グサッと鋭い言葉の針が心を穿うがち、物理的に胸を押さえてしまう。

「……いいから、君は勉強でもしてなさい。受験生だろ」

「夕ご飯食べたら一緒にゲームしよーね」

「話聞いてた？」

　俺の言葉を華麗にスルーして去っていく妹の背を見送れば、当たり前だがキッチンには俺一人だけが残った。

　というか、先ほどまで無視されて不安になっていたのに自分は平然と無視する辺り反省しているのか怪しいが、まあいいだろう。

「とにかく、これでやっと料理に集中できるな」

　少しでも美味しい食事を提供できれば、紗由も勉強に取り組んでくれるはず。

　自分でもなんて良い兄なんだろうと思いつつ、調理を続けていく。

　しかし、結局その日は紗由が勉強する事はなかった。いや、なんでだよ。
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　次の日の朝。

　弁当を紗由と自分の二人分用意してから、いつものように朝食を紗由に食べさせ、彼女を中学に送り出した。

　それから俺はマンションを出て、藤堂と合流して登校する。特に待ち合わせしている訳じゃないが、二人共出る時間が一緒なのでこうしてよく一緒に学校に行くことが多い。

　ちなみに藤堂は住宅街にある一軒家に住んでいて、父と母と姉と四人で暮らしている。

　片親である俺の家を見かねてか、藤堂の家族は小さい頃から俺と紗由を気にかけてくれた。藤堂の例にもれ漏れず、両親とも厳つい風貌だが優しい人達だ。

　そんな幼少期からの付き合いである藤堂英虎と、俺は昨日家に帰ってから起こった事を会話のネタにしていた。

「じゃあ誤解は解けたんだな？」

「ま、直前まで妹が操作してたんだ。そこまで大事にはならなかった」

「だが、今日は流石に気まずいだろ？」

「まあな」

　何とか昨日の内に紗由が送った告白？　のメッセージは白花に誤解だと弁明する事に成功した。しかし誤解は解けたが、何となく普通に接する自信がない。

「紗由はいつまで兄離れができないのか。全く嘆かわしい」

「そう言いつつ、世話してやるのがダメなんじゃ……」

　横でぼそっと言う藤堂の言葉を無視する。結局何だかんだ言って、俺だって妹が自分から離れると寂しいのかもしれない。

　それからも通学路を通り、他愛たわいない話を続けているとやがて学校の校門を抜けて校舎に着いた。

　昇降口を通ると、下駄箱には丁度会話のネタにしていたクラスのアイドル、白花の姿があった。

　昨日の件があり、俺は思わず目を逸らしたが、白花は気にした様子はなくいつも通り朗らかに接してきた。

「あ、おはよ、鷹宮くん」

「お、おう」

「……ふふ、もしかして緊張してる？」

　今日も制服を緩く着崩し、八重歯を覗かせて笑う白花に少し見み惚とれつつ、

「いや、違う。元々俺は仲良くなっても次の日には関係がリセットされているほど人見知りな性格なんだ」

「うんうん、その様子だと緊張も取れたかな」

　そして白花は下駄箱を開け、上靴を取って履く。

　短いスカートから覗く綺麗だがどこか肉感的な足に再び見惚れながらも、理性を総動員して俺は視線を逸らした。

　しかし、靴を履いても白花はその場を動かない。

「どうかしたか？」

「いや、待ってるんだよ」

「ああ、なるほど。他の女子と下駄箱で待ち合わせか」

「……この状況ならどう考えても鷹宮くん達でしょ」

　呆れたとばかりに目を細める白花に、俺は若干驚きの気持ちを抱く。そして同時に、クラスに入った時の男子の眼差しを想像すると避けた方が良い気がする。

「いやいや、陰キャの俺がクラスのアイドルと並んで教室入るなんてできないっす。どうぞ、先に行ってください」

「……ア、アイドルとか、そんなことないし」

　自覚がなかったのか、頬を薄ら染めた白花はジトッとした眼で俺を見る。そんな事されても可愛いだけなのだが。

「というか陰キャとか陽キャとか。リア充とか非リアとかそんなくだらない区分ないし」

「尤もつともな意見だが、昨日俺の事を陰キャぼっちって言ったの君だよね？」

「……馬鹿な事言ってないで、行こ」

　眼が世界水泳並みに泳いだまま、白花は顔を背けた。

　ほら早くと言って先導する白花。

　勢いよく歩き出したからか、スカートがふわっと揺れて視線が引き寄せられるが、何とか鋼の精神で耐えた。

　しかし俺の涙ぐましい努力を無視するように、横で藤堂がぼそりと、

「惜しい」

　その呟きを無視して、

「……はぁ」

　何となくため息を吐ついてから、俺は白花の隣に並んだ。
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　白花と並んで廊下を通ると、彼女の人気の凄さがよく分かった。

　やはり学年でも有名なのか、白花は男女問わず多くの声をかけられている。美少女で性格も良いとくれば、必然的に人気になるのだろう。

　すれ違う同級生らしき通行人達に隣の人誰？　的な視線で見られるのが鬱陶しい。俺だって同学年の大半は知らないので、まあ気にしないのだが。

　渦中の白花は俺の気持ちなど露知らず、教室に着くと元気よく挨拶しながら集まっている女子の輪の中に入っていく。

　俺と藤堂は白花が入った後ろの扉からではなく、わざと前にある扉から教室内に入ってそそくさと自身の席に着いた。これなら一緒に来たと思われないし目立たずに済む。

　机に頬杖をつき、しばらく窓の外を見ながらぼーっとしていると、隣の席が引かれて白花が座った。

　そして彼女はカバンから教科書類を取り出し、

「鷹宮くん、鷹宮くん。英語の宿題やってきた？」

「……宿題？」

　初耳だった。

　正直、授業は話半分でよく聞いていない。昨日の英語は確か先生の音読練習だった気がするが。

　首を捻る俺を見て、白花は一度頷いてからニンマリと笑い、

「そうだと思った。見せてあげよっか？」

「いや、いい。そういうのは自分の力でしないと意味ないから」

「……真面目だけど、それは授業で寝てる人の発言ではないね。でも、いいの？　もうすぐ中間テストも近いし、課題やってないと先生に怒られるよ？」

「……藤堂に見せてもらうか」

　皆の前で怒られるのは目立つ。ここは最終兵器である藤堂に聞くしかあるまい。彼に頭を下げるのは癪しやくだが、仕方ないだろう。

　しかし俺が席を立とうとすると、白花は拗ねたように唇を尖らせた。

「そんなにあたしに見せてもらうのが嫌なの？」

「いや、違くて。答え間違ってると嫌だから」

　俺の返しに呆気にとられた後、白花はムッとしたのか頬を膨らませ、

「し、失礼だぞ！　あたしだってやる時はやるの」

「本当か？」

　じっと目を見ると、視線が重なってすぐ白花の目が泳いだ。彼女の頬が赤く染まっている。

　やはり己の答えに自信がないのだろう。

「やっぱり嘘か」

「い、今のはズルでしょ！　というか、女の子の顔をじっと見ないの！」

「……女の子の顔は、ね」

「おい、喧嘩なら買うぞ？」

「冗談だ」

　白花は意外とノリが良い。それが妹の紗由を彷ほう彿ふつとさせ、話していて楽しいと感じる。

「ふん、意地悪する鷹宮くんは嫌いですー」

　白花は鼻を鳴らして、俺から顔をプイッと背けた。

　だが、しばらくするとチラチラと視線を向けてくる。

　もしかしなくとも構ってちゃんなのだろうか。とはいえ、俺が付き合う義理はない。構わず無視し続けていると、焦れたのか白花が話しかけてきた。

　窺うように、大きな目を伏し目がちにして。

「あ、あの、冗談だからね？」

「……俺は白花の事、結構好きだけどな」

「え!?」

　一瞬にして顔を真っ赤に染めた白花を見て、

「冗談だから、な？」

　白花は口を開けて呆けた後、次の瞬間には怒りに顔を染めて力強く拳を握り俺の肩を叩いてくる。
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　なんというか、昨日のメッセージでの告白には動じていないくせに、一瞬、顔を真っ赤に染めて照れたのは何故なのだろう。このくらい余裕で流すと思ったが。

　ともかく白花の手を捕まえ、宥めるために言葉をかける。

「どうどう、白花」

「ぐ、このっ！　あたしは馬かっ！」

　殴りかかってくる手を取り握りしめて、身動きを取れないようにする。

　たとえ美少女でも、誰だって殴られるのは嫌なのだ。ご褒美という者も中にはいるだろうが、俺はそっちじゃない。

　加えて、この状況は物凄い居心地が悪い。

「周りを見てみろ。物凄い注目されてるぞ」

　俺がぐっと顔を寄せ、小声で呟くとすぐに白花は一度パチクリと瞬きした。そして俺に握られている手と、周りのクラスメイトからの視線、それを首を順に捻って確認する。

　その瞬間、火が出るんじゃないかという程、耳まで赤く染まり、大人しくなった彼女の手をそっと放す。静かに前に向き直る白花を他所に、俺は他のクラスメイト、特に男子からの嫉妬交じりの視線を多く感じた。

　俺としても目立つのは不本意だ。できれば白花とは関わり合いになりたくないが、それを本人に言えるわけがない。

　彼女は俺のような陰キャにも心優しく接する人格者だが、やはり俺としてはクラス内の居心地が悪いと困る。ただでさえぼっち気味の俺が、クラスでヘイトを集めれば苛いじめに発展するかもしれない。

　今のところ、実害は特にないが、白花に明らかに好意を持つ龍前や三沢くんに目を付けられるのは嫌だ。どうにか、ヘイトを回避する方法を模索する必要があるだろう。
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　朝のホームルーム。

　今日も担任の中津先生が怠そうに連絡事項を述べていく。

　いつもと違う主な連絡事項としては、今日から中間テスト一週間前という事で、部活動停止期間となった事。

　しかし、それも部活に入っていない俺には関係ないだろう。

　ホームルームが終わると、白花の席を囲って女子の輪ができる。先ほどの件もあって、何人かに視線を向けられるので居心地が悪い。

　しかし、スルースキルを極めた俺は机に突っ伏し、寝てるから話しかけるなオーラ全開にする。これで防御は完璧なはずだ。

「おい、起きてんだろ鷹宮」

　聞き覚えのある声に顔を上げれば、俺の机の右横に藤堂が立っていた。

　俺が窓際の一番後ろの席であるのに対し、藤堂は廊下側の前から二番目の席なのでここまでわざわざやってくるのは珍しい。

　基本的に藤堂とは昼休みまで会話はないのだ。

　彼は俺が顔を上げた隙を見計らい、俺の机にどっかりと腰を下ろして、

「悪いんだが、頼みがある」

「頼みがあるなら机から降りたら？」

　その言葉をスルーして、藤堂は俺を悠々と見下ろす。そして、いつも通り何てことないように口を開いた。

「勉強教えてくれ」

「……嫌だ」

「断る」

「何をだよ」

「お前が断るのを断る」

「じゃあ俺は断るのを断るのを断――」

「俺だって断るのを断るのを断るのを断るのを――」

　小学生のようにしょうもないやり取りをして、ふと我に返って二人して肩を落とした。

　藤堂は友達がいない。いや、俺もだが。だから頼める相手が俺しかいないのだろう。

　このままだとずっと言われるので、結局は教えるしかない。あれ、実質選択肢が一つしかないな。

「分かった。どこが分からないんだ？」

　藤堂は基本的に要領は悪くない。不良然とした見た目に反して、進学校であるこの令賀丘高校に入学できたのだ。

　きっとそう時間はかからないはず。

　ちなみに俺は授業は寝てばかりだが、家ではしっかりと勉強している。だったら授業も受けたらいいじゃんと言われそうだが、何だか授業は〝受けさせられている〟という感覚で身が入らないのだ。

　その点、自主的に勉強するのは自分の意思でするからいい。

「英語と数学。あと化学と物理。理数系は意味分からんわ」

「……お前、文系の見た目でもないけど、理系でもないよな」

「うっせ。俺は姉貴と賭けをしてるんだよ。今回のテスト、赤点取ったらお前を家に連れていく。取らなかったら連れていかない」

「まさかの俺が争点だった」

　藤堂の姉は家事を藤堂に全て押し付ける程のダメ人間だ。俺が家に来ても、テレビゲームしてる所しか見たことない。

　ずっとテレビゲームしてるからさぞ強いんだろうなと思って勝負したが、俺が圧勝して居たたまれなくなったことを覚えている。後、どうでもいい情報だがクリスマスはずっと家にいるらしい。

「分かった。場所は学校の図書館でいいか」

「おう。じゃ、放課後な」

　手をひらひらと振る藤堂を見送った後、再び机に突っ伏して寝ようかと思ったが、直前で思いとどまる。ここにさっきまで藤堂の尻があったと考えると、何だか寝にくい。

　肘をつき、窓の外の景色を見る事に切り替える。何もせずぼーっとしていると、否が応でも隣の席の会話が聞こえてきた。

「――今日カラオケ行くんだけど、来る人いるかな？」

　この声は確か男子のリーダー的存在、龍前だ。リア充の会話に少し興味を引かれて、気付かれない程度に視線を向ける。

「え、今日の放課後？」

「そ。猿谷が遊びたいってうるさくてな。テスト期間で部活がないから、どうせなら久しぶりに女子も含めて遊びたいって」

　苦笑する龍前の横で、白花はうーんとしばらく悩むが、その横で真っ先に綾瀬が手を挙げた。

「えーいいじゃん！　あたし行くわ！」

「お、綾瀬は来てくれるか。他の皆はどうかな？」

「じゃああーしも行くー」

「お、サンキュ、栗原」

　綾瀬に続き、栗原は参加を表明。

「あたしはパス。勉強するから」

「ま、普通はそうだよな」

　ぶっきらぼうに断りを入れる新川に対して、爽やかに笑って龍前は頷いた。

　何というか、慣れてる感じが半端ない。流石はイケメンリア充、そのスキルを間近で見られるのは幸運かもしれない。

　見たとしても、そのスキルを使うかと言われれば絶対ないと言い切れるが。

「白花と川瀬はどう？」

「……わたしもごめんね、勉強するから……あ、じゃあ由愛ちゃん、一緒に図書館で勉強しよ？」

　ふふっと笑う川瀬に、面食らったのか新川は目をパチクリとさせて頷いた。龍前の誘いを断ってすぐに、しかも目の前で予定を入れるのは正直どうなのだろう。

　川瀬はもしかしなくとも天然さんなのかもしれない。そしてそれを見ても一切動じない龍前は流石だ。女子の輪に平然と入り、カラオケに誘うとか常人なら震えて声すら出せないというのに。

　そんな川瀬と新川のやり取りを横目で見た白花が、腕を組んで唸うなりながら悩む。

　というか、腕組みすると大きな胸が強調されるのだが。流石に白花の席の横に立つ龍前は、僅かに目を逸らしていた。まあそうだよね。

「うーん、由愛ちゃんと静流は勉強かー」

「ちなみに男子のメンバーは俺と猿谷。それに三沢と柏かしわ木ぎだ」

「ね、いこーよ朝姫」

　渋る白花に、じれったくなったのか綾瀬が催促するが、

「うーん、ごめん。あたしも図書館で勉強しようと思う。いいよね、由愛ちゃん！」

　ギュッと抱きしめ、自分の膝に新川を腰かけさせた白花はご満悦なのかドヤ顔をしている。

「ちょ、朝姫、やめい。恥ずいから……！」

「良いではないか、良いではないか！」

　頬っぺた同士を擦り付ける美少女二人に、ごくりと生唾を飲み込む。

「静流もいいでしょ？　あたしが教えてやるから！」

「えー、でも朝姫ちゃんは凡ミスが多いからねー」

「ぐッ、静流まで鷹宮くんみたいな酷い事言うの？」

　急に鷹宮という単語を出すのはやめてほしい。鷹宮という言葉はフィクションであり、実在の人物団体とは一切関係ないのだから。

　しかし、白花が言った言葉は確実に波紋のように広がり、龍前がこちらを見つめる。そんな中、白花は俺に微笑みかけ、

「さっき話してるの聞いたけど、鷹宮くん達も図書館で勉強なんでしょ？」

　白花は人の気持ちをもう少し考えた方がいいと思う。

　少しは龍前の気持ちを察してほしい。カラオケに誘ってそれを断られ、違う男子がいる図書館で勉強をすると言われた気持ちを。

　ただ単に白花は勉強したいだけだろうが、違う意味にもとれてしまう。俺にとって都合が悪い方に龍前が勘違いしなければいいが。

「……まあな」

「ふふーん、ならあたしに教えを乞うてもいいのだよ」

　袖をまくり、唇をペロッと舐なめて白花は得意げな顔をするが、何というか彼女を見ていると能天気すぎて自分の悩みなんて小さいことを実感できる。

　でもこの現象って、空とか見て感じる事であって人を見てそう思うのは異常なのだろうか。

「そ、そっかぁ、わ、分かった。白花は図書館で勉強するのかー。じゃ、じゃあ俺――」

「うん、ごめんね龍前。今度また誘って？」

「……あ、ああ、了解」

　ひきつった笑みを浮かべる龍前には、先ほどの爽やかな微笑みが跡形もなかった。俺は心の中で、イケメンリア充の龍前に対して一度合掌した。

　声を大にして言いたい。

　ドンマイと。

「ま、綾瀬にとっては良かったんじゃない？」

「う、うっさい、莉子。いいから」

　小声で会話する綾瀬と栗原は、二人して顔を上げて。

「そっかー。じゃ、放課後は勉強組と遊び組に綺麗に分かれたってわけね」

「うむ。由愛ちゃんは分からないとこあったらどんどんあたしに聞いてねー？」

「いや、自分でできるし」

　プイッとそっぽを向く新川に、ガーンと擬音が出るような顔をする白花。それを見てクスクスと微笑む川瀬。

　まとめると、今日もクラスは平和なようだ。一部を除いて。
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　授業を終えて放課後。

　ホームルームが終わると、綾瀬達は龍前や三沢くんと連れ立って教室を出て行き、隣では白花が勉強の準備をする傍ら。

　俺も教科書類をカバンに仕舞って準備を始める。

　図書館で勉強など学生っぽいが、教える相手が不良なのはどうなのだろう。

　しかし勉強を教える事自体はそう難しいものではない。日常的に受験生である紗由の勉強に付き合ったりしているし、藤堂は物分かりも良い。

　ともかく、俺が放課後、家に真っすぐ帰らないのは随分と久しぶりだ。休日なら紗由と一緒に暇なときは藤堂の家にお邪魔したりするが、平日で帰りが遅くなるのは本当に久しぶりだった。

　幼少期の経験から、家に紗由一人という状況は正直心苦しい。

　だが、考えてみれば、紗由は来年高校生になり、精神的にも成長しているはずである。

　一人でも今なら大丈夫だろう。

　という訳で紗由にメッセージを送り、帰りが遅れる事を告げる。




　鷹宮仁：放課後、藤堂と勉強するから。帰るの遅くなるので何か食べてていいぞ。




　しばらくスマホを眺めるが、既読はつかない。いつもならすぐにつくので、少し気がかりに思う。不安な気持ちが沸き上がってくるが、流石に過保護すぎると思いなおした。

「ねね、やっぱどうせなら一緒に勉強しよ？」

「……」

　ふと、気が付けば俺の机に綺麗な指が乗っていた。スマホの画面から顔を上げると、白花が机を手の甲でコンコンとノックする。

「おーい、鷹宮くんってば！」

「え、俺に話しかけてたの？」

「……こんなに近くにいて気付かないとか。大丈夫？」

　スマホを仕舞い、少し考える仕草をする。

「新川や川瀬達が嫌がるだろ。俺と藤堂は離れたとこで勉強するよ」

「えー、そんな事ないけどね。了承もらってるし。鷹宮くんも藤堂くんも、勉強を邪魔するタイプじゃないでしょ？　鷹宮くんが何を気にしてるか分からないけど、あたし達は気にしないよ」

　真っすぐに俺を見る白花に、俺は肩を竦すくめる。善意で言ってくれているのは分かるが、クラスの美少女達と共に、陰キャに不良が並んで勉強するのはどう思われるだろう。

　しかし白花から歩み寄ってきたのを、無下にできる程の度胸はない。

　ここはまだ教室で、俺を羨うらやましそうに見る男子の視線がある。結局、一緒に勉強しようがしまいが、鬱陶しい視線の嵐は収まらない。

　誘われる程仲が良くなったという意味で、既に手遅れなのかもしれない。

「……分かった。藤堂にも聞いてみないとだが、一緒にやるか」

「うん！　じゃ、行こ？」

　花のように微笑む白花に思わず見惚れる。やはり、俺達とは住む世界が違うと感じる華やかさだ。

　その向日葵ひまわりのような笑顔が眩しくて、俺は視線を逸らして席を立った。

　当然のように隣に並ぶ白花と連れ立って、合流してきた藤堂、更に女子から新川や川瀬を交えて図書館へ向かった。
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　令賀丘高等学校は、生徒在籍人数が県内でも多い方だ。だからそれに比例して、図書館や食堂などは広く、そして大きく作られている。

　教室を出て、複雑な廊下を抜けた先に図書館はある。蔵書数も結構あるため、本を読む者もいれば調べものをしている人、またはテスト期間だからか俺達と同じく勉強に励む生徒の姿も多く、いずれも目的は違くとも皆静かに過ごしていた。

　扉を開けて、俺達は空いている席に腰を落ち着けた。席順は俺の隣が藤堂で、向かいに白花が座り、その隣に新川、川瀬の順で並ぶ。

　そして周りがカバンから勉強道具を取り出す中、

「藤堂はこれやっとけ。数学と英語のテスト範囲まとめた問題だから。化学と物理は明日持ってくる。分からないとこあったら呼んでくれ。俺はその辺の本を読みながら時間潰してくる」

「分かった」

　カバンからノートを二冊取り出し、藤堂に渡す。

　これは俺が自学しているノートで、重要な所だけをまとめた物だ。数学と英語、それぞれあって、テストに出そうな問題が入っている。

　藤堂が早速ノートを開いて目を通し始める横で、俺は本でも読もうと本棚の方に向かおうとするが、白花に話しかけられて立ち止まる。

「……え？　まさか鷹宮くんは勉強しないの？」

「俺は教える側だから。それに、勉強は自分のしたい時にする。折角図書館に来たんだから、今は本を読みたい」

　すると、俺の返答に白花だけでなく新川や川瀬までもポカンとした顔で俺を見た。

「ちょ、ちょっとそのノート見せて！」

「え、いや、いいけど――」

　藤堂からスッとノートを取り上げると、白花は俺のノートをふむふむと頷き読み始める。興味をそそられたのか、新川や川瀬まで覗き込み、次第に瞳を大きく見開いた。

「す、すご……字、めっちゃ綺麗で見やすいし、何より分かりやすくまとめられてる……」

　呆然と呟く白花の横で、新川は決意を固めた眼差しで俺の所まで来て、ぺこりと頭を下げた。

「あ、あたしにもこのノート貸してほしい。図々しいのは分かるけど、親から中間で赤点取ったら塾に入れって言われて。部活に集中したいから、何としても赤点だけは回避したいんだ！」

　その気持ちの熱量は、俺への距離で表されている。ぶっちゃけ近い。彼女から良い匂いが漂ってきて、流石に一歩離れる。

「全然いいけど。でも、テストに役立つかは保証できない。個人的に重要だと思ったやつをまとめただけだから」

「いいよ、そんなの！」

　新川は笑みを浮かべて礼を言った。今まで、新川の笑った顔を見たことなかったが、笑うとえくぼが出て可愛い。

　ポニーテールを揺らして席に帰っていった新川を見送り、今度こそ暇つぶしのために本を探しに行く間際。

「……ゆ、由愛ちゃんが取られた……く、くそぅ、鷹宮くん、いっつも授業で寝てるくせに……な、なんか悔しい」

「馬鹿言ってないで、朝姫も勉強しなさい」

「……でも由愛ちゃん。今は藤堂くんがノート使っているから、今日は貸してもらえないんじゃない？」

　川瀬の言葉に、新川はうーんと悩む。その様子を見て、藤堂が口を挟んだ。

「俺は一緒に使ってもいいけどな」

「……い、いやあたしは後で使うよ。邪魔になると悪いし」

　新川は遠慮するが、それを見た川瀬がポンと手を叩いた。

「じゃあじゃあ、藤堂くんはノートを使って勉強して、由愛ちゃんは鷹宮くんに教えてもらえばいいんじゃない？」

「「え？」」

　俺と新川が同時に困惑を見せるが、川瀬はふわふわした口調でにこっと笑いながら続けた。

「だってノートを作ったのは鷹宮くんでしょう？　内容は全部理解しているはずだよ」

「そ、そっか！」

　新川は顔を明るくするが、それで納得しちゃうのか。

　だとしたら俺の隣に新川が座る事になる。百歩譲って一緒の場所で勉強するのは良いとして、勉強を教えるのは面倒――いや、光栄だが緊張してしまう。

　陰キャには難易度が高いイベントである。

　しかし、断るのは流石に良心が痛む。新川はただでさえ小ちっちゃくて、保護欲を誘う見た目をしているのだ。口調はつっけんどんだが、それが背伸びしている感が出ていて可愛い。

「それはいいな。新川、鷹宮の右隣に来ればいいんじゃないか？」

「あ、ああ。だな」

　余計な事を言う藤堂を睨むも、彼は俺を無視してノートを読み込む。だが、口元が薄らとにやけているのを俺は見逃さない。

　完全に面白がっている。

　新川が移動するのに白花が駄々を捏ねるが、新川は無視して俺の隣に来た。席にちょこんと座り、上目遣いで俺を見つめた。

「よ、よろしくな？」

「……俺でよければ。全力で教えさせていただきます」

「す、すごい気合入ってるな……」

　俺も席に座り、姿勢を正す。

　女子の上目遣いは紗由が一番使いこなせているとばかり思っていたが、ここにも極めし者がいたらしい。腰が重い俺を、こうも簡単に動かしてみせるとは。

　その後は、新川が分からないという問題を解説していく。彼女のためになっているかは分からないが、驚くほど真剣な横顔が目の前にあるので、俺も力が入る。

　ちなみに、向かいの席に座る白花が新川を取られた事で不機嫌なのか、頬を膨らませてむくれているが誰もそれに触れなかった。
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　図書館に置かれた時計が、ちくたくと秒針を刻む。

　左隣を見れば厳つい不良が真剣な顔で勉強している。右隣を見れば背の小さい童顔の美少女が、同じように真剣な顔で机に教科書とノート、問題集を広げていた。

　向かい側に座る金髪の美少女は疲れたのか机に突っ伏していて、隣に座るゆるふわ美人はその様子に苦笑している。眼が合うと、クスッと柔らかく微笑んだ。

　ふと窓から外を見れば、既に薄暗くなっていた。時計を見ると時間は六時半を過ぎていて、下校時間が迫っている。

　図書館を利用している生徒の数も減る中、俺はスマホを取り出す。画面を見ても、まだ紗由からの連絡はない。

　しかし〝既読〟はついている。

　これが既読無視というものかと、他人事のように思った。

「……ねー、今日はもう帰ろ？」

　静かな図書館だからか、小さい声量でも皆に伝わった。どこか力なく身を起こし、白花は目を擦こする。欠伸をした後なのか、目が潤んでいた。

「そうだね。もういい時間だし、帰ろっか」

　川瀬が時計を見て賛同する。すると、勉強を教えていた新川が俺の方を見て、少し名残惜しそうに口をすぼめた。

「……鷹宮、今日は、その、ありがとな」

「ためになったか？」

「う、うん！　すごいなった！　でも、今日は数学とか英語中心だったけど。古文とかも、できたら教えてほしい、な……」

「……じゃあ明日もやるか？」

「いいのか!?」

　眼をキラキラさせて言う新川が何だか微笑ましい。

　新川は本当に真剣に勉強していた。

　俺が横で良い匂いだなーとか、手が小さくて可愛いなーとか。男女を意識しているのが馬鹿らしくなる程に集中して学んでいた。

　だからこそ俺も時間が経つにつれ、そういった邪よこしまな感情をなくして教えられたと思う。

　その熱意に負けたから、明日もやるかなんて言ってしまったのだろう。場に流されるって状況、結構あるよね。

「む、なんだその眼。なんかムカつくぞ」

「気のせいだ。さ、帰るか」

　新川の鋭い指摘を軽く流して、俺は勉強道具を仕舞う。その横で、藤堂が俺のノートをひらひらと振った。

「悪い。鷹宮、明日返すからこのノート借りていいか？」

「いいけど、５００円な」

「金取るのかよ」

「冗談だ」

「真顔で言うから冗談か分かりづらいわ」

　軽口を言い合い、カバンを背負って図書館を出る。その様子を後ろから眺めていた白花が、柔らかく微笑み俺と藤堂を交互に見た。

「気安いやり取りっていうか。見てていーねー、二人は」

「……そうか？」

　廊下を通りながら、白花は先頭を歩く俺と藤堂の間に割って入った。

「うん、なんか本当に幼馴染っていう感じ」

「確かに。気の置けない間柄っていうのか。気を使わない相手っていうのか……」

　新川が同意を示すが、川瀬が仲の良さをアピールするためか、新川と手を繋いだ。

「ふふ、でもわたしと由愛ちゃんも幼馴染なんだよー？」

「え、そうなのか」

「……まあ。小学校の時、スポ少で二人共バスケやってて」

　手を振りほどき、ぶっきらぼうにそう言う新川に、川瀬はクスッと微笑んだ。

「由愛ちゃんと最初は敵同士だったんだけどね」

「……最初はあたしがいたチームが負けてすごい悔しくて。帰ったら近くの公園で練習しようと思って行ったら静流もいてな。聞いたら丁度偶然、家が近くて。それから時々、一緒に練習したりしてた」

　すると、藤堂がちらっと新川を見て、

「川瀬は分かるが、新川もバスケか。小学生の時はでかかったのか？」

「……今と同じで、並ぶときは一番前だった」

　悔しそうに言うが、そこに悲ひ愴そう的な響きは含まれていない。

「じゃあ前倣えの倣えはしたことないのか」

　俺の呟きに、新川はじろっと目ざとく睨んだ。

「何か言ったか？」

「……何でもございません」

　俺が謝ると、新川はふんと鼻を鳴らす。それを見て、白花が可愛いなーと新川の頭を撫でようと手を伸ばすが、彼女は鬱陶しげに手を払った。

「由愛ちゃんは運動神経抜群だし、スタミナもあるから。わたしは身長はあるけど、スタミナがなくてね」

「静流は司令塔タイプだから。試合をコントロールするというか。あたしにはそういうのできないし」

　はたから聞いていれば、二人は互いを認め合い、褒め合っているように思える。俺と藤堂なんかより、よっぽど良い関係だと思った。

「俺と鷹宮より、よっぽど良い関係だと思うけどな」

「……俺も同じこと思った」

「だよな。互いを褒め合うなんてできねえもんな」

「だな。なんでそんなピアス付けてるか分からないし。もしかしてかっこいいと思ってる？」

「いいからお前は髪を切れ。鬱陶しいからスポーツ刈りにしなさい」

「お前のそれはツーブロックって言うんだっけ？　なんで横だけ禿はげてるの？」

　そんなやり取りをしていたら、クスクスと肩を震わせて女子三人に笑われた。

「二人は見た目が正反対なのに。そんな仲良くて面白いなー」

「ふふ、だね。藤堂くんもずっと親しみやすいし、クラスの女子の大半は知らないんだろーなー」

「え、マジで？　じゃあ明日クラスの女子に俺はすごく優しかったってそれとなく伝えてくれる？」

「さ、由愛ちゃん帰ろー帰ろー」

「おう」

「あれ、ちょっと川瀬さん？」

　あたし達は電車だから。そう言って新川と川瀬は俺達と反対方向に分かれた。

　早いもので、気が付けば学校を出て既に分かれ道に差し掛かっていた所だった。

　道は暗くて、女子二人だけで心配になったが、日常的に彼女らは部活後、この時間帯に帰っているのだと思いなおす。

「じゃ、じゃあ鷹宮。また明日、な？」

「おう」

　内心、また明日と言われて嬉しかったのは内緒だ。

　いくら目立ちたくないと自分では言っても、美少女にそんなことを恥ずかしそうに告げられたら男ならテンション上がると思う。

「朝姫ちゃん達も気を付けてね」

「うん、バイバイ静流、由愛ちゃん」

「……ちゃん付けするなってば」

「……あれ、誰も俺に挨拶してくれなかったな」

　藤堂の寂しい呟きはスルーされて。

　電車通学の生徒は基本的に学校を出て右に行くので、校門を出た所で川瀬達を見送る。

　そうなると、必然的に男子二人に女子一人。俺と藤堂の間にいる白花は緊張してるかと思って隣を見ると、彼女は呑気に欠伸をしていた。

「ふわぁ、ちょ、見たな！」

「いや、見てない。大きく口開けた所なんか見てない」

「それ見たって言ってるようなものじゃん！」

　プリプリと怒る白花はいつもと同じテンションで少し安心する。一言謝ってから、気になっていた疑問を告げる。

「白花は徒歩通学だったのか？」

「うん、あたし、引っ越しして大学生の姉と一緒に暮らしてるんだ。学校の近くになったから、凄い行きやすくて楽」

　俺が一つ相づちを打ち、納得する。それから藤堂に目配せし、次はお前が話題を提供しろと眼で合図した。

　すると藤堂は面倒くさいとでも言いたげに顔をしかめたが、少し考えた後で口を開いた。

「……まさかこういうふうに俺達がクラスの人気者と一緒に帰る事になるとは思わなかったな」

「……そう、かな……」

　人気者と言われて言葉に詰まる白花を横目に、

「ま、本人は返答に困る話題だな」

　俺がそう言うと、藤堂がすぐにスマホをいじる。すると、俺のスマホに電子音が響き、




　藤堂英虎：お前が話題提供しろって言ったんだろうが。




　既読しつつ、無視してスマホを閉じる。

　確かに視線で伝えたが、藤堂のコミュ力に期待した俺が間違いだったようだ。

「鷹宮くん、はどうか分からないけど、藤堂くんだって女子には人気だよ？」

「よっしゃぁ！」

「……あれ、そこは嘘でも俺も人気って気を使うところじゃないの？」

　くすっと白花は笑う。既に空には月が昇っており、更に街灯と街の光でその笑顔ははっきりと見えた。そして、その笑顔を僅かに陰らせて白花は俺を見つめた。

「あたしは、言われる程大した人間じゃないよ。でも、昔より今は楽しいって感じる。これってさ、〝リア充〟って言えるよねっ？」

「……言うまでもなくリア充だと思うが」

「むー。淡泊だなー、鷹宮くんは」

　不満げに唇を突き出す白花。そう言われても、どこからどう見ても彼女はリア充としか言いようがないのだ。俺としては無難にそう返すしかないと思ったまで。

　そのまま俺達は会話を続けつつ、既に場所はスーパーマーケット『はとや』付近まで来ていた。

　ここら辺は店も多い。

　飲食店も多いが、何よりカラオケ店やゲームセンター、ボーリング場など結構遊びの場が充実している。俺や藤堂は家に籠ってゲームしたりする方が性に合っているが、白花はきっとこういう所にしょっちゅう行っているのだろうと思う。

　すると、向かいの交差点を指差した白花は、

「じゃ、あたしはこっちだから。また明――」

　白花が不自然に言葉を止める。俺達は怪訝に思い、別れを告げる前に一度足を止めると。

　交差点向こうのカラオケ店から、男女のグループが出てきた。その瞬間、白花が身を硬くするので、俺は一瞬、龍前達かと思ったが違った。

　信号が青になる。白花は顔を俯けて。反対に交差点を渡っていた女の子二人が、白花の姿を見て。

「ねぇ、もしかして白花さんじゃない？」

「え、うわ、ほんとだー！　わー、久しぶりじゃん！」

「……あ、うん。久しぶり」

　駆け寄ってきたのは女子二人組。一人は茶髪を肩口まで伸ばした美少女で、もう一人は金髪をポニーテールにした美少女だった。

　連れにイケメン男子二人を引き連れ、見るからにリア充っぽい。

　制服は令賀丘のブレザーではなく、私服だった。彼女らの容姿を見ても、特に既視感は湧かないのできっと他校の生徒だろう。

　二人の女子は感心したように白花を見た後、

「心配してたんだよ。突然、学校来なくなったと思ったら、連絡まで取れなくなっちゃうし……でも良かった。高校はちゃんと行ってたんだねー」

「う、うん。まあ……」

「男子二人も連れちゃってさぁ。それに金髪に染めてるとか、まさに高校デビューってやつじゃん！　あ、こんにちは！　あたし、白花さんの中学の同級生だった水み戸と柚ゆず葉はでーすっ」

　そう言って茶髪を肩口で切り揃えた美少女は俺と藤堂に近付き自己紹介をする。というか距離が近い。パーソナルスペース知らないのかと聞きたくなるほどである。

　ニカッと綺麗な歯を見せ、猫のように目を細めるその笑顔から、何となくあざとさというか計算された可愛さが感じ取れた。

「で、こっちが――」

　水戸さんはそう言って自分の横に立つ金髪女子を紹介する。

　金髪女子の第一印象としては、少し吊つり上がった眼が怜れい悧りな雰囲気を醸し出していて、クールな美少女という風に見受けられた。

「別に紹介する必要なくない？」

「いーからいーから。玲れい奈なは愛想がないから男にモテないんだよー？」

「確かに。藤ふじ原わらは初見じゃ取っ付きにくいもんな」

「分かるわ。俺も最初は怖かったもん」

　水戸さんの言葉に賛同を返すイケメン男子二人。というか、名乗るまでもなく彼女が藤原玲奈という名前だと分かった。

　まあ正直、他校の生徒とかどうでもいい。どうせ関わり合いにならないし。

　そんなことより、俺には少し気になる事がある。が、居心地悪そうな白花の様子を見て、この件は追及しない事に決めた。

　しかし俺個人が決めても、場の流れというものはどうしようもないわけで。

「てか白花さんて三沢先輩とまだ付き合ってんの？　この際だから聞いちゃうけど、あたし今狙ってるんだよねー？」

　流し目で見る水戸さんに対して、白花は勢いよく首を振る。若干、青あお褪ざめた顔で。

「つ、付き合ってない。もう付き合ってないよ……」

「ふーん。もしかしてトラブルがあったとか？」

「……ま、まあ。あっちは、その、そう思ってないかもしれないけど」

　すると、水戸さんは納得したように一度頷き、ふっと瞳を細める。一度、白花を上から下まで眺め、俺と藤堂にも視線を今一度向ける。

　そして顎をツンと上に向けた。その様子に少し嫌な予感を感じるが、

「――じゃあ、もしかして白花さんが不登校になったのって、三沢先輩が理由だったりする？」

　案の定、白花は青い顔で固まった。藤堂も横で僅かに目を見開いている。

　クラスで屈指のリア充ともあろう人物が、過去に不登校だったとはにわかに信じがたいのだろう。

　そして、その様子を観察するような水戸さんの細めた瞳には、暗い感情が見え隠れしているように見えた。
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　空気が凍る。

　水戸さんが言った言葉は、それだけの影響力を持っていた。

　白花は唇を震わせ、水戸さんはそんな彼女を目を細めて見つめる。

　空気がおかしくなったことに、水戸さんの連れのイケメン二人は戸惑いを見せ、藤原さんは顔をしかめてため息を吐いた。

「今、ここで言わなくてもいいでしょ、柚葉」

「あ、ヤバ！　もしかしてそっちの男子二人は知らなかったー？」

　ごめーん、秘密だったの？　としなを作って謝る水戸さんに、白花は青い顔のまま愛想笑いを浮かべる。

「そっかー。白花さん、お友達には言ってなかったんだー」

「当たり前でしょ。好き好んで言う事じゃないし」

「……う、うん」

　ふふっと笑う水戸さんと気遣わしげに白花を見る藤原さん。イケメン二人は同じ中学出身ではないからか、困ったような顔をしている。

　横目で俺は白花を見るが、眼が合うとすぐにバツが悪そうに逸らされる。

　そんな脅えるような反応に加えて、唇を噛みしめて俯く姿は何か胸にくるものがある。すると、空気に耐えられなかったのか、突然藤堂がスマホをいじりはじめた。

　それからすぐに俺のスマホが震えて、




　藤堂英虎：何とかしてください。




　その文章を見た瞬間、思わずイラッときた。こんな時に限って敬語なのも要因の一つだが、この状況でスマホで連絡してくるのもイラッとする。

　だが、俺だってこの状況を切り抜ける事には賛成だ。

　結局、水戸さんは俺達に、白花が過去に不登校だった事実を知らせる事が目的なのだろう。

　何故そんな事をする必要があるかと思うと、今は情報が少なすぎて大まかな予測しかたてられない。嫌がらせ目的だと思うが、内心はどうなのか。

　とはいえ、白花の様子を見るにこれは高校の友達にも言っていない事だと思う。そして、今すぐにやめてほしい話題だと言えよう。

「そっかー。ごめんね、お友達に勝手に言ったりして――」

　だからこそ、

「いや、普通に知ってたけど」

　横から水戸さんの言葉を途中で遮り、俺は何てことないように口を開いた。

「――え？」

　白花は驚き、水戸さんもポカンとする。構わず俺は続けた。

「白花が不登校だった事は知ってた。詳しい事情は知らないが、本人から聞いた。不登校だった時、ずっとアニメ見たりして時間潰してたって」

　一度言葉を切り、俺は水戸さんの眼を見つめる。

　彼女のペースを崩せれば、この良くない空気は終わりを告げる。嘘でも堂々と言えば、一時的にでも信じさせられるだろう。

　そんな俺の思惑通り、彼女は怯ひるむように面食らい、驚きを露あらわにしていた。

「……白花みたいな美少女が、アニメスタンプばっか使ってくるのもそういう理由からだったのかと納得した」

「え、そ、そんな事、た、たかみやく――」

　言わせねーよとばかりに、白花が何か言う前に言葉を被かぶせる。妙に顔が赤いのが少し気になったが。

「でも結局それは過去の話だ。むしろ人よりハンデがある中、白花はそれでも勇気を出して自分を変えようと様々な努力を積んだんだろう」

　俺は白花を横目で見て、彼女を安心させるように意識して笑った。

「そして、その努力は決して無駄じゃなかった。結果的に今ではクラスの人気者だ。どん底からの逆転。少年漫画の王道展開みたいで、かっこいいだろ？」

　俺が一歩進み、高みから水戸さんを見下ろす。

「……そんな彼女と比べて、今のお前はどうだ？　三沢先輩とやらが取られたのが、そんなに気に食わないか？」

　すると、彼女はしばらく呆気にとられた後、再びツンと挑発するように顎を上げた。

「……ふん、知ったふうな事言わないで。そんな事より、貴方は詳しい事情は知らないんでしょ？　クラスで人気者の白花さんの事、知りたいとは思わない？」

「事情とかは興味ないわ。そんな事どうでもいい」

　俺がそう言うと、水戸さんは目を見開いた後、白けたとばかりに顔を背けた。

　水戸さんの話は終わりだろうか。だとしたら早く帰りたい。後ろでビクビクしているイケメンくん達にも申し訳ないし、何より俺がもう面倒くさいと感じている。

「それじゃあ帰るか。たく、話が長いんだよっ。さ、行こうぜ、鷹宮、白花」

　同感だったのか、苛いら立だったように藤堂が言うとビクッと肩を震わせるイケメン達。というか、今のセリフを水戸さんが喋っている最中に強引に言えば、何ならそれで追っ払えたと思うが。

　不安げな眼差しで俺を見る白花に、思わず俺は彼女の背を押して彼女が向かおうとした通学路の方へ歩く。

　その間際、後ろから再び水戸さんの声が聞こえ、

「待って、白花さん。最後に忠告。三沢先輩、白花さんが通う高校の事、うちらの学年にまで来てわざわざ聞きまわってるみたいだったよ？」

「え？」

　ビクッと大きく身体を震わせ、白花は再び顔を俯けた。

「……でもー、あたしは優しいから、令賀丘に通っている事は言わないでおいてあげる！　ね、玲奈も言わないもんねー」

「……ま、柚葉と違って口は堅い方だから。安心していいよ」

　そう言う藤原さんとは違い、水戸さんは暗い笑みを浮かべて情報を補足した。

「ただ、あたし達が言わなくても誰かが言うと思うけどね？」

　その言葉に、白花は唇を噛みしめる。

　震える身体、強く拳を握ったその手。今にも倒れそうなのに、必死に踏ん張っているような、そんな表情。

　胸中に満ちるのは、きっといつか訪れる潜在的な恐怖心。

　水戸さんが通う高校にどれくらい白花と同じ中学出身者がいるか分からないが、既に問題が喉元まで来てるという事か。

「じゃ、そういう事で。何かあっても恨まないでねー？」

　それから彼女達は俺達と逆方向に歩いていく。去っていく方に視線を向け、しばらくして。

　道路を走る車の音だけが耳に聞こえる。

　そんな中、ポツリと白花が口を開いた。

「ごめんね……変な事に……巻き込んで」

　眉を下げ、潤んだ瞳で謝る白花に思わず言葉に詰まった。

「……気にするな。さっき聞いた事はクラスの奴らには言ってないんだろ？」

「……うん」

「ならバレたのが俺達で丁度良かったな。俺と藤堂には友達がいないから、言う相手がいないしな」

「そうそう」

　大きく頷く藤堂と俺を交互に見て。白花は涙目になりつつ、深々と頭を下げた。

「……ありがと」

「……しおらしい白花は白花じゃない。お前、本当は誰だ……？」

「……どういう意味だ、コラ」

　控えめにジト目で俺を見る白花の様子に安堵する。ツッコミは健在のようだ。

　そんな俺を見て、白花は頬を赤く染めて視線を下に向けた。

「――だが不登校の原因、鷹宮は興味ないって言ってたが、俺は興味あるな。良かったら聞かせてくれないか？」

　この状況で言う事じゃないだろと思ったが、この状況だからこそ聞いておいた方がいいかと思いなおす。三沢先輩とやらが白花が通う高校を突き止めてどうするかは予測できない。

　いや、待てよ？　昨日体育が始まる前、藤堂は三沢という名字の者と過去に何かあったと言っていた。藤堂はもしかしたら、白花の元カレだという〝三沢先輩〟という人物に興味があるのかもしれない。

　クラスにいる同学年の三沢くんとの関係も気になるところだが、今は白花についてだ。

　その白花はしばらく考えた後、俺達を交互に見つめておずおずと口を開いた。

「……いいよ。全部話す。でも、あたしにも聞きたい事あるよ……鷹宮くんは何であたしが、その、不登校の時にずっと部屋に籠ってアニメ見てた事知ってるの？」

　僅かに調子を取り戻したのか、詰め寄ってくる白花に思わずキョトンとしてしまう。

「あれ出まかせだったんだが……」

「え、あ……」

　間の抜けたように口を開ける白花に、俺は思わず吹き出すように笑ってしまった。

　そんな俺に白花は当然怒り、「笑うなーっ！」と顔を真っ赤にして突っかかってくるので、朝のホームルーム前と同様に手を捕まえて宥めた。
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　それから数分後。

　俺達は白花の話を聞くため、近くにあるスーパーマーケットの裏手に回った。

　ここなら人通りが少ないので、白花の話を聞ける。

　俺と藤堂は店の外壁に背を預け、白花とは向かい合って立つ。

　彼女は俺を見て、俯きながら弱々しげに笑った。

「……その、まずは鷹宮くんにありがとうって言いたい。水戸さんがあたしの不登校の件を言ってた時、その過去を知ってるって言ったのは――」

「あー、その件はいいから」

　片手を前に突き出して止める。

　あれは水戸さんのペースに乗せられるのが嫌だったので言っただけだ。そんなに大した事をしたわけじゃない。

　それに、自分がした事を一々解説されるのは恥ずかしい。

　そんな俺の様子を横目で確認した藤堂は、それから腕組みしつつ口を開いた。

「じゃ、まず不登校の原因から聞いていいか？」

「……そのことを話すとなると、前置きが長くなるけど良い、かな？」

　困ったように眉根を寄せて首を傾げる白花に、俺と藤堂は同時に頷きを返した。

　それから彼女は、下にあるコンクリートの地面をぼーっと見つめながら、

「……あたしが中学二年の時、さっき話に出てきた三沢先輩に告白されたのが始まりだったんだよね……あ、三沢先輩というのはあたしより一つ学年が上で、当時三年生で学年の中心人物だったんだ」

　その三沢先輩と付き合ったという事は、白花とはリア充同士のカップルというありふれたものだったわけだ。

「ちょっと怖いところあるけど、そこが魅力的だとかで。えーっと、俺様系？　のイケメンだった」

「……それで？」

　藤堂が先を促す。白花は一つ頷き、

「……で、三沢先輩はすごい人気だったから、そんな人に告白されちゃったもんだから、周囲の女の子達に乗せられてねー。付き合うのが当然みたいな流れになっちゃった……」

　自分の髪を撫でつけ、困ったように笑う白花。

「今の言い方だと、別に白花は好きじゃなかったってわけか？」

「うん。だって学年も違うし、接点だってなかったもん」

　俺様系という事は、三沢先輩とやらは自信過剰な人物だったのだろう。断られるとは思わず、そして周囲の女子達もそんなイケメンからの告白を断るわけがないと騒ぎ立てた。

「よく言うじゃん。付き合ったら好きになるって。だからあたしもそうなのかなって軽い気持ちで付き合ったんだけど……」

　顔を曇らせた白花は、自分の身体を抱きしめて、

「でも、付き合って一週間で別れた……」

「……原因は？」

「……べたべた、触ってきたんだよね……」

　一度、言葉を切り、

「付き合って、すぐにお触りはあり得ないと思ったけど……でもそれが恋人になるって意味なんだなってその時は思う事にした……」

　俺は恋人ができたことがないので、男女間のトラブルなど経験もないから分からない。だが、彼女が嫌だった事は様子から明白だろう。

「さ、最初は我慢してたんだけど、でも段々怖くなってきて……」

　青白い顔になった白花は、思わず手を差し伸べたくなるほど儚はかなげに見えた。

「……だ、だから、頬とか触られてキスされそうになった瞬間、思わず顔を張ったの！」

　こうやってと俺の前に来て、俺の頬をパシンとはたく。軽くだったから痛くないが、再現するのは藤堂の方にしてほしいのだが。

「今のは優しくやったけど……もっと勢いよくやってやった。でも、そしたらあたしも同じように……」

「まさか殴られたのか？」

「……っ」

「……うん。男の人に殴られたのなんて初めてで……めっちゃ痛くて……怖くて夢中で走って逃げて……」

　ギュッと拳を握る白花に、過去の泣いていた紗由の姿が何故か重なる。

「それ以降、顔を合わせるのも怖くなって……」

「……なるほど、それでか」

　藤堂が頷き、何か考え事をしている中、俺は白花の心情を想像する。

　聞いた話から推測すると、彼女は高校に入学した時、並大抵の覚悟でリア充になったわけではないという事だ。

　最初は、男子のことが相当怖かったはずだ。金髪に染めてギャル感を出して、本来の明るい性格を前面に無理矢理押し出した。

　別にクラスで目立たないように過ごしても良かったはずなのに、それでも白花は本来の自分を取り戻そうとした。

「……よく頑張ったな」

「――えっ」

　気が付けば、俺の手は白花の頭に伸びていて。髪を梳すくように撫でていた。

「白花はすごいと思う。高校の入学の時、男子のこと相当怖かったはずだろ？　そんな事おくびにも出さずに、今まで接してくれたんだろ？　それは誰にでもできる事じゃない。相当の覚悟と勇気が必要だったはずだ」

「……ぅん」

　小さく首肯した白花は、それから唇を噛みしめて俺の方に甘えるように頭を傾けた。瞳から溢れる透明な雫しずくを見ないように、俺がただあやすように優しく頭を撫でると、白花はおずおずとおでこを俺の胸に押し当てた。

　周囲は甘い空間に包まれる。涙を流す美少女に胸を貸す、普段は無表情の少年は今だけは優しく頬を緩めていて。

　そんな彼に安心するように美少女は目を閉じて身を預ける。

　人通りの少ない通りで、人の眼を気にしない二人の傍では。

　状況に取り残された少年、藤堂英虎が静かにため息を吐いた。

「……これ姉貴の時と同じだ。鷹宮の必殺頭なでなで……」

　彼の呆れを含んだ呟きは、風に攫さらわれ誰の耳にも届かなかった。
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　私の名は白花夕ゆう姫ひ。

　近くの大学に通う花の大学一年生である。自分で言うのも何だが、百年に一人の奇跡（自称）と呼ばれる程の美女だ。

　突然だが、私の話を聞いてほしい。

　今日大学から帰ると、世界で二番目に可愛いと言っても過言ではない（一番は私）妹の様子がおかしい事に気付いた。

　彼女の名は白花朝姫。

　というか夕姫に朝姫、両親も適当に名付けたなーと思うが、今はそんな事どうでもいい。

　とにかく、可愛い可愛い私の妹の朝姫が、夜の七時くらいに帰宅してからずっと奇行を繰り返しているのだ。

　例を挙げると、妙に赤い顔のままぼーっとしていたり、かと思えば急にベッドにダイブしたり、両手で頭を抱え込んだり。

　更には何かを思い出すように自分の髪を梳いてみたり。

　ベッドの上でバタバタして暴れてみたり。

　その様子に、目ざとい私は気付いたのだ。

　やっと妹に本当の春が来たのだ、と。

　妹の中学時代の最初の彼氏は最悪だった。

　付き合ってすぐに馴れ馴れしくべたべた触ってきたらしい。最初はそういうものだと我慢していた朝姫だったけど、私が送ったアドバイスによってバレー部直伝のビンタを喰くらわせて振ったのだ。

　しかし、まさか朝姫が逆ギレされて殴られるとは思わなかった。

　私も女を殴るような、そんなクソみたいな男だとは流石に思わなかったし、その後は妹に男に対して苦手意識を植え付けてしまったのではないかと私も落ち込んだ。

　そんな私の懸念通りに朝姫は不登校になってしまって、普段の明るい姿も見なくなってしまった。ついにはその最低な元カレが卒業しても学校には行きたくないと言うので、何とかしてあげたい一心だった。

　だから姉として、何より大切な妹のためにこのままではいけないと部屋を訪ねて説得を試みようとしたのだが、彼女の部屋を開けるとそこには。

　ヘッドフォンをつけてテレビゲームをしている朝姫の姿が。

　その日は見間違いだと思ってそっと部屋を閉めた。

　そして再度、次の日に部屋を開けてみると、今度はパソコンで美少女アニメを一日中見ている朝姫の姿が。

　もうこの辺りからキラキラと輝いていた妹には戻れないのかもしれないと思い始めていたが。

　今度こそと涙をぬぐい、扉を開けるとベッドに寝転びながら熱心にラノベを読む妹の姿があった。

　そのままガクッと膝をつき、気付かれないよう扉を閉めた。

　更に次の日も、雨の日も、風の日も、雷の日も。隣の隣の家が火事の日でも、妹はオタク道をひたすら歩んでいた。

　元はと言えば、私のアドバイスが発端だ。軽い気持ちでビンタを喰らわせてやれと言ってしまったのが原因。

　結果的には私がリア充の仮面を被った悲しいオタクを作りだしてしまったのだ。

　このままでは二次元のイケメンに恋したとか言う未来まであると思っていたのだが、寸前で大丈夫だったらしい。

　とはいえ妹が好きになった人間が、一体どんな人物なのか非常に気になる。また最低な男に引っかかったら、下手したら再び朝姫が不登校になり、今度こそオタク道を極めし者となるかもしれないのだ。

　部屋の扉をそーっと開けて、まだベッドでバタバタ手足を動かしている朝姫に、私は直球で声をかけてみる事にした。

「……あさひー。好きな人できたでしょー？」

「――うわぉ！　い、いたんかい、お姉ちゃん！」

　飛び上がった後、いきなりベッドの上で正座になる朝姫。

「いやいや、何を言ってるのかさっぱりですわね！」

「なんでお嬢様口調？」

　ほほほと誤魔化すように口元を隠す朝姫。

「お姉ちゃんに隠し事ができると思うなよ？　好きな人できたでしょー？」

「で、できてにゃいって……！」

「噛んでるし、可愛いなー朝姫は」

　顔を赤らめる朝姫に勢いよく抱き着くと、朝姫はフグッ！　と声を出して二人してベッドに倒れ込んだ。

「すぐ顔赤くなるねー朝姫は」

「……ちょ、胸を揉むな！　変態か、あんたは！」

　嫌がりながら必死に朝姫は私の手から逃れようとするが、逃がさないとばかりにガシッとしがみつく。

　そして揉み続け、また胸が大きくなったなと内心イラッとしたが、感情を表には出さない。

　あくまで私は妹にとって優しい姉なのだから。

「で、どんな人？」

　すると、朝姫はムッツリと黙り込み、枕を抱えて抱きしめた。そんな妹の顔を覗き込み、

「ねね、どんな人？　あ、じゃあ好きな人じゃなくても、気になっている人の事でもいいよ！」

「……そう。あ、でもあくまで気になってる人でしかないから！　断じてまだ好きじゃないし……ま、まあ触られても嫌じゃなかった人、ではあったけど……」

「ほほー、男の人でお父さん以外でも大丈夫だったん？」

「……う、うん。大丈夫だった……」

　女の子座りに頬を赤らめ、枕をギュッと抱きしめる妹は物凄く可愛い。

　あくまで私の次にだが。

「……それで、どんな人なの？」

「……うーん、不思議な人、かな……」

「不思議くんかー」

　あれか、何か机の上で牛乳パックでも使って創作したりしている人なのだろうか。

「……表情筋は死んでて、それで顔つきはまあまあ整っているんだけど、印象に残りにくいというか……」

「ふーん、無表情キャラかー、朝姫そういう男子好きって前に言ってたもんね！」

「あ、あれは二次元キャラの話だから！　現実での好みとはまた違うし……」

「ほーん、そんなもんか」

「あ、あと授業中はいっつも寝てて、だけど授業の受け答えとかバッチリでさー、それ見てるとなんかズルくて……」

　ここからスイッチが入ったように、朝姫は頬を赤らめながら喋り続ける。

「それとね、クラスでは完全に空気なんだけど、妙にスペックが高いところがあってね！　料理とか上手だし勉強教えるの上手いし、あとあと――」

　段々聞いていると、どこか既視感を感じた。

　朝姫の話を他所に、思い出そうと眉間を揉んでいると、脳裏に電流が流れたようにビビッと来た。

「あ、思い出した！　なんか既視感感じるなーと思ったら、この前、私が聞いてもいないのに朝姫がかっこいいかっこいいってバカみたいに言ってたラノベのキャラに驚く程似てるんだ、その人！」

「――ぐはっ！」

　朝姫は枕を抱きしめたままベッドに倒れ込んだ。

　耳まで真っ赤にして悶もだえている我が妹の姿は誰が見ても可愛いと思う。

　だがしかし。

　現実的に考えて、無表情で顔立ちはまあまあ整っててクラスでは空気、でも本当はスペックが高いとかそんな奴いるわけねえだろと思ってしまう。

　もしや二次元と三次元の境界が分からなくなったのではあるまいなと思うが、まあ本人が幸せそうなので今は良いかと一ひと先まず納得することにした。

　朝姫には随分と辛い思いをさせてしまったので、今度は本当に好きになった人と結ばれてほしいのが姉である私の願いなのだ。

　だが、彼氏は画面の中から出てこられる存在であればいいな、ふとそんな事を考えて、悶える朝姫を生暖かい眼で見守った。
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　白花の過去を知った翌日の事。

　あの後、白花に行ったラブコメ主人公のような自分の行動を思い返して悶もん絶ぜつするという最悪な朝を迎えた俺は、憂鬱な気分で藤堂と一緒に通学路を歩いていた。

　正直、学校に行きたくない。

　そんな俺の心情を模倣するように、空はどんよりとした雲に覆われていた。

　今にも雨が降り出しそうな空に向け、ため息を吐きつつ俺と藤堂は会話をしながら歩く。

「……俺も不登校になりそうだ」

「……べたべた触られるのが嫌って言われて、即触りに行くお前の精神には感心したけどな」

　ガクッと膝をつきそうになる。

　自分で考えるより、人から言われると更に胸の奥がズキッと痛んだ。

　家に帰って冷静になると、過去のことを後悔するなんてのはよくあるよね。

「いや、聞いてくれ。あの時は俺なりに慰めるためにだな……」

　それに、あの時の白花の弱々しい様子と、過去に泣いていた妹の紗由が重なって見えたのだ。だから、妹にするような調子で撫でてしまった。もしかしたら癖になっているのかもしれない。だとしたら由々しき事態だ。

　本来、俺はラブコメ主人公じゃないのだから、そんな軽々しく女子の頭に触るような奴ではないのだ。

　ただ、場の流れでテンションがおかしくなっちゃっただけなのだ。

「――はいはい。分かった分かった」

　腹を抱えて笑う藤堂に軽くイラッとしたが、これは俺が悪いので甘んじて受けるしかない。

　幸い白花は嫌がるような顔はしなかったものの、傍を通る通行人の自転車の音に、二人同時に我に返り、バッと離れて会話もせずすぐに解散したのだ。

「そんで自己嫌悪に苛さいなまれ、最悪な気分だった鷹宮くんは、帰ったらご機嫌斜めな妹ちゃんに無視されると」

「……」

「とどめを刺されたわけだ」

　今朝、昨日俺が遅く帰ってきた事に腹を立てた紗由は、朝ご飯を残すという軽い嫌がらせをした後、どこか拗ねた顔で学校へ出かけた。

　俺もご機嫌取りのために、女子が勝手に好きそうだと思っているフレンチトーストを作ってみたが、

「そういう魂胆が透けて見えて無理」

　そう言われて結局、半分くらい残された。

　しかし、紗由の方は大丈夫だ。年数が経って精神的に成長した紗由は、もちろん寂しい気持ちを抱えていただろうが、俺が友達と遊んだり、勉強をして帰りが遅くなる事も容認している。

　だからこそ、寂しい気持ちを既読無視という控えめな手法で俺に訴えた。もしもっと我わが儘ままなら、俺に直接放課後は早く帰ってきてと伝えるはずだ。

「……話題を変えるぞ。このままだと学校に着くまでに蒸発する」

「構わないが、それでも当分はいじるだろうな」

「ぐっ」

　心臓を押さえる俺の様子を見て、再び藤堂はククと笑った。

　とりあえず、またいじられないよう昨日の件で気になっていたことを尋ねようと思う。

「……藤堂、お前、三沢先輩っていう人と過去に何かあったんだろ？」

「おいおい、俺の過去まで聞き出して慰めるつもりじゃないだろうな？　そんで俺の頭も撫でるのか？」

「……」

　ズボンのポケットに入れた拳を強く握り、苛立ちを紛らわせる。

　アレは俺が悪い。そう言い聞かせないとやってられない。

「……茶化すな」

「……鷹宮、察しろ。言いたくない事だってあるだろ」

　顔をしかめて藤堂はそう言うが、どうしても気になる。体育の時、確か藤堂は俺に覚えていないのかと聞いてきた。

　基本的に俺は藤堂について関心などないが、中学三年の時、あばらの骨を折る怪我を負っていた事は覚えている。

　その時は興味なかったから追及しなかったが、お見舞いに行ってもどこで、どうやって怪我したかはだんまりだった。

「……もしかして、そいつと喧嘩して負けたとか？」

　瞬間、僅かに藤堂は目を見開いた。

「当たり、か」

「はぁ!?　いやいや、違うけど？　俺が負けるわけねえだろ。それはお前が一番、理解してるはずだ」

「……藤堂、お前、爺じいさんにバレたらキレられるぞ？　ただの不良に負けたって」

「おいふざけんな！　あの人には絶対言うなよ？　お前が一番怖さを知ってるはずだ！」

「……まあな」

　俺の母方の祖父はとても豪快な人間である、とだけ言っておこう。

　この前、近くの山に山菜取りに出かけて、熊に襲われ逆に返り討ちにしたという化け物だ。

　それが新聞に載っていてビビった思いがある。

　そんな野生児を通り越した怪物爺さんだが、前職は意外にも教師で、偶に祖父母の所に行くといつも〝自分は生徒に慕われていた〟と自画自賛で話してくる。

「あのクソジジイの事だ。バレたら何されるか……」

　青い顔で震える藤堂の様子に、俺も気持ちは痛いほど分かるので流石に哀れに思った。

　それだけ幼少期の俺達にとって、爺さんはトラウマ級の化け物なのだ。

　しかし謎なのは、藤堂英虎という男がその辺の不良に負けるはずがないという事だ。もしかしたら、タイマンではなかったのかもしれない。

「大勢で、か……」

「……」

　仏頂面になった藤堂は、

「今の俺なら負けないだろうがな」

「……高校生になってまで殴り合いの喧嘩とかするな。どこの不良漫画だ」

「馬鹿言え。負けっぱなしなのは癪に障るんだよ」

　子供みたいな事を言う彼に呆れる。

　ふと周囲を見れば、いつの間にか場所は行きつけのスーパー『はとや』付近まで来ていた。

　学校までは大体、あと数分くらいか。

　目の前に見える十字路は、確か昨日白花と別れた所だった。

　ぼんやりと記憶を思い出す内に、信号機が青から赤になる。まあ別に急ぐ必要もないので、一分程のロスは仕方ない。

　その時、横で藤堂がえっと驚いた声を上げた。

「ちょ、鷹宮、左見ろ左！」

「……何だよ急に。犬の糞でもあるのか？　そんなのでテンション上がるとか、小学生以下……」

　途中で口から出た言葉が尻すぼみとなる。

　左側の信号から歩いてきたのは豊かな金髪を白い花を模したヘアピンで留めた美少女、白花朝姫だった。

　驚く俺とは裏腹に、やってきて早々彼女はニッコリとした笑顔で、

「誰が犬の糞だって？」

「……すいませんでした」

　素直に頭を下げる。

　昨日の件で俺としては気まずい思いを抱いたが、反対に彼女はいつも通りに見える。

　ふんと鼻を鳴らしてそっぽを向く白花の顔色を盗み見る。

「あ、あの……」

「何？」

　ほっぺを膨らませ、明らかに不機嫌ですと顔に書いてある表情だった。

「……今日は遅い登校ですね」

　そんな言葉が口から出たのは、入学してここ一ヶ月の間、白花と登校中に出会う事がなかったからだ。

　俺達は今日もいつもの時間に家を出たので、白花がいつもより遅く家を出たのだろう。

　そういえばと藤堂も乗っかり、冗談ぽく白花に笑いかけた。

「確かにそうだな。まさか俺達と一緒に登校するためにとか、そんな理由じゃ――」

「そ、そんなわけないじゃん！　全く、鷹宮くんは自意識過剰だなーもう！」

「……いや、俺は何も言ってませんが」

　早口で否定され、勢いで軽くパシンと背を叩かれる。

　何気ない美人のボディタッチはやめてほしい。ドキドキしちゃうから。

　それから、「え、ほんとなの？」という藤堂の呟きは無視され。

　何となく誰も喋らない時が流れた。

　次の瞬間、強い風が吹いて白花はサラサラの綺麗な髪を押さえる。隣から香ってくる柑かん橘きつ系の香りに少しドキッとする。香水付け始めたのだろうか。

「……あ、あの、何？」

　じっと観察しているのがバレて、白花は困ったような、恥ずかしそうな顔で髪を撫でつけた。

　ジロジロ見ていたのがきまり悪く、俺は誤魔化すために前を向いて口を開いた。

「……昨日の件なんだが。大丈夫か……？」

　横で、藤堂が「うわー」とでも言いたそうな微妙な顔をした。

　自分でも分かっている。もっと聞き方あるだろうと。コミュ力のなさが露呈してしまったか。

「心配してくれたんだ……」

　しかし、白花はただただ嬉しそうに頬を緩めた。その表情に、先ほどの不機嫌な面影は感じられない。

「……当たり前だ。美少女の心配をしない男子なんているのか？」

「ウフフ、ねね、もう一回言って」

「当たり前だ」

「そこじゃなくて。その次のとこ」

「男子なんているのか？」

「惜しい！　そのちょっと前のとこだよ！」

　ニヤニヤといやらしい笑みを浮かべる白花に、何となく心の中で言いたくないという感情が勝る。

「もう口を開くの疲れた。十分だろ」

「うわ、気付いてるくせに！　言ってよ、ねえ言ってよ！」

「……もうお爺さんとかに頼めば？　会えば毎日のように言ってくれると思うが」

　他の家庭では、祖父とは物凄く孫に甘い存在らしいからな。

　俺にとっては幻想でしかない。お年玉とかくれた事ないし。貰えるのは拳骨くらいなものだ。

　閑話休題どうでもいいか。

　話が逸れたが、やはり気になるのは彼女のこれからについてだろう。

　過去から今を繋ぐ鎖は、未だ不安定な状態で白花を縛っているのだから。

「……白花、どうするんだ？」

　目的語が抜けた問いに、白花は苦笑いを浮かべた。

　そして彼女は空を見上げてしばらく考え込む。それから、ゆっくりと息を吐きながら顔を俯かせた。

「……分かんない」

　前髪で隠したその表情は、俺からは見えなかった。

「……でも、また学校に行けなくなるのは、やだ」

　一度首肯を返す。

「……家族にはすっごい心配かけたし、何より大切な時間を奪われたような気がしてさ」

「……そうか」

　俺は幸いにも、不登校になった事はない。だから、本当の意味で彼女の気持ちは分からない。けれど、少なくとも想像はできる。

　大切な中学時代を奪われた、その辛さを。

　寂しさが色濃く宿る横顔から、何となくだが読み取れた。

「今の時間まで失いたくない。やっと手に入れた、大切な場所だから」

「……そうだな」

　新川達と教室での生活を見ていて、俺もそう思う。

「……だから、高校ではいつも通りに過ごしたい。皆にも心配かけたくないしね」

　白花は無理に笑って誤魔化すが、それは問題を先送りにしているだけだ。

「……それじゃあ解決にはならない」

「分かってる、けど……」

　握りしめた拳は、僅かに震えていた。

　ちゃんと向き合って、話し合うという道はもうないのだろう。既にその段階はとうに過ぎ去ったという事。

　これだけ怯えていては、会うだけで卒倒するのではと心配になる。

　誰かが辛い時、手を差し伸べられる人であれと、亡き母が言っていた事を思い出す。

「……俺が放課後まで考えてみる」

「へ……？」

　呆けた顔で白花は俺を見つめた。

「しつこい元カレ対処法。力になれるかは分からんが」

　肩を竦めてそう言うと、白花は頬を緩めて左右にブンブンと首を振る。

「……ううん、それでも嬉しい。一人で抱え込むよりもずっと、ずっと心強いよ……」

　そう言ってはにかんだ白花は、空に向けて大きく伸びを始めた。

「ふぃー、なーんかちょっと気持ちが楽になったかも」

　猫のように目を細めるその仕草は無防備で少しドキッとする。

　ただでさえ大きな胸を張るので、殊更に強調されていた。藤堂が無言でガン見しているのを肘で小突いてから、何事もなかったように呟いた。

「それは良かった。今の俺、ちょっとかっこよかったかな？」

「……うん、すっごくかっこよかったよ」

　否定されると思ったが、意外にも白花は肯定した。

　眼を丸くする俺に、白花は一歩前に踏み出して、背後をくるっと振り返って、

「ま、嘘だけどね」

　べっと舌を出して、可愛らしくそう告げられた。まあそうだよね。
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　程なくして、学校に到着。

　教室に入って、いつもと同じ窓際の一番奥の席に座る。

　白花とは別々の戸から入ったので、クラスメイトは一緒に来たとは思っていないだろう。まあ廊下を堂々と並んで来たし、登校中も言わずもがななので今更と言えば今更なのだが。

　何となく暇つぶしで、机に頬杖をついて周囲に視線を走らせる。

　白花はさきほどの言葉通り、普段と変わりなく元気よく挨拶して女子の輪に入っていった。

　程なくして、姦かんばしく話す女子の集団に男子のカースト上位組である龍前や三沢くん、そして猿谷が近付いていく。

「――白花達もカラオケ来ればよかったのに。昨日、結構盛り上がったんだぞ？」

「そうだな。久しぶりに歌えてスッキリしたな」

　どうやら話題は、昨日の放課後についてらしい。

　龍前と三沢くんが続け、猿谷が女子に問う。

「そっちはどうだった？　あ、でも勉強会だから楽しいもクソもねーか？」

　すると、新川が不敵な笑みを浮かべ、鼻を鳴らした。

「ふん、お前ら、そうやって余裕かましてると、中間テストであたしに跪つまずく事になるぞ？」

　容姿通りに薄い胸を張り、自信ありげに言う新川に男子三人は面食らった様子だった。

「おいおい、どうした新川。今日はやけに機嫌が良いな？」

「由愛ちゃん今朝から絶好調なんだよねー。昨日、分からなかった問題、鷹宮くんに教えてもらってご機嫌なの」

「……昨日の勉強で、あたしは変わったのだ。赤点回避に向けて頼もしい助っ人を用意できた。お前ら遊び組とは随分と差が付いただろうな」

　川瀬がふわふわ笑い、隣では新川が得意げな顔をしている。新川にとっては嬉しい事でも、今ここで俺の名を出すのはやめてほしかった。

　その声は教室に響き、俺に対して一斉に視線を向けられることになったから。普通になんか気まずい。

「ふーん、鷹宮……ね」

　三沢くんが俺に流し目を向ける。

　睨むようなその眼差しは、体育の時に感じた視線と全く一緒だった。

　だがそのおかげで、一つの疑問が氷解した。同時に、彼の感情は利用できる、とも。

　そんな時、俺に気付いた新川が、とてとてと駆け寄って机にまでやってきた。

「あ、鷹宮、おはよ！」

「……おはようございます」

　サラサラのポニーテールを揺らしながら、新川はぺこりと頭を下げてくる。

「昨日はサンキューな。鷹宮はひょっとして教師に向いてるんじゃないか？」

「……いや、そんな事ないだろ。俺の教え方云うん々ぬんより、新川の頑張りと集中力が凄かっただけだ」

「い、いやいや、あたしなんて全然」

　謙遜して手をわたわたさせる新川。幼い外見も相まって可愛いしか出てこない。これを見れただけで教えた甲斐があったというものだ。

「た、鷹宮がすごいんだぞ。だって教師に聞いてもいまいち理解できなかったとこをさ――」

　眼をキラキラさせて言う新川から視線をずらして頬を掻く。

　人に感謝される事が、あまり経験のない事で少し照れ臭い。だけど、悪くない気分だった。

「あっ……」

　その時、新川が俺の顔を見て目を丸くした。

　何か俺の顔に可笑おかしな部分でもあるのだろうか。

　そう自問していたら、彼女は悪戯っぽく微笑み、俺の頬を指差した。

「……笑った……」

　その指摘に、無意識で自分の顔に片手を添える。

「……いや、まあ。そういう時もあるよな。ロボじゃないし。人間だし」

　眼を逸らしてそう言うと、何故か新川はからかうように目元を細めて、

「だな、鷹宮せんせ。今日は古文教えてくれるんだろ？」

「……ああ……って先生はやめてくれ」

　一応昨夜、彼女のために自分の自学ノートとは別に彼女用のノートも作ってきた。俺のノートは結構落書きとか書いてあるので、それを見せるのは恥ずかしいのだ。

　それに、貸したら俺が勉強できない。

「じゃ、また放課後よろしくな！」

　新川は俺の肩を背伸びしてポンと叩き、自分の席に去って行った。

　いつもなら微笑ましい気分で見送るのだが、今はそういう気分じゃない。

　入れ替わりのように、俺の席に向かってくる男子生徒と眼を合わせる。

「鷹宮、昼休みに話がある。校舎裏に来てくれ」

「……分かった」

　それだけ告げて、三沢陽大は俺の元を去っていく。

　後姿を見送りながら、先ほど浮かべた彼の眼を思い出す。

　別に新川に限らず、俺が女子とどうこうなる可能性など皆無なので安心してほしいのだが。

　面倒だが、この機会に俺も彼に聞きたかった事を聞けるのでよしとしよう。

　しかし、やはり面倒なモノは面倒だ。

　ため息を吐きつつ、窓の外の景色に視線を移した。
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　一限目は数学の授業だった。

　教壇に立つ堀越先生の頭は、今日もバーコードである。

　あの負けを認めていない感じ俺は好きなのだが、以前軽い雑談で藤堂に言ったら「俺だったら素直にスキンヘッドにする」と返された。

　価値観の違いだろう。

　というか、今はそんな事どうでもいい。

「……きょ――アレ」

「返さ――」

　何故か授業が始まっても周囲では無駄話が収まらない。

　基本的に一年二組の授業態度はさほど悪くないのだが、今日に限ってざわついていた。

　いや騒がしいというか、ソワソワしている気がする。

「――ふふーん、教えて進ぜようか？」

「……どうした急に」

　隣でドヤ顔の白花が、首をこてんと倒して俺を横目で見つめてくる。

「鷹宮くん、授業聞いてないし、それに連絡回ってくる事もないから知らないんでしょ」

「当たり前だろ。陰キャ舐めんな」

「いやいや、威張る所じゃないから」

　半眼で見つめる白花から視線を外し、自分の肩を揉みながら興味なさそうに口を開いた。

「……それで。知ってるなら早く教えてくれる？」

「うわ、うっざ……」

「さっきの〝教えて進ぜよう〟もウザかったけどな」

　そうこうしている内に、先生の口から理由が飛び出した。

「えー、結果が気になるのは分かりますが、少し静かに」

　一息で静まった教室を見渡して、先生は一度咳払いして続けた。

「では改めて……今日は先週やった小テストを返却します。出席番号順に取りに来てください」

　すると、一番の生徒から順に席を立つ中、教室のあちこちで一斉に声が上がり出した。

「俺、全然勉強してなかったからなー。多分ヤバイわー」

　そう予防線を張る猿谷や、

「龍前は運動もできるのに頭もいいよね。この前勉強教えてくれたし。きっと今回のテストもさぞ良い点数なんだろーなー」

「それはどうだろう。けど少なくとも、綾瀬よりはマシかも」

「うっわー、酷い、龍前！」

　白い歯を覗かせてキラリと笑う龍前と、めそめそとうそ泣きをする綾瀬のやり取りが目に入る。それらを一度目を閉じる事で視界から排除して。

　そして俺はなるほどと、口の中で呟く。

　そういえば先週行った数学のテスト、まだ返されていなかった事を思い出した。

「――ねね、鷹宮くん」

　白花は何が嬉しいのか、身体を揺らしながら声をかけてくる。

「なんだ……？」

「そういう事だから、テストの点数勝負しよ」

「何がそういう事か分からないけど、まあいいぞ」

「よし、言質は取ったからね？」

　わざわざ顔を近付け確認してくる白花に、同じ距離だけ身を引いて困惑しつつも首を縦に振る。

　別に躊躇する事でもないし、自分に何か不利益がある訳じゃない。勝っても負けてもどちらでもいいのだ、俺は。

「じゃ、負けた方が購買で焼きそばパン買ってくる事！」

「……焼きそばパン……？」

　と思ったら普通に罰ゲームが用意されていた。

　しかもその内容は、パシリが買ってくる物ランキング一位に位置する食品じゃなかろうか（集計不明）。

「購買で買える焼きそばパンはすごく美味しいって噂になってるんだよ？　だからすぐ売り切れちゃって中々買えないんだって」

　じゅるりと擬音を口に出し、白花はワクワクした顔でそう告げた。

「……なるほど。幻の焼きそばパンというヤツか」

「いや、幻は言いすぎかな」

「……あ、そう」

　冷静に否定する白花に少しだけイラッとしたが、今更ごねるのもかっこ悪い。

　既に俺は勝負を受けた身だ。負けても男ならともかく、美少女に顎で使われるのは何となく気分が良いわけで。

「……分かった。なら勝負するか」

「よっしゃ！　貰った！」

　俺の返答を聞き、何故かガッツポーズする白花を隣から呆れた眼で見つめる。

「今更後悔しても遅いからね？　あたし、実は数学が一番得意なのです」

「……そうですか。ん、白花、次――」

「鷹宮くんがいくら家で勉強しても、普段の授業は寝てるわけじゃん？　その点、あたしは授業を真面目に聞いて家でちゃんと自習もしてるからね。そんなあたしに勝てるわけ――」

「白花さん、お話に夢中になるのも結構ですけど。このままだと休み扱いになりますよ？」

　背後に立つ堀越先生の声に、白花は一度背筋をビクッと震わせた。その姿に教室は朗らかな笑いに包まれる。

　白花は首をぎこちなく背後に向け、あっと驚いた声を上げて席を立ち上がった。頭の後ろに手を当て、恥ずかしそうにはにかんで弁明する。

「す、すいません、先生。でもあたしテスト結果は良いですよね！　だからどうか怒らないでくださーい！」

「……私としましてはテストだけでなく、授業もちゃんと受けてほしいのですが」

　何故か眼鏡越しに細めた眼を隣の席に座る俺に向けてくる先生から視線を外す。

　明らかに俺に言っている事が嫌でも伝わってくる。

　まさか俺が生み出した、前の席の男子の背に重なる位置で寝るという完璧な隠おん形ぎようがバレているとは思わなかった。

「では、どうぞ」

「ありがとうございます」

　そしてプリントを手渡され、白花は頭を下げる。

　その後、席に座った白花はテスト内容が印刷されたプリントを見つめて、くつくつと笑い声を漏らした。

　何となく触れるのが面倒だが、一応声をかけてみる事にする。

「何点だったんだ……？」

「いやー、余裕の余裕。90点だった！」

「おお、凄いな」

　素直に感心する。正直、65点くらいだと思ってた。

「これはもう勝ったでしょ。ふふ、やった、鷹宮くんを顎で使ってやる」

「……やれやれ、結論を出すのが早いな」

　首を左右に振る。

　それからしばらく時間が経ち、教壇を見れば丁度次の出席番号が俺だった。そろそろ立ち上がって順番待ちをしていた方が良いだろう。

「いってらっしゃい」

「……ああ」

　余裕を滲にじませた顔で、背もたれに背を預ける白花が俺に手を振る。それに頷きを返し、教壇の前まで来る。

　俺の順番となり、向かい合った堀越先生が俺にプリントを差し出した。

「鷹宮くん。分かっていると思いますが、成績はテスト結果だけではありませんからね？」

「……はい、了解です」

　言外に授業態度も含まれているという事か。

　しかし、他の人達には無言で手渡すのに、何故俺だけと少し不ふ貞て腐くされた気持ちを抱く。

　まあ心当たりはあるので、しっかりと反省するとしよう。ただし後悔はしない。

　何故なら、特に授業を聞いていなくてもしっかりとした点数を取れるから。

　殊勝な態度で反省してますアピールをしつつ、プリントを受け取って席に帰る。

「……で、どうだったかね？」

　白花は不敵な笑みを浮かべていたが、

「白目剥むくなよ？」

「いや、それを言うなら驚くなよとかでしょ。女子に白目剥くなはおか――」

　席に腰を落ち着け、言葉の途中に無言でテスト用紙を差し出すと。

「しいって、は……？　え、１００……はぁ!?」

　俺の手からテストを奪い取り、随分と近い距離で点数を見つめる。プリントを持つ手をわなわな震わせる彼女の反応に、クスリと笑ってしまう。

　あれだけ自信満々な表情だったのに、今は見る影もない。

「悪いな。そういう事だから」

「う、嘘だー、１００点とか！　う、嘘だよ１００点なんて！」

「ちょ、声がでかいって。おい、落ち着け、白花――」

「みんな！　１００点、ここに１００点がいますよッ！」

「もう露骨な嫌がらせだろそれ！」

　その声は教室に響き渡り、無駄に注目を集めてしまう。俺のプリントを天井に掲げる白花は、そのまま新川の席に突撃していった。

　新川は新川で凄いとはしゃぐので、再び三沢くんから憎々しげに睨まれたのだが。

　周囲からちらほらと視線が寄せられてる事に煩わしさを感じ、俺はため息を吐きながら机に突っ伏した。




＊　　＊　　＊




　小テストが返却された一限終わりの休み時間。

　教室は先ほどの小テストの話題で持ち切りだった。それもそのはず、いつも元気の良い隣の席の方が、今は悔しそうに歯噛みして机に突っ伏したまま動かないのだ。

　そんな彼女を見て、遊びに来た新川は呆れた眼を向け、川瀬はその様子に苦笑している。

「……朝姫、鷹宮が１００点取ったのがそんなに悔しいのか？」

「ふふ、隣の教室まで聞こえてたりしてね」

「……不吉な事を言わないでくれ」

　できれば注目を集めず静かに過ごしたい。

　が、もはや俺は昨日彼女らと勉強会を行ったし、今朝だって白花と一緒に登校してるわけで。

　目立ちたくないという点では、もう手遅れかもしれないと思い始めている。

「……あー、悔しいぐやじいー。負けたー、焼きそばパンあたしが買ってこなくちゃならないのかー」

　罰ゲームの事を指しているのだろう。

　白花が沈んだ声音でそう言うと、川瀬があっと声を上げて手のひらをポンと叩き、新川が眉を寄せて首を傾げた。

「それ、美味しいって評判になってるやつだね」

「……負けたって、何か勝負してたのか？」

　白花は顔を伏せたまま頷き、くぐもった声で告げた。

「……鷹宮くんとテストの点で勝負して、負けた方が買ってくるっていう罰ゲーム」

　新川はスマホをいじりながら、

「……ふーん。その勝負、自分から決めて挑んだんだろ？」

「……うん」

「それで普通に負けたのか……ダサいな」

　その言葉にショックを受けたのか、白花は机に顔を伏せたまま唸り声を上げる。

　言葉の鋭利な刃物が見事に刺さった幻影が見えた。

　しかし次の瞬間、白花はふふっと不気味に笑い、ドヤ顔で机から顔を上げた。

「――由愛ちゃん、甘いね。君は砂糖菓子のように甘いよ」

「ああ、そう」

　冷静に流す新川は白い眼で白花を窺っていた。

「あたしがこの状況を想定していないとでも？」

　眉を上げ、したり顔でそう述べた白花の調子に合わせて、俺はとりあえず合いの手を入れておく。

「な、なんだってー」

「そう、あたしはまだ負けていない。こうすればあたしは鷹宮くんの上をいけるんだ！」

　白花は自身のプリントの点数が書かれてある横に、缶ペンケースから取り出した赤ペンで０を一つ付け足した。

「ほら、これで９００点なのです！」

「……」

　無言で自分の席に帰ろうとする新川の腰に白花は抱き着き、

「なんか喋ってよ、由愛ちゃん！」

「放せ、小学生みたいで呆れて声も出なかっただけだ」

　死んだ目で振りほどこうとする新川と、絶対放さないという顔の白花。

　二人を横目に見つつ、まさか小学生みたいな見た目の新川に言われるとはと少し呆れを抱いた。

　そんな失礼な事を考えていたら、新川にジト目で睨まれて思わず背から冷や汗が流れる。

　鋭すぎる。エスパーかよ。

　しばらく二人がわちゃわちゃやっている横で、川瀬が俺に感心したような眼を向けた。

「それにしても、鷹宮くんすごいね。先生が言ってたけど、１００点は一人だけだってね。一体、どういう勉強法してるのかな？」

　その質問に、白花と新川も動きを止めて俺を見る。

　白花は胡乱げな、新川は少し期待するような顔で。

　しかし、残念ながら俺は別に特別な事はしていない。

　単純に予習復習しっかりしているだけなのだが、それだけでは白花は納得できなそうなので。

「……しいて言うなら、藤堂の姉が関係してるかな」

　廊下側の一番端の席に座っている不良の後姿を見ながら、脳裏に鋭い目付きの美女を思い浮かべる。

「え、藤堂くんのお姉さん？」

「ああ。あの人は大人げない人で、俺が中学生の時に高校の問題を出して答えられないと馬鹿にして煽ってくるような人でな」

「うわー、お、大人げない……」

　ひきつった表情を浮かべる白花に一度首肯を返して、

「……馬鹿にされるのが嫌で、高校の問題も少しだけど中学の時にやってたんだ」

「ほー、そうなんだ」

「特に中学は部活もやってなかったし、暇だったからな」

「なるほどなるほど、じゃあ鷹宮くんは勉強特化型だね！」

「そうだな」

　自然に頷くと、白花は得意げにツンと形の良い顎を上に向けて、自慢げに胸元を叩いた。

　豊かな胸が服越しでも揺れるのを、隣に立つ川瀬が凄い眼で見ていたことに背筋を震わせる。

　確かに川瀬は新川に比べても絶壁……これ以上は心の内でも考えられない。

「あたしは中学高校と部活でバレーやってるから」

　俺としてはそうですかとしか思わないので、特に返答せず新川と川瀬に話を振る。

「新川と川瀬は小学校からだっけか？」

「ああ、ずっとバスケだな」

「……本当に好きなんだな、それだけ長いと」

「うん、めっちゃ好き。背が高い奴らをスルスル抜くのが本当に楽しいんだ」

　新川は頬を緩め、柔かい表情を浮かべる。

　昨日も勉強会で、赤点を回避するために真剣に勉強に取り組んでいたし、やはりそれだけ部活の時間が大切なのだろう。

　だが、川瀬だけ何も発言していない。ずっとニコニコしているだけだ。

　ついに怪訝に思った新川が、川瀬に困ったような表情で尋ねた。

「なんだよ、静流。お前もバスケ楽しいだろ？」

「……うーん、確かに楽しいけど、わたしは由愛ちゃんと一緒じゃなかったら辞めてたかも」

「え……」

　クスリと微笑む川瀬に、三秒くらい硬直してから新川はそっぽを向いた。どことなく耳が赤いが、指摘したら殴られる気がするのでやめておこう。

「イチャイチャしてるー、交ぜてー」

　その様子を見て、再びひしっと白花は新川に抱き着き、膝の上に乗せてお腹なか周りに腕を回す。

「お、おい、朝姫っ」

「ふふ、ダメ……？」

「……」

　新川は不満げにむうと唸りながらも、白花の膝に腰を落ち着けた。

　俺が遠い眼を向けると、新川はジト目で睨み、

「な、なんだよ……？」

「いや、何でもないです、はい」

　一瞬、なんで俺がこの場に存在しているのか分からなくなっただけだ。

　ともかく、会話が一段落ついてふうと窓の外を見ながら息を吐く。

　中学の頃から、俺は休み時間を人と話す事がほぼなかったので、この『主人公席』になってから忙しくて仕方ない。

　贅ぜい沢たくな悩みかもしれないが、女子高生と話すのはぶっちゃけ疲れる。

　時計を見れば、休み時間はあと数分程度だった。

　廊下で話している生徒も教室に入り、机の中から教科書を出して準備しているのが目に入った。

「じゃあ鷹宮くん昼休み。楽しみにしててね？　焼きそばパンめっちゃ美味しいらしいから」

　正直に言うと、焼きそばパンは好きだが別に今日じゃなくてもいいのだが。

「……弁当持ってきてるんだが……」

「じゃあそれはあたしが食べてあげる！」

　やけに返答が早い。

　もしかして、負けた時はこれを狙っていたのではあるまいな。

「全部食べる気か？」

「うん！」

　元気よく頷く白花の頬は、僅かに赤らんでいる。

　俺の手料理を気に入ってくれたのか、まあまあ嬉しそうだ。

　そうなると俺は当然、白花が買ってくる購買のパンを食べる事になるわけだが。

　よくよく考えると、俺はクラス屈指のリア充（皆はそう思っている）の美少女をパシリに使う陰キャになってしまう。

　クラスの皆からどう思われるか不安だ。

　俺が考えている中、白花は呑気に膝に乗せた新川の首筋に顔をうずめて遊んでいた。

「うわぁ、ちょ、嗅ぐな！」

「シャンプー変えた？」

　再び始まった二人のいちゃつきを横目に、窓の外の景色に視線を移す。

　昼休みは三沢くんとも約束があるわけで。

　彼との用件が終わったときには、きっと俺の机には絶品だと評判の焼きそばパンが用意されているわけだ。

　昼休みに向けてテンションが下がるばかりだったが、ご褒美が用意されていると思えば何とか乗り切れるだろうか。
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　四限が終わり、ついに昼休みを迎えた。

「じゃ、行ってきます！」

「お、おう」

　ビシッと敬礼してから教室を出て行く白花を見送り、俺も席を立つ。

　敷地内を歩き、学校の裏に回る。

　既に俺を待っていた彼を改めて見つめる。リア充の名に恥じぬ容姿だ。

　すらっと伸びた身長に、怜悧な顔付きのイケメン。

　三沢くんは振り返って、意外そうに目を丸くしてから嘲るように笑った。

「これは意外だったな」

「……何が？」

「まさかノコノコと一人で来るとは。いつも藤堂の後ろに隠れているから、てっきりアイツも連れてくると思ってたが……」

　言いながら三沢くんは俺の方に近付き、

「お前、警戒心とかないのか？　こういうふうにされるとか、思わなかったのか？」

　俺は胸倉を掴まれ、学校のフェンスに押し付けられた。背中が地味に痛い。

「……由愛に昨日、勉強を教えたんだってな。アイツに少し褒められたからって、調子に乗るなよ？　陰キャ風情が」

　顔を近付け、威嚇するように目を細めて俺を見る。やはりと、納得する。

「……話って新川のことか」

「あ？　それ以外に何がある」

「いや、てっきり白花に近付くなとかそっちの可能性もあったから……」

　すると、三沢くんは舌打ちをして、

「俺は新川派なんだ」

　真顔でそう言う三沢くんはシュールで、少し面白い。

　だが良いことを聞いた。俺にとってそれは、非常に都合が良い。

「なるほど、じゃあ三沢くんの目的は俺を新川から遠ざける事か？」

「……そうだが」

　ここまで俺にするという事は、本当に彼は新川の事が好きなのだろう。

　頷きつつ、眉根を寄せて怪訝そうに俺を見る三沢くんに、感情を感じさせず言葉を紡ぐ。

「分かった。その頼みは聞こう。だが、俺からの頼みも聞いてほしい」

「あ？　そんなこ――」

　胸倉を掴まれている手を片手で掴み、思いっきり握りしめる。その瞬間、ミシミシと音がして三沢くんが顔を歪ゆがめた。

「て、てめえ……！」

「簡単な事なんだ。あんたのお兄さんに、白花朝姫は令賀丘高校に通っているという情報を流すだけで良い」

「……なんで、お前が兄貴の事を……」

　呆然として俺を見る三沢くんに、内心笑みを浮かべる。

　どうせ遅かれ早かれ、白花が通う高校はバレる。

　だったらこっちから時期をコントロールした方が良い。

　それにこの企たくらみが上手くいけば、男子からの妬ねたみの視線も、こうやって絡まれたりする事もなくなるだろう。

　この件を利用して、いつもの日常を取り戻す。

　おそらくだが、三沢先輩は白花に未練たらたらだ。だから彼は、白花が通う学校を探っていた。そんなしつこくて面倒な元恋人が現れた時、最も簡単に諦めさせる方法は白花に新たな恋人がいるという事実だ。

　その恋人ヒーロー役は、龍前奏多にやってもらおう。彼なら、どんな男にも負けない華やかさがある。

　だから龍前にも事情を話して協力してもらう。龍前は白花が好きだから絶対やってくれるはずだ。

　昨今のラブコメ作品では、利害の一致からニセ恋人になり、しかし、接していくうちに本気の恋に変わってハッピーエンドというのが多い。

　つまり、この件を利用して白花と龍前を結ばせようという訳だ。そうすれば俺は再びクラスで目立たない人物に逆戻り。

　放課後は早く帰れて紗由に寂しい気持ちを抱かせずに済むし、そして白花も、野蛮な男から自身を守る龍前に対して、〝本物の恋〟を抱いて幸せになれる、まさに一石二鳥だ。

　この計画を立てた上で、誰よりも協力が必要なのは白花だ。

　彼女が俺のパーフェクトプランを容認するかどうかで話は変わってくる。

　俺の計画に賛同してくれるかどうかは五分五分だと思う。しかし彼女自身、いつまでも令賀丘に通っている事を隠し通せるとは思っていないはずだ。

　だからこそニセの恋人を用意する。更にその人物が、白花と外見上釣り合う人間でなければ完璧な納得は得られない。

　龍前奏多は白花のためだと言えば、きっとニセ恋人の件は了承してくれる。やはり、最大の難関はそれを白花が受け入れるかどうかだ。

　三沢くんとの約束により、俺は新川と接触を控える必要がある。

　だが昼休みの話し合いの時、今日の勉強会だけは何とか許してもらえた。

　そして今現在、帰りのホームルームが丁度終わりを告げた所だった。

　日直の号令に従い解散となる。

　ガヤガヤと騒がしくなる教室だが、すぐに生徒の多くが教室を出て行く。テスト期間だからか、皆真っすぐに家に帰る者が多いのだろう。

　そんな中、俺の机に真っ先に小さな女の子がやってきた。童顔のクリッとした大きな目が特徴の美少女、新川由愛だ。

「鷹宮、図書館行くぞ？」

「ああ。だけどちょっと用事があるから、先に行っててくれ。これ、古文のノート。要点はまとめたから、俺がいなくても勉強できるはずだ」

　バッグから一冊のノートを手に取り、新川に渡す。すると、彼女はキョトンとして上目遣いで俺を見た。

「まさか作ったのか……？　たった一晩で……？」

「まあな」

「あ、あたし一人のために、何もそこまでしなくても……！」

　急に慌てだした新川に、柔らかい眼を向ける。

「大した労力じゃない。それに、俺にとっても復習になったし」

　それは事実だ。新川のためとはいえ、まとめていくと自分でも勉強になった。

「……あ、ありがとな、鷹宮……」

　そう言って、新川はノートを胸元に大事そうに抱えた。

　それから、俺は教室の入り口近くの席で準備している藤堂の方を見て、

「先に藤堂と川瀬と図書館に向かってくれ。俺は少し、白花に用事があるんだ」

　すると、隣で聞き耳を立てていた白花はビクッと大おお袈げ裟さに肩を竦めた。

「な、何かね、鷹宮くん……」

「すぐ終わる。だが、大切な話だ」

「……分かった」

　白花は緊張したように硬い表情で頷く。何の話か分かったのだろう。

　そのやり取りを交互に見て、新川が僅かに口をすぼめた。

「お前ら、何かあったか？」

　その質問に、あからさまに目を泳がせる白花に対して、俺は努めて無表情を返す。

「いや、何も」

「……ウン、ナニモナイヨ」

「何で片言なんだ？」

　ぼやきつつ、それ以上新川は詮索しなかった。

　それにほっとしながら、俺と白花は連れ立って教室を出た。

　廊下を歩くと、やはり白花は人気なのか他のクラスから出てきた生徒達に挨拶される。男女問わず、その交友関係は広いようだ。

　それからしばらく歩き、校舎の奥の方へやってきた。ここら辺は授業の実験で使う薬品などを管理する部屋がある所だ。

　人の気配もないし、教室からは大分離れているからか生徒の声も届かない。ただ、無駄に夕ゆう陽ひが差し込んでいるせいで、妙に幻想的だった。

　振り向いた白花の明るい金色の髪が、夕日に照らされ輝いた。しばらく見惚れていると、

「あ、あの、話ってやっぱり……？」

　白花はしきりに周囲を気にして、それからモジモジと手をすり合わせた。

　その瞬間、我に返った。

　考えてみれば二人っきりなのだ。

　緊張もするし、もしかしたら嫌なのかもしれない。手早く終わらせよう。

「……そうだな、この辺でいいか」

　一応、周囲を見渡して、人がいない事を再度確認してから口を開いた。

「話は今朝の件、もし三沢先輩とやらに白花が通う高校がバレた時の対策だ」

「……」

　白花は少し期待するように、上目遣いで俺を見つめた。

「……何か良い案でもあったんだ？」

「ああ、とっておきの策が、な」

　一度、言葉を切ってためを作る。

「……白花、ニセの恋人を作らないか？」

「……は？」

　呆けた顔で俺を見る白花に、間髪入れずに続けた。

「このまま学校生活を送っていても、いつかは三沢先輩とやらにバレる。その時、これは俺の予想だが復縁を迫ってくるはずだ」

　三沢先輩とやらが白花が通う高校をわざわざ調べているのは、おそらくそういう理由からだろう。というか、それしか思い浮かばない。

　俺様系のイケメンという性格上、わざわざ殴った事を謝罪しに来るとも思えない。

「い、いやいや、その話と今の話がどう関係してるの？」

　困惑と動揺、二つの感情が絡み合った複雑な瞳と眼を合わせる。

「つまり元恋人を完全に諦めさせるには、もう既に新しい恋人がいるという状況が欲しいんだ」

「……だから、ニセの恋人……」

　ぼーっと俺を見て、ぽっと頬を朱に染める白花。その反応に疑問を覚えつつ、俺は最後の条件を述べる。

「で、そのニセの恋人は龍前に頼もうと――」

「はぁ!?　いやいや、あり得ないよ！」

　瞬間、白花は壁から背を離して詰め寄ってくる。

　優しい白花の事だ。龍前に迷惑をかけたくないと思っているのだろう。彼なら喜んでニセの恋人を引き受けてくれると思うが。

「いやいや、ニセの恋人は龍前以外あり得ない。アイツなら容姿的にも釣り合うし、何より隣に並ぶとお似合いだからな」

「……やだ」

　白花は首を横にブンブン振る。それから不満を訴えるように頬を膨らませ、

「ほ、ほら、龍前に悪いじゃん。み、三沢先輩は暴力とか躊躇なく振るう人なんだよ？　き、危険に巻き込んじゃうかも……」

「……いや、もし暴力を振るってきたら藤堂を貸そう。アイツは外見通り喧嘩が強い。だから大丈――」

「じゃ、じゃあ！」

　急に大声で俺の言葉を遮る白花。それから彼女は一歩進み、俺を上目遣いで見上げた。

「ニセの恋人役は……」

　白花はドルルルルルと口で効果音を挟み、

「――キミに決めた！」

　ビシッと指を差す白花に、俺はその指をむんずと掴んで下に曲げる。

「白花さん、そこには地面しかないですよ？」

「キミに決めた！」

　今度は逆の左手で俺を指差してくる。勘弁してほしい。

「……いや、恋人役は誰でも良いわけじゃない。確かに俺はお前の事情も知ってるが、白花と釣り合っている人物じゃないとダメなんだよ」

　すると、白花はグッと大きな胸の前で拳を握り、

「諦めるなよ！　鷹宮くんだってお洒落しやれすればリア充の雰囲気イケメンくらいは模倣できるよ！」

「……雰囲気イケメン……」

「それにそれに、知らない人を巻き込むのはね……やっぱ気が引けるというか？」

　白花は眉をくいっと上げて笑う。何だか急に調子が出てきたように感じた。

　しかし、その表情にはイラッとしたのできっぱりと断る。

「いいや、ダメだ。元恋人が敵かなわないと認める程の男じゃないと」

「じゃあじゃあイメチェンしてみて、鷹宮くんがあたしに釣り合うかどうか見極めてみようじゃない！」

「は……？」

「鷹宮くんはまずその眼元まで伸びる髪をどうにかした方がいいね。もうそれが陰キャっぽいというか……」

　白花は顎に手を当て、唸りながら俺の周りを歩く。そして服装や髪など、上から下までチェックされる。

　というかまだ髪は分かるが、服装チェックなど制服のブレザーだからする必要ないと思うが。

　しかし、大きく頷いてニヤッと笑った白花には、どうにも嫌な予感を感じた。

「今度の週末、鷹宮くん改造計画を実行します」

「……何ですかそれは」

「陰キャの鷹宮くんがリア充になるべく様々な事を経験する計画です」

「待ってください、俺が考えたパーフェクトプランはどこに行ったのでしょう」

「そんなもの知りません。これは強制イベントです。クリアしないと未来はありません」

「え、未来はないって俺死ぬの？」

　白花は楽しそうに笑うだけ。

　それから彼女は勢いよく一歩を踏み出し、くるっと回って俺の方を振り返った。その瞬間、再び夕陽がバックに差し込み、幻想的な美しさを生み出す。

「じゃ、そういうことで！」

　花のように微笑んだ白花を見れば、言いたい事全てが脳裏から吹き飛んでしまった。
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　既に時刻は夜の九時を回っていた。

　自宅にあるリビングのソファに座って、俺は今日あった出来事を思い返す。

　白花に対して、ニセの恋人役を龍前に頼んで面倒な元恋人を追っ払うという計画は出だしで頓挫してしまった。

　代わりのニセ恋人には何故か俺がなる事になってしまい、休日には訳も分からない理由で出かける羽目となった。

　三沢兄に目を付けられるのは確実に俺になり、そうなると対処するのも俺になる。面倒事を早めに対処するか、それとも遅らせるか。

　どちらがリスクが高いか、しっかりと考える必要があるだろう。

　しかもニセの恋人になると、更にクラスメイト達から注目されてしまう。加えて、白花と関わるという事は必然的に仲が良い新川や川瀬達とも関わる事になってしまうはずだ。

　昨日、今日と二日間行った勉強会が良い例だ。

　つまり、三沢くんにも再び絡まれる可能性が上がるし、龍前にも良い顔はされないだろう。

　悩み事が多数浮上するが、まあプラスに考えるとすれば白花の秘密が俺達の中でとどめておけるという事くらいか。

　ちなみに勉強会の方は多少問題はあったが、今日も下校時刻まで真剣な様子の新川に付き合った。

　俺も復習になるから良いのだが、新川は今日も生真面目に感謝を告げてきた。

　そして上機嫌に揺れるポニーテールに和みながら別れて、現在に繋がるわけだ。

「にぃ、お風呂あがったよ……」

　タオルを首に巻き、黄色のパジャマ姿の紗由がリビングにやってきた。髪にはまだ水滴がついており、リビングに垂れそうになっている。

「紗由、ちゃんとドライヤーしてきなさい」

　注意すると、紗由は口を尖らせて、

「じゃあにぃがして」

　今朝と同様に、まだご機嫌斜めな様子のお姫様は、どうやら俺に構ってほしいらしい。

　ふと思い出したのだが、そういえば母が病気で入院している時は、いつも俺が母の代わりに紗由の髪を乾かしたり、梳とかしたりしてやった事を覚えている。

　最初は上手くできなくて、よく母が良いと怒られたものだ。

　懐かしさを感じて、偶にはしてやろうという気分になり俺は膝に手を置いて立ち上がった。

　紗由の手を取り洗面所まで引いて、鏡の前に立たせる。そして右手でドライヤーのスイッチを入れて、逆の手で髪を梳いていく。

「んぅ」

　頭をゆらゆらさせる紗由に目を細めつつ、その様を見て過去を懐かしんだ。

「……にぃ、さっきは何に悩んでたの？　女の子達と勉強会とかリア充イベントでしかないじゃん」

「え、何？　ドライヤーの音で聞こえないんだけど」

「――バーカ、あーほ、間抜けー。陰キャ丸出し馬鹿にぃ。ふっ、どうせ聞こえないでしょ」

　無言でドライヤーを更に近付ける。

「あ、あっつい、にぃ！」

「あ、悪い」

「聞こえてたでしょ？」

「いいや、全く」

　鏡に映っている紗由が、ムッと頬を膨らませて俺を睨んだ。

　俺は彼女と眼を合わせ、少しだけ唇の端を吊り上げる。
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　まだ母がいて、紗由が小さかったあの頃を思い出すこの時間が、素直に楽しいと感じた。しばらく無言でドライヤーをかける音が響く中、

「……にぃ、聞いてよ。今日紗由ね、にぃが帰ってくるまで勉強してたんだよ」

「お、偉いな。いや、受験生だから当たり前か。何を感心してるんだ俺は……」

「ねえ、そんな事より褒めて褒めて」

「……紗由、嘘はいけないぞ？　ほんとに勉強したのか？」

「うわ、にぃ、こんな可愛い妹の事が信じられないの？」

「俺だって信じたいさ。だが日頃の行いを鑑みてだな――」

　髪を優しく梳いてやると、紗由は気持ちよさそうに目を細めながら、

「でも今日頑張ったのは事実だよ。頑張ったからさ、ご褒美にマッサージもして？」

　こてんと首を横に傾けて尋ねてくる妹のあざと可愛さに、なすすべなく陥落した。

「分かった。今日は特別にしてやるよ、特別だからな？」

「はいはい。じゃあにぃのベッドでやろ。紗由の部屋散らかってるから」

「……ちゃんと掃除しなさい」

「むりー」

　こんなんでお嫁に行けるのだろうか。

　いや、もう俺が養って二人でこのままマンションに住むという選択肢も良いかもしれない。

　ドライヤーを終え、サラサラになった髪を撫でつけ紗由は上機嫌にその場でくるっと回った。その後、俺の背中を押して行き、兄である俺の部屋の扉を勢いよく開け放って躊躇なく足を踏み入れた。

「……相変わらず殺風景な部屋。本棚と勉強机しか置いてないし」

「いいんだよ、これで」

　余計なものは生活の邪魔になるだけだ。

　紗由と遊ぶときに使うゲーム機などの場所を取るものは、リビングにあるので自室には置いていない。

「ふわぁ……じゃあ早くマッサージしてー」

　俺のベッドに躊躇ためらいなくダイブして、うつ伏せになった妹は欠伸を噛み殺しながら目を閉じた。完全に寝落ちする気満々なのだが、俺のベッドの上でそれはやめてほしい。

「なんでこんなに奉仕してるんだろ、俺」

「紗由もマッサージやってあげるから。足で」

「マジでか」

「なんでちょっと嬉しそうなの？　気持ち悪いよ、にぃ」

「……気持ち悪いって、キモイって言われるより心にダメージが来るな……」

　感情を排して無心となり、俺は妹の背中を優しくさすっていく。パジャマ一枚という薄着だからか、妹の柔らかな身体を直接感じるが、やはり肉親だから特に何も感じなかった。

　両手で肩の筋肉を広げるように撫でさすっていく。

「どうだ？」

「ちょーきもちぃ」

　舌足らずな声になった紗由の様子を確かめて柔らかな笑みを浮かべる。

　次に左右の肩甲骨の僅かな間や肩の上部、それから首元のツボを刺激していく。

　下がって腰まで行ったら再び肩までぐいーっと戻り、更に円を描くような動きで二の腕を揉み、手首までほぐしていく。

　母が家にいた頃は、よくこうしてマッサージをしていたものだ。だから人よりは手慣れていると思う。

「……あしもやってー」

「ここで眠るなよ？」

「ぅん」

　要望に素直に応える。

　まずは足裏から。

　指を軽く引っ張ったり、指の先を指圧したりしていく。それから足先を揉み、かかとは強く指圧した。黙々とマッサージをしていくと、部屋には紗由の僅かな息遣いしか聞こえなくなった。

　そんな静かな空間が出来上がる中、その空気を壊さないように紗由が自然に口を開いた。

「……ほんとはねー、にぃが友達に取られちゃうの嫌なの」

「……」

「お母さんが亡くなってから、お父さんは一層仕事を頑張るようになったでしょ？」

「……ああ」

「紗由には、にぃしかいないから……」

　一度言葉を切ってから、紗由は透明な声で告げた。

「でも、そうやって自分の弱さでにぃを縛りたくないって思う紗由もいるの……」

　言葉を聞きながら、俺はマッサージを続けていく。

「朝はごめん……折角作ってくれた美味しい朝食を残しちゃって……」

「……夕食のときに食べてくれただろ。それに、俺だって同じだ。お前が夜遅くまで友達と遊ぶようになったら、しばらくへこむと思う。寂しくてな」

　その言葉に、紗由は嬉しそうに目元を細めた。そしてベッドから起き上がって、

「……そろそろ交代しよっか。今度は紗由がにぃにマッサージしてあげるね」

「ちゃんと力加減は考えろよ？」

「このか弱い乙女のどこが心配なのですか。さあ、寝てください」

　上着を脱いでＴシャツ一枚とスウェットの薄着になった俺は、言われるがままうつ伏せになった。

　そして紗由はおっかなびっくりだが、優しく俺の背中を擦さすってくれた。

「……や、やっぱり……友達と遊ぶのも良いけど、偶には紗由とも遊んでね……？」

「今更だな。俺は紗由のお兄ちゃんだぞ？　遊びたい時はいつでも言ってくれて構わない。俺だって同じ気持ちなんだから」

　俺も母が亡くなった時は結構荒れた。

　いつも台所で優しく笑い、美味しい食事を作ってくれたあの人がいなくなってしまったのだ。そりゃ悲しむし落ち込んだ。

　でも、荒すさんだ俺の心を支えてくれたのは、目の前の大切な家族だった。

　ただ傍にいてくれるだけで、物凄く助かったものだ。

　そんな大切な妹から背中に優しい刺激が届くと同時に、頭上で彼女の場違いにも聞こえる酷く明るい声が耳に届いた。

「ふっふっふ、その言葉を待ってた！」

「え？」

「今度の土曜は白花さん？　とデートするんでしょ？　じゃあじゃあ日曜は紗由に付き合ってね？　いつでも言えって言ったんだから、もちろん良いでしょ？」

「……もしかして今の言葉を引き出すために？」

「さあーどーかなー」

　その後、終始上機嫌な様子で紗由は俺の背中を揉みほぐしてくれた。

　小悪魔な妹に騙だまされる事は、きっとこの先も幾度となく経験していくのだろう。

　別に嫌な感情は湧かないので、むしろ俺も案外楽しんでいるのかもしれない。
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　ついに迎えた土曜日の朝。

　いつもなら紗由とダラダラ過ごすだけの休日だが、今日は一味違う。

　何とびっくり女子と街に出かけて遊びに行くのだ。

　一般的にデートと呼ばれるそれを、まさかクラスで空気の俺が経験する事になるとは思わなかった。

　時計を見れば時刻は朝の９時。

　次にカレンダーに視線を向けると、今日の日付の欄には妹の字で〝にぃの初デート〟と書かれている。

　まさか休日にクラスのアイドルと出かける事になるとは。

　しかし、ポケットに入ったスマホから電子音が響き、届いたメッセージの差出人を見て、これが夢ではないのだと実感した。




　白花朝姫：待ち合わせは今日の十時です。決して遅れないように！




　その後、ラノベヒロインが親指をグッとしているスタンプが送られてきた。

　いよいよアニメ好き、というかオタク趣味を自重しなくなってきたなと少し呆れてしまう。

　過去を知っているとはいえ、こうもあからさまだとクラスのアイドルとしてのイメージが少しずつ崩れてきた。

　了解の文言を打ってスマホを仕舞うが、傍で俺のベッドに座り、様子を確認している紗由が興味津々といったふうに尋ねてきた。

「ねー、なんて返したの？」

「……了解とだけ」

「うわー、淡泊ー」

　ベッドの上で足をプラプラさせた後、紗由は俺のベッドの中に入った。

　そして彼女はほうと息を吐きながら、俺のベッドから頭だけ出した状態でスマホをいじり始めた。

「とりあえず策は練った。上手くいくかは分からないがな」

「……そういえば昨日の夜にデートプラン考えてたよね？　というか、そもそも何でデートすることになったんだっけ」

「それは俺も知りたい」

　白花が言うにはこのデートは俺をリア充にすべく行うものらしいが、今回は白花に無理を言って、とある目的のために今日のデートだけは俺に任せてほしいと伝えてある。

　紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、白花は何とかその申し出を了承してくれた。

　これで一先ず、俺の目的を遂げる土台は用意できた。

　最初に提案した俺のニセ恋人計画は崩れたが、代わりとなる新たな策をこのデートを使って実行する。

　結局の所、ニセ恋人案は白花の元恋人に仲の良さをアピールして、諦めさせるという手法だ。

　その相手が陰キャの俺では、きっと相手も諦めがつかないはず。

　つまりこうなっては、遅かれ早かれ白花の元カレに俺が絡まれる事になる。

　相手は中学時代、あの藤堂に勝つほどの不良だ。純粋な喧嘩の腕という意味では測れないが、少なくとも相当な武闘派であると予想が付く。

　そんな相手に目を付けられれば、確実に学校生活にも支障が出てしまう。

　やはり俺としては、このまま白花とニセ恋人になるわけにはいかない。

　勝負はこの週末、そして今日中にケリをつけるのがベストだ。来週から落ち着いて中間テストを受けられるようにするために、次の布石を打っておくとしよう。

　スマホのグループＲＩＮＥから一人の男子生徒を友達追加する。そして自分の頭の中に入っているデートプランを確認し、時刻と共にある情報も付け加えて送信した。

　しばらく待ち、相手が既読した事を確認してスマホを閉じる。

　今回の一件で、白花はコントロール不能という事が分かった。だったら、違う当人をコントロールすれば良い。

「……面倒事は早期解決に限るな。ふっ、皆、俺の手のひらの上で踊り狂うが良い」

「かっこつけてるとこ悪いけど、にぃ、そんな格好で出かけるとかアホなの？」

「……え、パーカーとデニムじゃダメか？」

「いや、それ部屋着のやつじゃん。はぁ、もう紗由に貸して。にぃは服装とかに無頓着すぎだから」

　ため息を吐いた紗由は、すぐにてきぱきと動き出した。

　俺の部屋のクローゼットを勢いよく開け放ち、服を取って俺と合わせていく。

　そんな紗由に圧倒され、しばらく人形のようにじっとしてされるがままになった。
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　待ち合わせ時間十五分前にやってきたのは近くの駅だ。

　正直、二人の家から一番近い場所はスーパーマーケットなのだが、締まらないという理由で駅になった。

　ちなみに待ち合わせ場所は改札を出たすぐの所にある大きな時計がある所。

　しばらく待って、時計を見上げれば時刻は十時ぴったり。

　待ち合わせに指定したはずの時間だが、まだ白花は来ていない。

　駅周辺は行き交う人々で混雑している中、遠くから煌きらびやかな金色の髪が迫ってきたので白花かなと思ったら、別のギャルだった。

　令賀丘では見たことがないので、他所の高校だろう。

　そんなどうでもいい事を考えていた時、

「ご、ごめ、ん！　はぁ、はぁ、ま、待った……？」

　息切れした声が背後から聞こえ、俺は振り返って思わず「遅い」と反射的に言おうとしたが、瞬間言葉に詰まった。

　見るからに気合が入っていると分かる服装の数々に目を奪われたのだ。

　少し裾が広がり、ぶかっとなっている純白の上着に、下はデニムショートパンツ。綺麗でありながら、どこか艶なまめかしい生足がよく見えて思わず生唾を飲み込んだ。

　そして頭にチョンと載った可愛らしい黒のベレー帽。

　加えて、小さな肩掛けバッグに足元は大人っぽさを適度に抑えたヒール。

　何より、いつもストレートロングの髪は毛先にウェーブがかかっており、顔には薄く化粧が施されている。

　普段は可愛さ百点といった感じだが、今は美しさと可愛さが半々といった所だ。

　子供の明るさと、大人の魅力が丁度良く混じり合っている感じ。

「……」

「あ、あの……鷹宮くん……？」

　戸惑いの視線を向ける白花にハッと我に返った。

　ぼーっとしている場合じゃなかった。

　今こそ、アニメやラノベでデートについて予習してきた知識を活いかす時だ。

　美少女とデートする時は、一番初めに絶対と言ってもいい確率で主人公は相手ヒロインの服装を褒めるだろう。

　アレの必要性を俺は全く理解できないが、ここはラブコメ主人公に倣って褒めるとしよう。

「ど、どこか変だった？　い、いま走ってきたから……ちょっと乱れてるかもだけど……！」

　あわあわしながら髪やらなにやらを確かめている様子の白花に、俺は安心させるように言葉を選んで口を開いた。

「大丈夫。すごい似合っている。めちゃくちゃ可愛いぞ、白花」

「……っ！」

「服が」

「……へ？」

　頬を真っ赤にした白花は、急にキョトンとして目をぱちぱちと瞬きさせる。そして自分の服装に視線を向け、

「ふ、ふく……」

「ああ、とても似合ってる。特にそのふわっとした上の服」

「……ラグランスリーブカットソーね」

「え？　ラグナロクカットソー？　なにその壮大な名前」

「何でもない！　というかボケるならもう少し似てるやつに言い換えて！」

　何故か疲れたように肩を落とした様子の白花に首を捻る。

　そんなに正式名称を知らなかったのがいけないのだろうか。ボケに関しては、咄嗟に口から出たのがアレだったのだからしょうがないだろう。

　対して、気を取り直したように白花も俺のつま先から頭の天てつ辺ぺんまで見て、ふむふむと頷き始めた。

「……い、意外と鷹宮くんも似合ってるね。黒のコーチジャケットに白のパーカーと。下はデニムにスニーカーか……」

　しげしげと見つめる白花の視線が、何だか居心地が悪い。とはいえ、妹の力を借りてチョイスした服装だったが、どうやら合格だったらしく一先ず安堵した。

　あとで紗由には感謝の印としてプリンでも買って帰るか。

「意外とは余計だ。どうだ、服装的にはリア充に見えるか？」

「うーん、でもよく見るとなんか背伸びしたっぽい雰囲気出てるわー」

「……君は俺を落とさないと気が済まないの？」

　しかしここで会話をするうちに、ある事に気付いた。

　今、俺達がいる場所は駅の改札入り口付近だ。

　当然ながら下車、乗車する利用者でこの場は混む。そんな所で長く会話しているとどうなるか。

　一気に下車してきた利用者が改札を出て行き、俺達はそれに巻き込まれてしまった。白花は人込みに押されて、慣れないヒールだからか倒れそうになる。

　寸前、俺は咄嗟に手を伸ばして白花を自分の方に引き寄せて抱えた。

「ご、ごめ……っ！」

「……大丈夫か？」

「……う、うん……あり、がと」

　俺の懐にすっぽりと収まった白花は、しばらく俺の顔を見てぼーっとしていたが、人波が引いた所でそっと放すと「あっ」と名残惜しそうな声を出して俯いた。

　その仕草に思わずドキッとするが、誤魔化すように咳払いをして続ける。

「……おほん。早速だが、デートプラン１を実行に移しても？」

「そ、その言い方やめてくれる？　もっとさりげなくエスコートしてよ」

　白花は頬を赤らめつつ、後ろで手を組み、唇を突き出して不満を露にする。

「なら映画館に行くぞ」

「またベタなとこきたな、おい」

「金はかかるが、長時間拘束されるし、何より座っているだけで良いからな」

「だから、言・い・方！　今ので30点マイナスだから」

「え、採点方式なの？　０になるとどうなるの？」

「あたしに一つ、パフェを奢おごる事になります」

「……あれ糖分の塊だろ。太るよあんなもん食べたら。そんなに太りたいの？」

「はい、マイナス70点」

　開始早々、もうパフェを奢る事が何故か決まったのだが。

　それからもプリプリと怒る白花を宥めつつ、切符を買って改札を抜ける。

　とりあえず映画館は二駅先にしかないので、電車に乗って移動しよう。

「ふふっ、まあ、でも鷹宮くんだから仕方ないか。じゃあ早く行こ！」

　ぼそっと小さく呟いたため、前半部分は聞こえなかった。

　だが、出だしはまずまずと言っていいだろうか。

　白花はご機嫌な様子で俺の前を歩き、手招きしながら俺を急かしてくる。

　そんなに早く行っても電車が来るのはあと十五分後なので、急ぐ必要はないと思うのだが。

　とはいえ、俺もこのデートを前半までは純粋に楽しむとしよう。こんな機会、もう二度とないかもしれないのだから。

　天真爛漫な美少女に振り回される日々も、これで終わりだと思うと少し寂しいが、白花の一件を解決しなければ平穏な学校生活はないのだ。

　俺は俺のやり方で問題に対処するとしよう。




＊　　＊　　＊




　二人並んで歩くと、白花と俺では否が応でも釣り合わないと実感させられる。

　薄く化粧を施した白花は、いつにもまして周囲から注目を集めていた。

　例えば一組のカップル。

　彼女持ちの男子がすれ違った白花に目を奪われ、そんな彼氏の足を彼女が踏みつけ現実に引き戻す、そんなやり取りをしているカップルを視界の端でとらえたり。

　仕事途中なのか、スマホを耳に当てて電話している背広姿の男性が傍にいる白花に見惚れ、思わずスマホを落とす、なんてことも。

　白花はそんな周りに全く気付いておらず、駅弁コーナーに興味津々といった様子だが、乗り遅れるという事でしょうがなく手を引いてその場から離れる。

「え、何？　駅弁初めて見た人？」

「い、いやー、駅とか行ったの久しぶりで」

　えへへと頭の後ろに手を当てる白花に、思わず呆れた眼を向ける。

　そもそも友達と遊ぶとき、駅を利用していないのだろうか。

　能天気にも程があるが、きっとそういうところも男には魅力に感じるのだろう。

　そんな事を考えている間に、駅のホームに着いた。二人並んで静かに電車を待つ。

「あ、手……」

「……悪い」

「……ううん」

　手を引いたままだったのに気付き、すぐに手を放す。すると、白花は首を左右に振り、目を伏せてどこか残念そうにした。

　そういう反応をされると、勘違いしそうになるからやめてほしい。

　結局、モテない男子が美少女と付き合うなんて事は、創作物の中だけの話なのだから。

　それからしばらく会話をせずに電車を持つ。ふと白花の様子を見ると、上目遣いで俺を見つめる彼女と視線がぶつかった。

　透き通った瞳に、吸い込まれそうになる。

　直後、電車が来たので二人同時に目を逸らして我に返る。

　そしてすぐに電車に乗り込んだ。

「……ふあ、ひ、人がいっぱい……」

「……これは、ちょっとヤバイな」

　電車の中はほぼ満員だった。

　人の波に流され、白花が遠くに行きそうになるので再び手を掴んで引き戻す。

　そして視線を集める白花が、万が一痴漢などに遭わないよう壁際に彼女を連れていく。そして手を電車のドア付近につき、彼女を隠した。

　これで周りからは俺の背中しか見えないはずだ。

　警察沙汰になれば、俺の計画にも響く。

　ここは強引にでも守らせてもらおう。

「こ、これ、壁ドン……」

　ぽかんとする白花が何か言った気がするが、満員電車の中ではうまく聞き取れなかった。

　十分程度電車に揺られ、目的地に着いた。

　電車を降りて駅構内を歩きつつ、映画館をスマホの地図で調べる。改札を抜けて一先ず外に出た。

「よし、ここから徒歩で三分だ。行くか」

「う、うん。というか、何見るの？」

「……アニメ映画はなー、まだやってるのは――」

「いや、確かに好きだけど、あたしアニメ以外も見るもん！」

　好きなら別にいいと思うが、隣でジト目になった白花はスマホで現在上映中の映画を検索し始めた。

　今は丁度階段に差し掛かったところなので、ながらスマホはやめた方が良いと思うのだが。

　眉根を寄せてスマホを覗き込む白花に、流石に足元が心配になって遠回しに苦言を零こぼす。

「……好きなもの観みた方が良いって。アニメ映画でいいよもう。俺も気楽に観れるし」

「はい、今度はマイナス50点ね。基本リア充はアニメ映画とかカップルで観に行かないの」

「もう０点振り切っちゃった」

　無理してリア充を装っても、いつかボロが出る気がするのだが。

「今日のデートはさ、鷹宮くんをリア充にするために計画した事でしょ？」

「……そういえばそうだな」

「だから折角だしさ、リア充のカップルらしいものを観よう」

　白花は一人頷き、スマホから目を離さず歩き続けている。

　王道で考えれば、素直に恋愛映画などだろうか。

　正直俺としては寝る自信しかないのでアニメ映画の方にしたいが。

「……で、何を観る事にしたんだ？」

「着いてのお楽しみ！」

　そう張り切って言う白花だったが、やはり階段でながらスマホは危険だ。

　階段を踏み外しそうになり、慌てて彼女の肩を支える。

　ほっとしたような顔で俺を見る白花に、呆れた顔で注意した。

「……もういいだろ。探すのは映画館に行ってからでもできる」

「えへへ、ごめんね」

　それから俺は白花の肩から手を放して、歩き始めようとした瞬間袖を掴まれた。

　怪訝に思いつつ背後の白花を首を傾けて振り向くと、彼女は何故かもじもじと縮こまっていて、

「……ね、ねぇ鷹宮くん。手、繋ご。ヒール慣れなくてさ……人も多いし、階段長いから」

　頬を赤らめ、そっぽを向きながら言う白花に心臓が跳ねつつ、動揺を悟られないよう口を開いた。

「じゃあなんで履いてきたんだよ」

「そりゃ女の子ですから……」

「……？」

「――いいから！　こんなにお願いしてるのにダメなの？」

　上目遣いはやめてほしい。

　こんなにと言うほどお願いされた訳じゃないが、可愛さに免じて手を繋がせていただきます、はい。

「……分かった。じゃあ繋ぐか。手汗気持ち悪いとか言うなよ？」

「大丈夫。そういう時はあたしから放すから」

「……そーですか」

　しっかりと白花の手を握る。

　先ほどは咄嗟の事で感触その他もろもろ感じる暇はなかったが、今度は柔らかくて思ったよりも小さな手の感触がはっきりと伝わってくる。

　そのまま黙り込んだ白花は足を止め、何故か俺の手をにぎにぎしてきた。

「あの、白花さん……？」

「はっ！　い、いや手、結構硬くて……もしかして何かスポーツでもしてた……？」

「……やってたのはセパタクローとカバディくらいかな」

「ん……？」

　本気で首を傾げた白花に思わず苦笑してしまう。今のはボケだったのだが、流石にマイナーすぎて処理できなかったようだ。

　気を取り直して、何故か俺の顔を見て固まっている白花の手を優しく握り、映画館まで連れていく。

　徒歩三分程度なので、駅から信号を渡ってすぐだった。建物内に入って自動ドアを潜ると、どうやら一階はゲームセンターになっているようだ。

　二階に映画館が併設された作りとなっている。

　軽く観察すると、出口は俺達が入った表に一つと、ゲームセンターの奥に進んだ先の二カ所。そしてエレベーターはなく、エスカレーターと階段のみの作りだ。

「へー、一階はゲーセンなんだね」

「興味あるのか？」

「……うん、ある」

　恥ずかしげに白花は頷く。

　その表情は少し幼げに見え、容姿は全く似てないのに紗由と被って見えた。

「映画見た後、昼飯食ったら少し遊んでいくか」

「いいね！　それ！」

　テンション上がった様子の白花に苦笑して、二人でエスカレーターに乗って二階の映画館へ。

　今日は一応デートという名目だが、ゲーセンに行くのはどうなんだろう。そう思わなくもないが、白花の性格からいって予想通りではあった。

「……結構混んでるねーここも」

　二階に上がり、ついに映画館に到着。

　しかし、俺は入ってすぐに何の映画を観るか分かってしまった。

　館内はカップルだらけで、しかもパンフレットなどで大々的に宣伝しているのも恋愛映画。

　普段テレビをほぼ見ない俺でも分かる人気俳優と人気女優のセット。

「お、気付いた？」

「……」

「周囲のカップル率から分かる通り、流行ってるの恋愛映画なんだよね。で、どうせだったら観たいわけ！」

　白花はパタパタと駆け寄り、近くに無料で置かれてあるパンフレットを手に取って、俺に見せてきた。

　パンフレットの表紙には、首から聴診器をかけている白衣を着た男性と、病衣を纏まとった患者の女性が映っていた。

「…病院系の恋愛映画か」

「先生と患者のラブストーリーだって。夢があるよね」

　パンフレットを読み込みながら白花は言うが、

「いや、医者なら患者とイチャつかずに仕事しろよ」

「……全く可哀想な人だね。十代のトキメキとかないのかな鷹宮くんには」

　白花に白い眼を向けられるが、俺としては素直な自分の気持ちを言葉にしただけなのだ。

「医者が主人公なのか？」

「そうみたいだね。超天才で腕の良いイケメンのお医者さんみたい」

「よくある設定だな」

　王道と言えば聞こえが良いが、正直テンプレな設定で退屈だ。

　しかし医者と言っても色々ある。手術を行う外科医だけが医者ではない。もしかすると職種で意表をついてくるパターンもあるかもしれないと思って、

「え、もしかして皮膚科の先生？」

「そんなわけないでしょ。よく考えて。恋愛映画のヒーローだよ？」

「じゃあ耳鼻科の先生か」

「外科医だよ！　耳鼻科の先生に恋愛映画の主人公が務まると思ってるの？」

「うわ、耳鼻科の先生全員を馬鹿にする発言だ。恐ろしいな、この無鉄砲さ」

「……た、確かに今のは失礼だったけども！　分かるでしょ!?」

　やれやれと俺が肩を竦めると、白花はむぅと不満げに頬を膨らませ、拳を柔らかく握って俺の肩をコツンと叩いてきた。

「意地悪鷹宮くんめ……」

「……とりあえず耳鼻科の先生に謝ったら？」

「……むぅ、とにかくこれ観るからね！」

「……はぁ、まあいいけど」

　頬を掻きながら、ズンズン進んで先導する白花の背中を追う。

　別に何の映画を観るのかは重要ではなくて、どれだけ時間を潰せるかが大切だ。

　入り口付近に置かれた看板に視線を向け、映画の上映時間を確認する。

　どうやらあと三十分後に上映とあるので余裕はある。そう思った矢先にポケットに入れてあったスマホが震えた。

　思わず手がスマホに伸びそうになった瞬間、

「それじゃあ映画券買ってくるね」

　手を止め、白花の言葉に返答する。

　受付を指差す彼女に頷きを返して、

「俺も行く。時間は十分あるしな」

　何事もなかったかのように彼女の隣で足を止め受付の列に並ぶ。

　人気のためか順番待ちの列は長い。

　俺達はしばらく雑談して時間を潰す事にした。

「あらすじ……はまあ観れば分かるからいいか」

「……鷹宮くんは普段、恋愛映画とか絶対観そうにないね」

「当たってるな。正直観たことはあまりない」

　そう言うと、白花は逡しゆん巡じゆんするように俺を窺い、

「……本当に嫌なら、違う映画でもいいけど……」

「観た事ないって事は経験がないって事だ。だから好きも嫌いもない」

「……じゃ、じゃあ今回映画観てハマるかもね！」

「その可能性もなくはないな」

　そんな話をしている内に、やっと受付の順番が俺達に回ってきた。

　パネルを操作して、席の場所をチェックする。

「先に白花が選んでいいぞ」

「いや、隣空いてるとこでいいじゃん。こことか」

「え、隣に座るの？」

「は……？」

　一段、声が低くなった白花に内心ビクッとしつつ、

「いや、俺って隣に誰かいると張っ倒したくなるんだ。それに俺、映画は一人で観る派だから」

「そんなの知るか！　今日は一緒に隣で見るの！」

　アホなの？　という眼差しでこちらを見た白花は、自分でパネルを操作して空いている隣り合った席を選んだ。

「本物のカップルでもないのに……」

「本物の恋人に思われないと意味ないって鷹宮くんが言ったんじゃん」

　確かに言ったが、恋愛映画を隣り合って観るとか正直恥ずかしい。

　明らかに自分のキャラじゃないと思ったが、既に発券してしまったので今更何を言おうが後の祭りだ。

　ともかく怒られつつもチケットは入手できた。

　学生という事で少し値段が安くなり、紗由へのプリン代に充てられるなと気分が良くなる。

　……今はデートに集中した方がいいか。

「次はとりあえずポップコーンとかか。欲しいだろ？」

「もちのろんだね！」

　元気よく頷く白花に、俺も首肯を返す。

　映画と言えば外せないポップコーンやジュース類を買って、ついにシアター内へ入る。その間際、丁度館内のアナウンスが流れて、時計を見れば上映時間まで十分程余っていた。

　俺としてはどうしても先ほどのスマホの振動が気になる。

　俺は白花に不自然に思われないよう、チケットに表示されてある席に着き、ジュース類を置いてから彼女の方を見据える。

　白花はすぐに席に腰を落ち着けたが、依然として座らない俺を怪訝に思ったのだろう。小首を傾げて尋ねてくる。

「座らないの？」

「……トイレに行ってくる。悪いが、少しの間待っててくれ」

「映画始まるとトイレに立ちにくいもんね。別にいいけど、この隙に帰らないでね」

「俺をなんだと思ってるんだ……」

　謝りつつ、俺は白花と一度別れる。

　そしてシアターに入っていく人の波とは逆方向に進み、一度シアター内から退出した。

　映画がもう少しで始まるからか、館内に人ひと気けはほぼない。受付を通り過ぎ、俺はエスカレーターで一階に降りる。

　そこでスマホを取り出し、ＲＩＮＥを開いて先ほど連絡してきた人物に返信を送る。

　すると、相手は文字でのやり取りを面倒に思ったのか電話してきた。

　鳴り響く音楽を俺はすぐ通話をタップして止める。

「……藤堂、どうかしたか？」

『どうかしたか、じゃねーよ。人を呼び出しておいてなんだお前は。ただイチャイチャしてるだけじゃねーか！』

　幼馴染の声は酷く苛立っていて、一度耳元からスマホを離す。

　折角の休日、しかも中間テストが近い時に呼び出されたのた。彼の気持ちは分かるが、今は耐えてもらいたい。

　藤堂の勢いが弱まったタイミングで、俺はもう一度耳にスマホを近付けた。

「……それでもいつ来るか分からんだろ。時間まで指定はしてないんだ。不測の事態が一番、怖いからな」

　とはいえ、ただの苦情の連絡で一先ず胸を撫で下ろす。

『……はぁ、中学の頃の借りを本当に返せるんだろうな？』

「確証はできないが、ベストを尽くすさ」

『……脱出経路はどうするんだ？』

「チラッと見たが、もう一度確認する」

　そう言って、小走りでゲームセンターの奥に進んでいく。あまり時間をかける事はできない。

「……藤堂、聞こえるか？」

『騒がしくて聞こえねぇ。そこゲーセンか？』

「まあな。とにかく裏口は自動ドアで開くみたいだ。ここから逃げられる。お前の方から見えるか？」

　実際に自動ドアを潜って外に出る。日差しが視界に入って思わず目を細めた。

『……ああ、確認できた。脱出経路は安心か。じゃあ最後にもう一度確認しておく。奴が店に近付いた時、俺はお前に知らせるだけでいいんだよな？　他に手助けは――』

「必要ない」

『……まあ当たり前か。分かった。なら外に出たのが見えたら、俺も所定の位置に着くと。それでいいんだろ？』

「ああ、後は流れでよろしく」

『……最後適当だな。はぁ、めんどくせぇ』

　ぼやく藤堂の声を最後に、通話を切って再び館内に戻った。

　ともかく準備は整った。後は時間を潰して、ここで荒々しい客が訪れるのを待つだけである。
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　シアター内に戻ると、天井の照明が小さく点ついていた。スクリーンに映るのは映画の内容とは関係ないＣＭで、まだ映画自体は始まっていないようである。

　その事実に少なからず安堵して自分の席に戻ったのだが。

　席に座るとほぼ同時に、白花は俺の耳元に口を寄せて器用に小声で注意してきた。

「トイレ長引きすぎだよッ。ほんとに帰ったのかと思ったじゃんッ！」

　薄暗くて表情はよく見えないが、言葉のニュアンスから怒っている事は確かだった。

「……悪かった。しかし俺は勝ったよ。激闘だったがな」

「そんな事聞きたくないよッ。アホなの？」

「……静かにした方がいいんじゃないか。もう映画始まるぞ」

　唇に人差し指を当てると、彼女はイラッとしたのか俺の足を踏んできた。

　ヒールなので、地味に痛くて眉根を寄せる。

　思わず彼女に不満げな視線を送ると、白花は俺から顔を背けて、

「……全く。鷹宮くんは信用できないから手錠するね」

　手錠、という言葉の意味を理解するより先に。

　肘掛けに置かれた俺の手に柔らかい何かがそっと触れてきた。

　感触から思い出すのは先ほど繋いだ白花の手。女子の細くてしなやかな指がゆっくりと俺の指の間に入ってくる感触に背筋が震えた。

　暗闇の中、見えない事で逆に想像が掻き立てられて内心ドキッとする。

「……手錠って。これ手繋いでるだけ――」

「て、手錠ですよ手錠っ」

「……」

　勿もち論ろん白花の表情は見えない。

　それでも唯一分かる声のトーンで、何となく照れているのではないかと、そう推察した。

　そのままの体勢で、会話もなく数分が過ぎ去り。周囲に座るカップル達の話し声も聞こえなくなり。

　照明が完全に消えて、スクリーンにカクカク動く顔面がカメラの男性が取り押さえられた映像が流れた後。

　やっと、ついに映画が始まった。

　前知識なしだが、周りの観客の入り具合から言って随分と人気な映画なのだろう。

　白花にはオブラートに包んで〝好きになるかも〟なんて言ったが、正直本心では恋愛映画なんて微み塵じんも興味がない。

　しかし興味がないからと言って、デート中の映画で居眠りなど最低な行為だという事は恋愛初心者の俺でも理解している。だから我慢して観るしかない。

　スクリーンに映し出される病院内の風景に目を留める。冒頭十分程から読み取れた映画の内容は、白花からあらかじめ聞いていた内容と一緒だった。

　余命数ヶ月と診断されたヒロインと、彼女に診断を下した医者である主人公の切ないラブストーリー。

　元々ヒロインは主人公と同大学を出た後輩の看護師で、自分が患った病の知識もあったため

　はなから治らないと自覚して生を諦めていた。その様を見て、何とかしようと医者が力を尽くしてもどうにもならず。

　医者として力になれないなら、主人公は彼女の先輩として力になろうと方針を切り替えて。

　対してヒロインは、そんな自分を必死に立ち直らせようとする先輩である主人公の姿に次第

　に心を動かされていき。

　映画自体の評価としては、涙を誘う演出が要所に出ていて素晴らしいと思う。

　だが、俺は正直観るんじゃなかったと感じていた。

　余命、治らない病、諦めた顔。

　無力感、苦悩、悲しみと寂しさ。

　真っ白な病衣、清潔なベッド、徐々に減る食事量、痩やせ細っていく身体。

　ヒロインを何とか元気づけようとする医者の姿が、当時の自分と被って見えて一度目を閉じ

　て眉間を揉む。

　スクリーンに映る映画の主人公はヒロインを精神的に支えていた。

　物語中盤、ヒロインが主人公と恋に落ちて、生を諦めていたはずのヒロインが〝まだ生きたい〟と強く願う場面があった。

　俺はどうだっただろう。俺はあの人の気持ちを動かせたのだろうか。

　高校生になり、精神的にも大人に近付いたはずなのに、ふとしたきっかけで未だに思い悩んでしまう。

　隣の席に座る同級生と繋いだ手が僅かに震える。その様を自覚した途端、すぐ意識して止めた。

　動揺を決して気取られないように静かに深呼吸をすると。

「……！」

　驚いて思わず声を上げそうになった。

　俺の右手と繋いでいる白花の左手に突如、ギュッと力が入ったのだ。それまでただ触れるだけだった繋がりが強くなって。ほのかに温かい手がゆっくりと染み込むように、俺の胸の中に安堵の感情をもたらした。

　動揺しつつ隣を見つめたら、白花は俺を全く気にせずスクリーンに夢中だった。映画に入り込んで感動したのか涙すら流している。

　唇を引き結び、潤んだ瞳から零こぼれ落ちるその純粋な透明の雫に見惚れながら、俺は別の意味で安心した。

　彼女は俺の様子を心配して手に力を入れたわけではなく、ただ映画の良シーンに感動して力んだだけなのだと。

　再び深呼吸してから、内心で苦笑する。

　そして俺は彼女と繋いだ手にそっと力を込め返した。




＊　　＊　　＊




　映画を見終わり、館内アナウンスに従ってシアター内から退出する間際。

　はしゃぐ白花を横目に、俺は凝った肩に片手をグーにしてトントンと叩く。

　白花はそんな俺の様子を全く気にせず、能天気に映画の感想をペラペラ喋っていた。

「いやー、感動したね！　医療で命は救えなかったけど、代わりに愛で人の心を救うっていうね。特にあの主人公の言葉は――」

　ジュースなどのゴミを捨てながら、早口で言う白花の話に適度に相づちを打ち、スマホを確認しながら歩く。

　時刻は正午を過ぎているが、映画館で間食を挟んだためかそこまで腹は減っていない。かといって、昼食を食べられない程、腹は膨れていない。

　順当に行くとここで昼食なのだが、そこは流れもある。

　とりあえず外に出てから考えるかと思い、エスカレーターに乗って一階に降りた。

　そして館内の外に出ようと足を向けるが、その瞬間、ポケットに仕舞ったスマホが震える。

「む、連絡ですか……」

「……悪い」

　スマホを取り出し、画面を確認する。

　内容を見て、すぐに俺はスマホを閉じて白花の方を向く。小首を傾げる白花に、一つ提案をした。

「……昼食べる前に、先にゲーセンで少し遊んでいくか」

「え、急にどうしたの？　まあいいけど……」

「映画館で間食挟んだだろ。そこまで腹減ってないんだ」

「なるほど。言われてみれば確かに」

　頷いた白花はそれから自分のお腹を擦った。

　しかし、その動作によって視線が下に引き寄せられる。男としての本能なのか、彼女のデニムショートパンツから覗く艶めかしい生足が視界に入ってしまう。

　今までそんなに気にしてこなかったが、一度意識してしまうとどうしても目がいく。

　流石にジロジロ見るわけにもいかないので、スナイパーの如ごとく眉間だけを見るように努める。

「悪いな。我儘言って」

「ううん、大丈夫だよ。あたしも遊びたかったしね！」

　快く了承した白花はそれからたたたと走り、ゲーセンに入っていく。そして手前にあるユーフォーキャッチャーの前で俺を手招きしてきた。

　切り替えが早いというか、やる事が決まればすぐに取り掛かるタイプと言えばいいか。

　とにかく、今はそういう彼女の性格は都合が良い。

　俺も僅かに遅れつつ、白花の後を追って彼女の隣に並んだ。

　ガラスに手をついて商品を順に見ていく白花は、

「ま、こんなもん、あたしにかかればいちころですよ！」

「……何狙いなんだ？」

　聞くと、白花が指で示したのは、端の方にある異様なサングラスをかけたゴリラの小さなぬいぐるみ。

「この〝無双ゴリラ〟狙い」

「……普通、女子で選ぶ人いるのこれ」

　アニメのキャラらしきゴリラを選んだ白花に思わず呆れる。が、既に彼女は俺の言葉が耳に入っていないようだ。

　彼女は袖をまくって舌で唇をペロッと舐め、ガラスの中を真剣な顔で観察する。黙っていればおしとやかにも見えるが、彼女にはやはり明るい笑顔が似合う。

　そして白花は「よし！」と頷き、財布から百円硬貨を取り出して入れた。

　ゲームの開始を告げる音声が流れ、前かがみになりながら白花はボタンを押してアームを操作していく。

　そしてアームで掴み、ぬいぐるみを持ち上げたところでぽろっと零れ落ちた。その瞬間、白花は目を見開き、

「い、今掴んだじゃん!?　なんでよ、なんでよ!?」

　思いっきり悔しがった。いや、子供かよ。

　地団太を踏んで不満を露にする白花。

　それから何回か挑戦するが、結局全部ダメだった。ズーンと沈む彼女を横目に見て、

「そんなに欲しいのか、これ」

「……欲しい」

「おい、期待に満ちた目を向けるな」

「……あたしだけ挑戦するのは不公平だよ。鷹宮くんも恥かいて」

「……はぁ」

　昔、紗由にせがまれてゲーム自体はやった事がある。

　というか、今でも時々ゲーセンに一緒に行くと、景品を取ってと頼まれる事は多々ある。その時の要領でやればいいだろう。

　財布から取り出した百円硬貨を入れ、ボタンを押して的確にアームを操作していく。

　最初は薄笑いだった白花だが、俺の真剣な様子を見て彼女も生唾を飲み、段々と緊張し始めた。

「ここか」

　絶妙な角度でアームを挿入。無事にぬいぐるみを掴み、空中まで持っていく。

　その様子をガラスに顔を近付けて見つめる白花は、怪訝そうに口を尖らせる。

「えー、でもその角度じゃあすぐに落ち――」

「はい、取った」

「は……？」

　カタンと音がして、無事にぬいぐるみをゲットすることができた。

　下から取り出して、それを白花に手渡す。

「え……？」

「プレゼントだ。ゴリラでも許してくれよ？　お前が良いって言ったんだから」

　すると、白花はきょとんとした後、じわじわと頬を赤らめ、ぬいぐるみをゆっくりと胸に抱え込んだ。

「……プ、プレゼント……。そっか、うん……じゃあ……大切にするね……」

「ああ、そうしろ」

　目を細め、嬉しそうに笑う白花に、これが本当に欲しかったのだなと思う。

　奇抜なサングラスをかけたゴリラのどこが良いのか、俺には全く理解できないが。

　一通り嬉しそうにぬいぐるみを眺めた白花は、それを肩掛けバッグに入れた。そして、大事そうにバッグの表面を撫でた。

　そんな彼女の様子を確認していた時、再び俺のポケットに入れたスマホが震える。

　その直後。

　確認しようとポケットに伸ばした手を止め、店の入り口付近に視線を向ける。

　自動ドアを潜ってやってきた三人の男達は、そのまま店内をぐるっと見渡して。

　なごやかな雰囲気の店内に、一気に冷水を浴びせるような声が響いた。

　それと同時に、隣の白花が背筋をブルッと震わせたのが分かる。

「おい、竜りゆう司じ。本当にいたぞ、白花が！」

「うわ、マジだ。しかも中学時代より余裕で可愛いじゃん」

「……隣の男、誰だ？」

　俺達に向かって歩いてきたのは、三人組の青年達だ。

　皆、チャラついた服装に加えて、全員同じようにガラが悪い。

　一人目はロン毛を後ろで一つに縛った男。顔立ちは厳つく、身長も１８０を優に超えているであろう大男だ。

　二人目は尖った金髪に細い眼が特徴の男。

　身体も全体的に細身だが、見ればしなやかな筋肉を確認できた。

　最後の三人目。

　真ん中に立つ男、彼が一番顔立ちは整っている。ただし目付きが鋭く、人によって好みが分かれる容姿だ。

　そして何より、彼の眼差しはクラスメイトのある人物を連想させる。

　しかし、今向かってきている彼の方がより鋭く、荒々しい雰囲気を纏っていた。

　両方のポケットにそれぞれの手を突っ込み、不敵な笑みを浮かべるその男と視線を合わせる。

「よう、朝姫。一年ぶりだな？」

「あ……み、三沢、せんぱい……」

　青い顔で小さくなる白花に、金髪の糸目の青年が鋭い目付きのイケメンを軽く小突いた。

「はは、怖がられてんじゃん、竜司」

「……天てん馬ま、少し黙ってろ」

　鋭い目付きのイケメンが軽く睨むと、金髪の青年は青い顔で身を引いた。そこには、明確な上下関係があるように見える。

「お、おう。そんなマジになることねーだろ……」

「ふっ、雨あま傘がさはお喋りだからな、竜司が怒るのも無理はない。それより白花。隣の男は誰だ？　俺達に紹介してくれよ」

「俺も気になるな。ぼーっと突っ立ってんじゃねえ。お前だ、お前」

　大柄な青年と、鋭い目付きの青年から視線を向けられる。

　おそらくだが、鋭い目付きのイケメンが三沢先輩だろう。下の名前は会話の流れから推測すると竜司か。

　ともかく、尋ねられたら答えるのが道理だ。

「……俺は白花の恋人ですが」

「……！」

　俺の返答に驚いたのか、白花が俺の袖を掴んで首を左右に振る。

　涙目で何かを訴えようとするが、言葉にしなければ伝わらない。

　すると、三沢先輩は俺達二人を不思議そうに見比べ、薄く唇の端を吊り上げて嘲笑した。

「ク、ハハハハハッ、笑わすなよ。彼氏？　随分と釣り合ってねえカップルだなぁ、おい」

「……白花、荷物持ちの間違いだろ、訂正したらどうだ？」

　腹を抱えて笑う三沢先輩に、その連れの大柄な男が俺の肩を組んで耳元で薄く笑う。

「なあ、荷物持ち。名前はなんて言うんだ？」

「鷹宮」

「ほう、下の名前は？」

「……すいません。口が臭いので離れてくれませんか？」

　瞬間、大男の眉間にビキッと青筋が浮かんだ。

　それを無視して、肩に置かれた男の手を振り払い、

「あんたらこそ、白花とはどんな関係なんだ？」

「はは。おいおい、彼氏面か？」

「随分と威勢がいいな、こいつ。好きな女の前だからか。ま、かっこつけたくなる気持ちは分かるが」

　金髪糸目の男――会話から察すると、名は雨傘天馬――が馬鹿にするようにヒューと口笛を吹いた。

　続いて、彼は三沢先輩の方を向いて、親指で背後にある店の出口を指し、

「竜司。お前は白花と積もる話でもあるでしょ？　自称彼氏くんは俺らと少し話し合いをしてるから、二人で楽しんで来いよ」

　すると、ニヤッと笑った三沢先輩が白花の手を強引に握った。白花は身を引いて嫌がるが、男の力で捕まれた手は、女性の力では決して振りほどく事はできない。

「な、なんで……い、今更……！」

「今更？　クク、朝姫よぉ。俺にとってはまだ終わってねぇんだよ。俺達はただ一回喧嘩した程度だろ？　そんなカップルそこら中にいるぞ。だからお前が何に悩んで不登校になったのか、今でも俺は疑問に思うな」

「い、いや、助け――」

　大声を出そうとした瞬間、白花の耳元に三沢先輩が口を近付けて何事か呟いた。

　口の形から言って、〝目の前の男がどうなってもいいのか〟、そう告げられたのだろう。

　青い顔で頷いた白花は、俺の方を向いて無理に笑みを浮かべた。

　歪いびつで複雑な感情が入り混じったその表情は、いつも白花が浮かべる、名前通り一番に皆を照らす太陽のような笑顔ではなかった。

「じゃ、じゃあ鷹宮くん……あの、昔、その、お世話になった先輩と話してくる、から。だ、だいじょうぶ、だから」

　とても大丈夫そうには見えない。今にも泣きそうな顔で告げられた言葉は、きっと俺を守ろうとして出た強がりだ。

　この状況で他者を優先させた優しさに瞠どう目もくする。

　忠告を無視して、俺を見放し店内で騒いで助けを呼ぶ事もできたはずだ。

　しかし、彼女は逃げずに戦う道を選んだ。

　だとしたら彼女に敬意を払って、俺も選択すべきだ。

「――大丈夫、なわけないだろ」

　まず俺は三沢竜司の足の脛すねを軽く蹴り、白花から手を放させる。

「な、てめえッ！」

　呆気にとられる三人は隙だらけだった。俺は白花の手を握って走り出す。

「――おい待てッ！」

「追うぞッ、アイツぜってえ許さねえ……」

　その言葉を無視して、上手くゲームセンターにある機器と客を障害物として利用しつつ人混みに逃げる。

「よし、こっちに裏口があるんだ。さ、出るぞ」

「え、ちょ、鷹宮くん……」

「白花、バレー部の底力を見せる時だぞ。店出たら、全力で走れよ。メ〇スの気持ちになって本気で走れ」

「な、なんで、そんな冷静――」

「ほら、行くぞ」

　舌噛むからとそう告げ、手を繋ぎながら自動ドアを潜って店を出る。ここまでは計画通り。

　背後から怒鳴り声が聞こえ、場が騒然としてくる。目立つのは本意ではない。

「こ、このままじゃあ、追い付かれるよっ」

「大丈夫」

「け、警察、呼べば――」

「必要ない」

　白花は青い顔で後ろを振り向きながらそう言うが、即座に否定する。

「――白花、何があっても、俺を信じられるか？」

　走りながらそう告げると、白花は一瞬だけ俺と視線を通わせる。そして一寸の躊躇いもなく、彼女は俺の手を強く握りしめた。

「う、うん。信じる、鷹宮くんを、信じるよ……！」

「よし」

　白花の手を引き、俺は入り組んだ脇道に入る。しかし、段々と人目に付かない場所に逃げている事に気付いた白花は困惑気味に俺を見て、それでも先ほどの問答を思い出し、眦まなじりを決する。

「ククク、逃げられると思ってるのか？」

「まあまあ。どこまで行くか見物だろ」

「……ちッ、面倒な手間をかけさせやがって」

　後ろからは三人組の声が少しずつ近付いてきている。白花も全力で走っているが、男性とは脚力に差があるのは当たり前だ。

　そして、ヒールで全力疾走などしたからか、ついに足をくじいてしまう。

「――いつッ……あ、ごめっ――」

「大丈夫か？」

　足音が段々と迫ってくるのが分かる。

　立ち止まった隙に、ついに追い付かれてしまったようだ。

「……よう、逃げるのは終わり、だな」

　三沢竜司とそのお仲間が来た。

　周りは建物の隙間と隙間に囲まれて、日の当たらない暗い場所。白花はギュッと俺の手を握ったまま、腰を地面に預けている。

「ああ、逃げるのは終わりだ」

　言い切って、不安げな眼差しをする白花と視線を通わせる。そして、

「へ、ちょッ――」

「痛むか？」

「い、いや、大丈夫……」

　俺は彼女を横抱き、つまりお姫様抱っこして少し距離を空けた所に下ろした。

　生足の感触に、こんな時でもドキッとしてしまう。

　自分の緊張感のなさに、少し呆れてしまった。

　それから俺は彼女に背を向ける。

「あ、待って、鷹宮くん……！」

　ぼーっとしていた白花は、俺に必死に手を伸ばす。心苦しいが、今はその手を掴む時じゃない。

「……竜司。まずは俺にやらせろ。土下座しても許してやらねえ」

「ま、いいが。手加減はしろよ。俺もさっき蹴られた分があるんだ」

「はは、なら俺は見てるだけでいーわ。弱い者いじめはしたくねーし」

　熊くま谷がや先輩が前に出る。

「さあて、どう料理してやろうかな」

　その言葉を無視して、俺はよく周りを見渡す。

「なんだ、キョロキョロして。助けなんか来ねえぞ」

「……いやいや、そんなつもりは。ただ、監視カメラがないかチェックしていただけです」

　そう答えると、熊谷先輩は顔をしかめて舌打ちをした。

「……あ？　もしかして監視カメラがあれば俺達が何もしないとでも思ってるのか？」

　熊谷先輩が嘲あざ笑わらい、後ろで三沢先輩も口の端を吊り上げて嗤わらう。

「暴行の証拠として警察に提出するってか？　だが、それはお前達が警察に言わなきゃいいだけの話だ。朝姫の裸の写真でも撮りゃお前らは大人しくなるだろ？」

　その発言に後ろで息を飲む白花の気配を察知し、思考が冷え切っていく。

「元彼氏の発言がそれですか？」

「俺の女にならねえなら、奴隷になる道もある」

「……なるほど。冗談のセンスはないようだな」

「いつまで会話してるつもりだ？　もういいだろ竜司」

　口を吊り上げて笑う熊谷先輩の大柄な身体が、目の前に立ち塞がる。

「――ああ、やれ」

　簡潔に告げられた命令と同時に長い腕が伸びてきて、俺は胸倉を掴まれる。

「だ、ダメ、やめて！　な、なんでこんなッ……鷹宮くんは悪くない、のに……」

「クク、朝姫、だったら俺の女になるって言え。じゃないと、お前の荷物持ちが大変な事になるぞ？」

　直後、熊谷先輩の大柄な肉体から拳が繰り出される。

　辺りに、鈍い打撃音が響いた。
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「――」

　思わず目を閉じる。鷹宮くんが殴られる瞬間、あたしは怖くて見れなかった。

　罪悪感で胸が押し潰されそうだった。

　安易に彼を巻き込んでしまった後悔が胸中を埋め尽くす。

　一体、あたしはどうすればよかったのだろう。中学時代にちゃんと話し合えば解決したのだろうか。

　しかし、今は到底そうは思えない。

　目の前の青年からは、ただただ悪意しか感じ取れない。

　鷹宮くんは何のために殴られるのだろう。

　彼は何もしてないのに。彼は悪くないのに。

　あたしのせいで。

　そんな思いを抱いて、既に十秒くらい経つ。

　しかし、不思議な事に未だに悲鳴は聞こえなかった。代わりに、

「……ぐ、おッ」

　僅かなうめき声と、

「は……？」

「……ちょ、な、なんだ、何が起こった？」

　三沢先輩と雨傘先輩の戸惑いの声が聞こえてきた。

　その直後、思わず聞いただけで安心できる、落ち着いた声音が傍から届いた。

「――もう目を開けていいぞ、白花」

「え……？」

　前には自然体で佇たたずむ鷹宮くんの姿があった。そして彼が見下ろすのは、壁に背を打ち付けた体勢で白目を剥いている熊谷先輩だった。

「何があっても信じろって言っただろ。だから」

　あくまでも自然体で、どこまでも平坦な声で鷹宮くんは告げた。

「もう大丈夫だ」

　その感情を排した冷めた横顔に、酷く胸が高鳴る。

「……う、うん」

　こくんと頷くあたしに、一瞬だけ表情を柔らかくさせて頬を緩める。その瞬間、またドキッと心臓が跳ねた。

　つまり、どういう事かよく分からないけど、鷹宮くんが熊谷先輩を倒したという事だろう。

　熊谷先輩は柔道部に所属していて、喧嘩も強いと評判だったはずなのに。凄すぎる。

「は、ハハ、まぐれだろ、まぐれ。おい、天馬。行け」

「……ッ」

「何やってる、天馬。まさか怖おじ気けづいたのか？　俺は行けっつってんだよッ！」

「……くッ」

　歯噛みしながら雨傘先輩は拳を繰り出す。

　確か雨傘先輩もボクシングを習った事がある武道経験者だと、中学時代の友達が言っていた。顔立ちは三人とも整っていたため、いつも女子の噂の的になっていたからよく覚えている。

　でも今は、

「……」

「な、なんで当たらな――ぎッ」

　鷹宮くんは首を曲げて、顔面に向かって繰り出された拳を躱かわし、雨傘先輩の伸ばされた手を片手で掴んで捻る。

「おい、抗あらがうな。折れるぞ」

「黙れッ！」

　反対の腕で裏拳を繰り出す雨傘先輩に、鷹宮くんは半歩退いただけで避よける。そしてカウンターで蹴りを放ち、無防備な脇腹に突き刺した。

　くぐもった悲鳴を上げ、腹を押さえて蹲る雨傘先輩を足で転がして、鷹宮くんの視線は最後に残った一人に向かう。

　圧倒的な強さに、あたしは声を上げる事も忘れてただ見惚れるばかりだった。
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　拳を握る上で、いつも思い出すのは母の泣き顔である。

　俺は幼少期の頃、母に体質が似たのか頻繁に体調を崩していた。身体が弱かったのだ。

　だから看病してくれる母は、いつも俺に謝っていた。強い身体に生んであげられなくてごめんねと。

　それが嫌で、俺は必死に身体を鍛えるようになった。祖父に古武術を仕込まれる日々は、今思えばひたすら辛いだけだった。

　武道なんか、この世界では何の役にも立たない。暴力は違法なのだ。たとえ気にくわない相手がいたとしても、拳を振るってはいけない。それが常識で、当たり前の事。

　その事を成長するにつれて理解していくことが空むなしかった。

　それでも頑張れたのは、きっと残り少ない時間しか残されていないあの人に、少しでも笑ってほしかったからだろうか。

　小学生の時の自分の気持ちなんて、よく覚えていないから分からないが。

　意識を切り替える。

　残った最後の一人、三沢竜司は二人がやられている隙にスマホをいじり何やら操作していた。

「……仲間を呼んでいるのか？」

「……クク、たとえ俺をボコっても、俺の仲間達がてめえを許さねえぞ？」

「なるほど、なら反抗する気が起きないくらい、痛めつけておくか」

「……」

　三沢先輩の額から一滴の汗が流れた。

「……分かった。だったらもう関わらないと誓う」

　無視して近付く。

　恐怖を助長するようにゆっくりと。

「……待て。待ってくれ！　分かった、謝る。謝る、から――」

「大丈夫だ。目立つ部位は狙わないようにする」

　冷たい瞳でそう告げると、三沢先輩は顔を歪めて二歩、三歩と後ろに下がった。

　俺がこれみよがしに拳を握ると、それだけで彼はビビッたのか背を向けて走り出す。

「クソッ、覚えてやがれッ！」

　そんな三下特有の捨て台詞ぜりふを言い残して。

「……というか、二人の仲間置いて行くなよ」

　二人は未だに動ける状態ではないので、まあこのまま無視しても良いだろう。

　さて、これで俺の役目は無事終わった。後は藤堂に任せようか。

　ポケットからスマホを取り出してＲＩＮＥを開く。そして通話ボタンをタップした。

　画面に表示される見慣れたアイコンから視線を切り、耳元にスマホを当てる。

「終わったぞ、藤堂」

『待ちくたびれたぞ。それでどっちに行った？』

「……お前がいる方に逃げさせたから大丈夫。そこで待機していればいずれ来るさ」

『よくやった鷹宮。これで中学の頃の借りを返せるぜ』

　喉を鳴らして笑う藤堂の声が耳に届き、頷きを返す。

「……後は任せていいな？」

『ああ、クズに地獄を見せてやるよ』

　その言葉の後、ガヤガヤと電話口が騒がしくなったところで電話が切られた。

　どこからともなく泣き叫ぶ声が聞こえてきたが、もはやどうでもいい事だ。

　スマホをポケットに仕舞い、安堵の息を吐く。

　その瞬間、建物の隙間から夕陽が差し込んできた。

　最悪なデートと言っても過言ではないが、これで白花の恐怖は取り除けただろうか。

　照らされる眩しさに目を細めつつ、振り返ると俺は白花に近付き手を伸ばした。

「――立てるか？」

「……無理かも」

　手をギュッと痛いほど握りしめられた。

「……良かった、無事で」

　その一言に、少しだけ胸が温かくなった。
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　今日の出来事を俺は振り返る。

　デートという意味では、失敗に終わっただろう。

　しかし、白花は今日から気持ちよく寝られるはずだ。

　過去にけじめをつけ、彼女は今日から自分の道を歩き出す。その姿はきっと輝きに溢れていて、多くの人々を照らすだろう。

　それこそ、朝陽のように万民を等しく。

　駅を乗り継いで、地元に帰ってきたが。

　ここで問題が一つ。

　近くのベンチに白花を置いて、様子を見る。

「白花、歩いて帰れるか？」

「……むり」

　ヒールのまま逃走した時、勢いよく足を挫くじいたのだ。そのせいか、足首が赤く腫れていた。

　駅までは肩を貸して何とか来たが、非常に多くの人々に視線を向けられ俺も白花も物凄く恥ずかしい思いをした。

　その間は当然のように両者とも無言だった。

　白花は暴力によって不登校になった。だからこそ、俺が暴力によって元カレを退けても良かったのか疑問が残る。

　龍前だったら素直に三沢先輩も諦めがついたのではないか。

　暴力という方法を選んだ俺は、もしかしたら嫌われたかもしれない。

「……ねえ」

　そんな事を思っていると、白花から声をかけてきた。

「なんだ？」

「……おんぶして」

　予想外すぎる申し出に、思わず目を瞬しばたたいてしまう。

「……いや、親御さんに連絡した方がいい。迎えに来てもらった方がいい」

「や、やだよ。両親は遠いし、さ……」

　だったら、確か姉と一緒に暮らしていると言っていたっけ。

「ならお姉さ――」

「絶対やだ」

　間髪入れずに力強く否定される。もしかして不仲なのだろうか。

「……ならタクシーは？」

「むぅ、おんぶがいい」

　不満げに頬を膨らませる白花から目を逸らして頬を掻く。道端で誰かに見られたりしたらどうするつもりなのか。

　駅近くには令賀丘に通う生徒の家だってあるわけで。

　言わば、誰が見ているか分からない状況だ。

　折角、ニセの恋人になる前に問題に対処したというのに、学校で噂になるのは白花だって迷惑だろうに。

「……はやく。おんぶ、おんぶしてよ」

　俯いて我儘を述べる白花は、まるで子供に戻ったようにせがんでくる。

　多分、何を言っても聞き入れてはくれないわけで。

　結局彼女の言う通りにするしかないのだろう。

　俺は無言で腰を下げた。

「……ふふ、本当にお願い聞いてくれるなんて。良い子だね」

　白花の体温を背中に感じると同時に、柔らかな手で髪を撫でられる。

　その感触が、いつの日かと同じ母の手を感じさせて少し懐かしさを覚えた。

「……およ？　嫌がらないんだね？」

「……減るものでもないしな」

　言うと、白花は安心したように俺に身を預けた。

「立つぞ。足、触ってもいいか？」

「うん……減るものでもないし」

「……そうか」

　ごくりと生唾を飲み込む。白花の生足に手を触れ、持ち上げる。

　その瞬間、髪がふわっと揺れて香水の匂いが風に乗って香ってきた。

　そして更に、俺に追い打ちをかけるように凶器が背に当たる。

「おふっ」

「……どうしたの？」

　別に白花の胸が背に当たった事で動揺したわけじゃない。断じて。

「……揺れるかもしれないが、我慢しろよ」

「うん、それくらいは大丈夫」

　ゆっくりと歩き出すと、道行く人々からは何故か微笑ましい眼を向けられて白花はう～と唸り始めた。

「は、恥ずかしい。なんでこんな事に……」

「君がせがんだんだろ」

「えへへ、そうでした」

　ふうと吐いた息が俺の耳にかかってゾクッとしてしまう。

「あ、ごめん……」

「い、いや……」

　なんと答えれば正解なのか分からない。

「鳥肌立っちゃったよ？」

「……」

　また返答しにくい言葉に、無言を返すと。

「……今日は本当にありがとね？」

「……」

　又も、返事ができない。

　暴力で退けて良かったのか。

　今日の件は、勝手に俺がやった事だ。三沢竜司がゲームセンターに入ってきたのも、三沢くんに頼んで情報を流してもらったからである。

　だから、本当に彼女が救われたのか疑問だった。

　気が付けば、口が勝手に尋ねていた。

「……怖くなかったか？」

「へ……？」

「俺、暴力いっぱい振るったし」

　言い淀よどみながら口をすぼめる俺に、背後で笑う気配を感じた。

「……鷹宮くんも悩む事ってあるんだ」

「……馬鹿にしてる？」

　いやそういう事じゃなくて、と白花は否定した。

「いつも冷静で。無表情で。殴る時だって顔色一つ変えないし」

　白花は薄く笑って、俺の肩に頭を預けた。

「怖いか、怖くないかと言えばね。正直に言っていい？」

「……どうぞ」

「怖かったよ？」

　やはりかと、覚悟はしていたとはいえ少し気分が沈む。

「でもそれは鷹宮くんがやられちゃうんじゃないかっていう、そっちの気持ち。でも、あたしの心配なんてすぐ吹っ飛んじゃったけど」

「……まあ、幼少期にあれやこれやがあってな」

　母のために身体を鍛えたなんて、恥ずかしいし何より暗い話題になる。

「いつか、聞きたいな」

「……きっと忘れると思うが」

「そんな事ないよっ。ちゃんとメモするから」

「……」

　いや、別にそこまでして聞きたい事でもないだろと思ってしまう。

　が、とりあえず首肯してしばらく無言で歩いた。

　すべすべの太ももと、背に感じる柔らかな感触、そして肢体からにじみ出る良い香り。

　黙っていると、三つの凶器が常に刺激してきて困る。

「……なあ白花」

「なぁに？」

「俺自身は怖くないのか？」

「……ふふ、否定してほしいの？」

「……いや、やっぱ忘れてくれ。今すぐ」

「うりうり、可愛い所あるなー、君も」

　再び頭を撫でられる。両手が塞がっているので、拒もうにも拒めない。

「安心していいよ。怖くない。それどころか――」

　耳元で告げられた言葉は、道路を通り過ぎたバイクの音で聞き取れなかった。

「……これからもよろしくね？」

　しかし、上機嫌な事だけは何となく気配で分かったので。

「ああ、よろしく」

　席替えから始まった、リア充と陰キャの出会い。

　どうやらまだもう少しだけ、続くようである。
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　勉強机に向かって、ひたすらシャープペンを握る手を動かす。

　机に置かれたのは、綺麗な字でまとめられた精巧なノート。

　これは俺、藤堂英虎が幼馴染である鷹宮仁から借りてきたものである。

　今日は日曜日。

　穏やかな天気と過ごしやすい気温も相まって、昼寝に丁度良い気分なのだが、そういうわけにもいかない理由があるのだ。

　簡潔に言うと、明日から中間テストが始まるからである。

　そのため、朝からこうして自分の部屋に籠り、机に広げたノートの内容をひたすら覚え、問題を解いていく時間を過ごしているわけだ。

　中間テストがもうすぐだと言うのに、昨日は鷹宮に頼まれてわざわざ二つ分駅が離れた町の映画館の前に張り、いつ三沢竜司が来るか彼に教えるという警察や探偵みたいな真似事をさせられた。

　ビルの陰から監視したりしていると、街の人々からは不審げな眼差しで見られるなど、散々な目に遭ったわけだが。

　なので、腹いせに彼の自学ノート全てを俺がぬす――おほん、預かっている所である。

　こんな事をしても、結局アイツはすまし顔で80点くらい余裕でとってくるのだ。

　マジでイラッとする。

　そう思って手に力を込めた瞬間、シャープペンの芯がポキリと音を立てて折れる。

　思わずため息を吐きだし、時計を一度確認する。

　集中力も途切れてきた事だし、少しばかり休憩しようと俺がスマホをいじりだした瞬間、

「――入るぞ、トラ！」

　許可すらとらず、扉を蹴り開けて部屋に入ってきた人物を振り返って一応確認する。

　我が家で俺の事をトラと呼ぶ存在は一人しかいないため、分かってはいるのだが。

　というか、年頃の弟の部屋にノックすらしないで入るとかもう既に頭がおかしいと思う。何度もノックしろと言っているのだが、俺の言うことなど聞くはずがなく。

　彼女は、本当に外見だけは完璧なのだ。身内の俺でさえそう思うのだから、世の男連中にとってはまさに高たか嶺ねの花に見えるだろう。

　俺にとっては安値のブロッコリーでしかないが。

　寝ぐせ頭でそこかしこが跳ねた茶髪の髪。クールさを演出する切れ長の目にすっと整った鼻筋、そして男の視線を集めるプルッと色気溢れる唇。

　加えて、体形は男の理想を具現化したボンキュッボンであるのだが、神様は完璧な人間というものを作らない主義らしい。

　代わりに中身が非常に残念な俺の姉、藤堂暁あげ葉はがアイスの棒を片手に俺の部屋に入ってくる。

　それを顔をしかめて眺めながら、

「……いい加減、トラって呼び方やめろ。動物じゃねえんだよ、俺は」

「じゃあシンプルに〝弟〟でいいか？」

「いや名前で呼べよ」

「英虎は何かかっこいいからダメだ」

「……ダメってなんだ、ダメって……」

　勉強して疲れているのだ。

　ツッコミを入れるのも面倒だと感じてしまう。

　そうこうしている内に、彼女は部屋にどっかりと胡坐あぐらをかき腰を下ろした。

　服装は薄手のシャツ一枚にショートパンツのみという部屋着であり、正直色々はみ出している気がするが特に何も感じない。

　むしろその姿に嫌気がさした。

　そもそも、彼女は何しに来たのか。昼飯を作れとでも言いに来たのだろうか。さっき作ったばかりなのに、全くしょうがない姉である。

　そんな俺の考えも知らず、彼女は呑気にぺろぺろと舌でアイスを舐めながら、

「あんた昨日さ、随分スッキリした顔で帰って来たね。なんかあったの？」

「別に」

　ただ、ストレス解消に丁度良いサンドバッグを見つけただけだ。

「……き、昨日アイツに会ったんだろ？　い、いや、全然興味ねーけど……」

「……会ったと言えば会ったが……」

　姉は興味ないと言いつつ、身体をそわそわと揺らしている。

　分かりやすいにも程がある姉だが、残念ながら彼女は本人を目の前にするとツンデレのツンのみが加速してしまい、今日に至るまで気持ちが全く伝わっていない。

　だから少し焦らせる気持ちも込めて、つい余計な事を言ってしまった。

「……クラスのアイドルの問題を解決してきたんだよ」

「は……？」

　意味が分からないと首を傾げる姉に、俺はほくそ笑み、

「いやー、アレは完全に落ちたね。鷹宮も結構モテるからなー、もちろん俺ほどじゃないが……もしかして既に連絡とか取り合ってたりして」

「……ふ、ふーん」

　そっぽを向く姉だが、動揺が丸分かりだった。

　なぜなら、既にアイス食べ終わっているのに、まだアイスの棒を舐め続けている。そして貧乏ゆすりも激しい。

「姉貴、この話に興味ないのか？」

「そ、そーだな。全く興味ねえけど……ま、まあ暇つぶしくらいにはなりそうだし？　く、詳しく聞かせろ。何があったんだ？」

「……興味ないならいいんじゃね、聞かなくても。この話は結構重い話でなー、あまり他人に言いたくないし」

「いやいや、大丈夫じゃねえか。きっとその子も話して楽になるだろ？」

「話すのは俺だから楽もクソもねーんだよ。あー、うざってぇ。聞きたいなら聞かせてくださいって素直に言えや！　だからあんたは――」

「うるっせえなぁ！　大体、そのノートってアイツのだろうが！　う、うわ、字、相変わらず超綺麗じゃん。ちょ、ちょっと貸せよ！　見せろよ！」

「おい、どうすんだよ、それ！　おい、やめろ！　破けるって、おま、あっ――」

　とにもかくにも、こっちの姉弟きようだいも仲良しである。

　そして何より賑やかだった。
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　休み明けの学校。

　中間テストにより、皆のぼやく声が聞こえだす昇降口。登校した生徒達の多くが、学校の玄関とも言えるそこで会話を広げながら校舎へ入っていく。

　そんな中、校舎の裏手では静かに。

　二人の男子生徒が向かい合っていた。

「それで。兄の様子はその後どうだ？」

「……大人しくしている」

　三沢くんは静かにそう言い、ほっと息を吐いた。

　そんな彼の様子を見て俺も確信した。やはり、自分の考え通りだったようだ。

「……やっぱり三沢くんは白花と三沢先輩が付き合っていた事を知ってたんだな？」

「……な、何故そう思う……？」

　眼を見開く三沢くんに、俺は校舎の壁から背を離して歩き始める。

　そんな俺の様子を三沢くんは怪訝そうに見ながら、二人並んで校舎の方へ歩き出した。

「ここで俺が三沢くんに絡まれた時、一つ俺から質問した事あっただろう？」

「……」

「俺が白花の情報を兄に流せって言った時、三沢くんは驚いたよな。〝なんで、お前が兄貴の事を〟って」

「……それがなんだ？」

「あの驚きを最初、俺は〝何故俺に兄がいる事を知っているんだ〟ってそっちの驚きだと思ったが」

　しかし、違っていたのだ。

　だからこそ、彼はここまで俺に協力してくれた。

「アレは〝なんでお前が兄貴の事情を知っている〟っていうそっちの驚きだったんだろう？」

「……」

　歩き続けていた足が止まった三沢くんに、俺は振り返って推論を述べる。

「三沢くんは困るよな。このまま放っておいたら、いつか兄が令賀丘に通う白花を突き止めて、学校まで来てしまう」

「……」

「そうなると当然、学校側に知れ渡るし問題が大きくなる。身内の恥でもあるし、何より君の想おもい人の新川に嫌われると思った。実の兄が親友の白花のストーカーにでもなってしまえば、君の信用さえなくなるわけだし」

　そこまで言うと、彼は俺を見て一歩下がり声を震わせた。

「お前……どこまで……」

　いやいや、これはそんなに驚く事でもないのだ。少し考えれば分かる。

「……推測すれば分かる。兄の行動、仲間、時間帯。俺にとって都合が良い情報を実の弟である三沢くんが次々と流してくれたおかげで対処できたわけだ」

　そう、都合が良すぎたのだ。

　いくら想い人である新川に近付かない、そう条件を出した所で、よく知りもしない俺に家族の情報をほいほい渡すのは不自然だ。

　それが不仲である家族であっても。

「……仕方なかったんだ。今回はお前に頼む他なかった」

　俯く三沢くんに、俺は一つの可能性が脳裏をよぎり尋ねる。

「……まさかと思うが、誰かに俺を紹しよう介かいされたのか？」

「……まあな。お前も俺も、関わりがある人物だ」

　つまり、その言い方だと学校関係者という事になる。

「名前は？」

　当然の質問に、三沢くんはその人物を思い浮かべたのか、苦虫を噛み潰したような顔で口を開いた。

「……ヒントは席替え」

「……？」

「お前は知らないだろうが。そういえば、他のクラスは公平を期して席替えはくじ引きで決めたらしい」

「……なるほど」

　それだけ言い残して去っていく三沢くんの背を追わずに、俺はその場で顎に手を添えて考える。しばらく悩んだ後、ふと思いついてクスリと微笑んでしまう。

　そして一つ頷き、俺も校舎に向けて足を運んだ。
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　コツコツと響く靴音が、放課後、人気の消えた校舎に反響する。階段を上がり続けた先に見えたのは、灰色の重厚な扉だ。

　ここより上に階段は続いておらず、つまり屋上に続く扉だという事である。

　普段は昼休みなど、限られた時間しか開放されていないにもかかわらず、ドアノブに手をかけるとガチャリと音がして押し開けられる。

　俺が躊躇せず扉を開くと。

　まず感じたのは爽やかな風だった。髪を押さえつけながら俺は歩を進める。夕焼けの空の眩しさに目を細めながら、静かな屋上で一人、校庭を見下ろしていた男性に近付いていく。

「……ご苦労だったな。鷹宮」

　すると気配で分かったのか、屋上の手すりに手をついて、煙草たばこを吹かしていた男はそう俺に声をかけた。

　ぼさぼさの頭、そして国語教師にもかかわらず白衣を着た担任教師の姿に俺は嫌みを返した。

「先生、生徒の前で煙草ってどういう神経してるんですか？」

「……開口一番、教頭みたいな堅い事言うなって」

　深いため息を吐く教師――中津先生の隣に並んで横目で彼を見つめる。

　何を考えているか分からない気怠げな表情からは、何もかも面倒そうという事以外一切他の感情は感じ取れなかった。

「……俺を白花の隣の席にしたのって全てはこのためですか？」

「馬鹿言うな。俺は全知全能の神様じゃない。全ては偶々、て言ってもお前は信じないか……」

「……」

「……怖い顔するなって。お前と彼女の出会いも、たとえ仕組まれていたとしてもそれで何か問題があるのか？」

「問題だらけですよ。先生に対する好感度はマイナススタートですね」

「ありゃー、それは嫌だな。生徒に嫌われてる先生を見るのは好きだし、生徒が他の先生の悪口を言っているのを宥める自分も好きなんだが、自分自身が嫌われているのは嫌だな」

「シンプルに性格クズですね」

　毒づく俺を気にせず、中津先生はマイペースに煙草の煙を口から吐き出した。白い煙が空へと昇っていくのに軽く苛立ちつつ尋ねる。

「そもそもなんで白花の過去を知ってるんですか？」

「おいおい。そりゃ高校の担任だ。中学で不登校だった事実くらいは担任になる前から知ってるさ」

「その原因までは？」

「自分で詳しく調べた。俺が担当するクラスに入るんだ。せめて心配事なんて気にせず、一度しかない高校生活を満喫してほしかった」

「はいはい、黄昏たそがれるのは後にしてくださいね。じゃあ次の質問です」

「……あれ、鷹宮ってそういうキャラだっけ？」

　パチパチと瞬きする中津先生を置いて、俺は疑問を並べていく。

「じゃあなんで解決役を俺に頼んだんですか。教室でも目立たない空気の俺に」

　すると、中津先生は初めて相好を崩した。苦笑い、とでも言うような不格好な微笑みを浮かべて、

「俺は正直、今回みたいな解決の仕方を予想してなかった。白花の元カレ、つまり三沢の兄ちゃんが学校に押し掛けてくるパターンが一番可能性としては高いと考えていた」

「……」

「つまり武道に長たけたボディーガードくんと仲良くなれれば、白花は最悪な事態には陥らないだろうってな」

「……俺が武道に長けていると？」

「……実は俺さ、お前のじいちゃんの教え子なんだよな」

「……は？」

　ポロッと零れ出た呟きに驚愕の面持ちで聞き返す。

「今、なんて？」

「――つまり俺は先輩なんだよ。お前の」

　そう言ってノータイムで拳を繰り出す担任教師に瞠目すると同時に、身体が勝手に、反射的に動き出す。

　拳をかがんで躱し、足払いに蹴りを放つ。それを中津先生は何と俺の足の甲を踏んで止め、次に放った拳の一撃は手のひらで掴まれる。

「……」

「ね？　これで信じただろ？」

「あ？」

「あれ、不良になってるぞ鷹宮。君の中の藤堂が出ちゃってるよ？」

　どういう意味だそれは。

　掴まれた拳を強引に取り払う。

「実際に体験した方が早いだろ。言葉で言われるよりも、っていうのが君のおじいさんの理論だったなぁ」

「……」

　昔を懐かしんでいるのか、目を細める教師に思わず顔をしかめた。

「そんな事より問題ですね。教え子に暴力振るった教師が目の前で悠々と煙草吸ってるんですけど。教育委員会に訴えていいですかね？」

「マジかよ。どこの教師だそれ。俺が代わりに教育委員会に上げといてやるわ」

「それだと握りつぶされて終わる気がするので自分で言います」

　軽口を叩き合いつつ、俺は屋上に設置された手すりに寄りかかった。

「……なら俺の事は爺さんから聞いてたんですか？」

「……それもある。ただ、いずれ目はつけたさ。さっきお前が言っていた目立っていないというのは無理があるしな」

「いやどこがですか」

「不良と友達の時点で可笑しいし、何より歩き方に隙がない」

「……そっすか」

　適当に頷き、俺は視線を下に向け校庭を見下ろす。

　ホイッスルの音や掛け声が耳に届いてくる。

　眼下ではサッカー部や陸上部が活動中のようで、中でも同クラスである一年の龍前はビブスを着て活躍していた。

「……」

「……なんだ、沈んだ顔をして。どうかしたか？」

「……いや、龍前に悪い事したな、と」

「は？」

「多分ですが、白花は俺の事を……」

　俯く俺に対して、担任はあくまで能天気に軽い口調で続けた。

「いや、良かったじゃないか。リア充になれるなこれで。おめでとう」

「……アホかあんたは」

　胸の中に暗い感情が滲んだ。

　白花の感情すら、目の前の男が思い描いたものだとしたら……。

　拳を力強く握りしめる。

「……鷹宮、俺を殴ってもいい。だが誓ってもう一度言うぞ？　俺は全知全能の神様じゃない」

「……」

「俺はただ自分が受け持つ生徒くらいは守ってやりたかった。未来ある子供達に、理不尽な事で将来に陰りを与えるなんて絶対に嫌だった」

「……」

「だから俺はお前に期待した。大人が介入して問題を大きくするのではなく、生徒であるお前を信頼した」

「……」

「結果なんか予測できなかった。だがお前は、俺の期待以上に頑張ってくれた」

「……どうでしょうか。もっと良い方法は色々あったはずです。彼女に嫌いな暴力を見せない方法だってきっとあった」

　背中をポンと叩かれる。

「これから模索してたくさん悩めばいい」

「……」

「一つ言える事は、誰が誰と付き合っても恥ずかしい事はないって事だ。人間にカーストなんてないんだからな」

「……誰が恋愛相談したいって言いましたか。そもそも今は恋だとか、そういう感情が本当にあるのかさえ疑問なんですが」

「なんだお前。異性にドキッとした瞬間ないの？」

「いや、男の本能として反応する事はあります。ただ……」

「ならいつか理解できるんじゃね？　知らんけど」

「……」

　急に適当になった中津先生に再びイラッとしつつ、俺は背を向けて立ち去る。とりあえず聞きたい事は聞けた。聞きたくなかった事実も聞いてしまったのでもう精神的に疲れた。

　おうちに帰りたい。紗由に膝枕してもらいたい衝動に駆られる。

「あ、ちょっと待て鷹宮」

　呼び止められても無視する。

「……学級委員長。やってくれないか？」

「……は？」

　立ち止まって中津先生と視線を合わす。白衣のポケットに片手を突っ込み、口を開いた先生の表情は驚くほど真剣で思わず軽く目を眇すがめる。

「……うちのクラスには問題児が多い。お前が引き受けてくれると助かるんだが」

　絶対に断ろうと決心しつつ。

「……そもそもまだ決まってなかったんですか？」

「ああ。学級委員だけ空白だな」

「……」

「お前、前期は委員会入ってなかっただろ。教師命令な」

「はぁ!?」

　ニヤリと微笑む中津先生に冗談の気配はない。

「……嘘、ですよね？」

「嘘だと思っててもいいぞ」

「……ちっ」

「あれ、教師に舌打ちした？」

　そりゃあこんな無茶苦茶な教師を目の前にしたら、苛立ちを抑えられる方が稀まれなはずだ。

「良い機会だろ。お前もいい加減他人に関心を寄せろ。その方が加か奈な子こさんもきっと喜ぶ」

「なんで、母さんの名を……？」

　その質問には答えず、白衣を翻して中津先生は歩き出す。怪訝に思って視線で追うと、先生が立ち止まった先は屋上と階段を繋ぐ扉の前だった。

　彼はドアノブに手をかける前に俺の方を振り返って、

「――席替えから始まるリア充への道、か。ハイスペック陰キャくんの活躍を教師として特等席で楽しみにしてるぞ」

「……おいちょっと待て！　俺は学級委員長なんて絶対に引き受け――」

　バタンと扉が閉まり、屋上に取り残されたのは俺一人。

　面倒な役柄と面倒な教師、そしてもしかしたら面倒そうな生徒に囲まれたひたすら面倒でしかない委員会活動になるかもしれない。

　そう思うと頭痛がしてくる。

　やっぱり今すぐ家に帰って、紗由の膝枕で癒されたい。

　そんな思いを抱いて、幻想的な夕陽が浮かんでいる空に向け深いため息を吐いた。
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